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　　　　▽〔過去　平成最終年〈12才〉八月六日〕△




　夏休みにやることなんか、決まっている。

　友達との遊びを早めに切り上げて、焼けたアスファルトの上をひたすら自転車を漕こいで、警察署しよの手て前まえのコンビニでアイスを買う。しばらく走って信号待ちになった。

　小学生の女の子二人が話している。

「お姉ねえちゃんに勧められて、シュラフトっての始めたよ」

「みよちゃん大だい胆たんだね。あのゲームね、お洋服破やぶれるんだよ？」

「ええっ？　三み谷たにくんにフレンドカード送っちゃった」

　顔を真まっ赤かにしている。みよちゃん、三谷くん好きなんだろうな。ダメージくらえないな。ムリっぽいけど頑がん張ばって。

　シュラフトっていうのは、体内の水分を利用して神しん経けい接続するＡアＱクａアネットワークによる、オンライン対戦ゲーム。海かい戦せんをモチーフにしている。

　だいぶ有名になったかも。僕が始めた頃ころは人が居なくてゲームにならなかったのに……。

　気き紛まぐれに一本手前の道を曲がったら、中ちゆう華かのお店の匂においがしてきて大きな建物が見えてきた。

「あ……っ」

　キィっとブレーキを踏んで、建物を眺ながめる。

　旧きゆう図書館だ。

　小さい頃、お袋ふくろに図書館に行きたいと言った。お袋は僕をこの場所に連れてきて、そのときにはもう図書館は移転していて──お袋はこの建物を眺めながら、こう言った。

『パパと出で逢あった場所なのよ……』

　寂しそうな顔をしていた。そのお袋も、もう居ない。病気で死んでしまった。

　溶けたアイスが、手に流れてくる。どれだけ長い間、眺めていたのかな……。

　ペダルを踏み込む。

　夏休みにやることなんか、決まっている。学校がない分、シュラフトができる。戦いは厳きびしいんだ。上に行くには一分一秒でも長く、シュラフトで過ごさないと。立ち止まっている暇ひまなんかない。

　家に着いた。ドアを開けて「ただいま」と言ったけど返事はない。

　ダイニングテーブルのおやつをかっ込んでから、二階へ。

　机の横にあるパソコンを起き動どうする。パソコンの上に置いてあるヘッドマウント・ディスプレイを取り、被かぶる。電子音がして、僕の肌はだに薄く電子回かい路ろの光が走る。

『ＡＱａネット、スタンバイ』という文字が表ひよう示じされる。

　パソコンじゃなくて僕の視し界かいに。肉にく眼がんの中に文字が浮かんでいる。ＡＱａネットは視し覚かくなどの感覚器きに直接信しん号ごうを送り込めるネットワークなんだ。

「シュラフト、ログイン──」

　音声コマンドを告げた、次の瞬しゆん間かん。




　──世界は、書き換わる──。




　砂浜に、僕は立っている。海にはたくさんの艦かん船せんが浮かんでいる。

　見える景色けしきだけじゃなく、潮しおの匂においなど、五ご感かんのすべてで仮か想そう世界を感じられる。

　ここはシュラフトの中。まだロビーなので戦せん闘とうは起きない。パートナーはまだログインしていない。これじゃ作業ができないじゃないか。ぶらぶら歩きながら、空に映った全体チャットを眺ながめる。

〔イージス艦かんの女の子、お友達から始めませんか？〕

〔コルベットです。それでもいい、って人フレンドカード下さい〕

　つまらない書き込みが並ぶ。

　まあ、オンラインゲームの全体チャットなんて、面白い書き込みなんてあるはずが……、




〔何もしたくない気分の日〕




　……何だこれ。

　しばらく歩いていたけど、足を止めた。

　言葉の意味を考え、自分の気分を考えてしまったからだ。

　脳のう裏りを過よぎるのは、お袋ふくろと過ごした日々。楽しかったはずなのに、最近ではお袋の顔を思い出せない。でも、いまの母かあさんが好きだから忘れたとか、そういうわけでもない。

　ああ、〝何もしたくない気分〟になっちゃったじゃないか……。

　あの書き込みをした人のＩＤを呼び出して、居い場所を確かく認にんする。Ｚ74ロビー？　聞いたことがない。Ｚの後半なんてマイナーなロビーに行く人、初めて見た。

　ロビーのアドレスを指でこんこん、ってした途と端たん、瞬間転てん移いする。

　出た先は、丘おかのある草原だった。麓ふもとには湖みずうみが広がっている。やっぱり物もの凄すごく平へい凡ぼんな背景のロビーだ。人ひと気けはない。まあ、これじゃ誰だれも見向きもしないだろうね。

　丘に人ひと影かげがある。近づいてみる。冷たそうな顔立ちだけど、綺き麗れいな少女だ。銀ぎん色いろの髪かみをポニーテールにしていて、右目には眼がん帯たいがある。

　本当に何もしていない。草の上に寝ね転ころんでいるだけだ。僕もその横に行って寝転ぶ。

　一分間くらい無む言ごんだった。

「……そっちは？」

　可か愛わいい感じの声だったので、イメージに合わなくて一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。

「えっと？」

「何もしたくない理由」

　旧きゆう図書館とお袋ふくろの思い出話をする。お袋が病気で死んだこと。親父おやじが船乗りでほとんど家に帰って来ないこと。お袋が死んで二年もしないうちに再さい婚こんしたこと……。

　いまの母かあさんとは順当に付き合っているし、不満もない。生活は上う手まく行っている、と。

　少女は黙だまって聞いている。

　言い終えると、少女が質問してくる。

「それのどこが問題だ？　家族が居て、寂しくはなかろう」

「居るけどさ……何かが違うっていうか……」

「時は戻らないぞ」

「判わかっているよ」

「いまの母親が嫌きらいか？」

「別に。母さんは……」

「死んだ方はお袋と呼んで、いまの母親は母さんと呼ぶのか」

「……いいだろ、別に」

「人生は短い。そうやって踏み込めない時間を過ごすより、傷ついても相手の心に踏み込んでいく。わたしならそうする」

「短いって……君ってまだ高校生くらいの年だよね？　人生長いじゃん」

　当たり前のことを口にしたつもりだった。それなのに、僕の言葉を聞いた少女は、とても哀かなしそうに笑った。

「……わたしは、戦いたいんだよ、少年」

「え？」

「人生は公こう平へいに用意されているものじゃない。そんなことはないと思うかもしれないけど、楽しいこと、嬉うれしいこと、泣けること、大だい事じなこと……当然そこにあるべきものを奪うばわれるときもあって、それが人生なんだ」

「奪うって……誰だれが？」

　少女は面おもてを空に向けて、遠い目をする。

「判らないな……神…………だろうか？」

「宗しゆう教きようの勧かん誘ゆう？」

「わたしは神など好きではない。だから戦いたい。この運うん命めいをもたらした者に抵てい抗こうしたい。いまを精せい一いつ杯ぱい生きて、楽しんで、笑って、これが青春だ！　……と強く思えることをしたい。哀しみだらけのこの世界を、素す晴ばらしい世界だ……と言える自分でありたい」

　そこまで言って、彼女は急にふっと笑う。

「語りすぎたな……」

「面白かったよ」

「わたしも、おまえと話せて楽しかった」

　少女は身を起こして、半はん透とう明めいの光るカードを僕に手渡す。

「フレンドカードだ。また話そう」

「待って！　君はどうして『何もしたくない』ってチャットに書いたの？」

　少女の表情が引き締まる。眼がん光こうも鋭くなる。

「……この世界が終わるなら、何もしなくてもいい──と考えた」

「え？」

「間違いだった。この世界は素す晴ばらしい。まだ確かく信しんしてそう思えてはいないが、いずれそう思いたい。そしてそのことを、次元の彼方かなたのあいつに伝えたい」

「どういうこと……？」

　答えない。

「ログアウトして、備えよ」

「何に？」

　また答えない。少女は光の粒つぶになって飛び散り、消えた──。ログアウトしたのだ。

　貰もらったフレンドカードを見る。ＩＤネームが書いてある。

「…………アルマ」

　不ふ思し議ぎな少女だった。どんな人生を歩めばあんな心しん境きようになるんだろう……？

　クラスの女の子だったら、ファッションや可か愛わいいものなどに興きよう味みがあって、そういう話ばかりしている。このゲームに興味ある女の子なら、どの艦かんが強いとか、そういう話になるだろう。

　その誰だれとも違うタイプだった。ゲームの中に人生を重ねるような、不思議な感覚があった。心が静かに惹ひき込まれている。アルマのことを、もっと知りたい。

　フレンド登とう録ろくして情報を見ようとしたところで、空に赤文字のチャットが点てん滅めつしているのに気がついた。

〔シュラフト運営司し令れい部ぶよりのお知らせです。五分後に緊きん急きゆうメンテナンスを行います。現在プレイ中の方々は、強きよう制せい切せつ断だんされますので早めのログアウトをお願いします〕

「……五分後って、緊急すぎるよ」

　まあアルマもログアウトしろ、って言っていたことだし。

　ログアウトのボタンに触れる。

　ゲーム終了して、僕の肉体に意い識しきが戻る。現げん実じつ世界だ。机の前にいる。腰を上げて、窓を開けに行く。

　開けた途と端たんに風が吹き込む。排はい気きガスの混じった空気。家の前にある道路を自動車が通っていく。空は夕陽ゆうひだ。

　玄げん関かんの開いた音がする。母かあさんが買い物もの袋ぶくろを抱えて帰ってきた。妹も連れている。

　視線を空に向ける。

「アルマかぁ……」

　今日きよう出で逢あった少女の名を、僕が呟つぶやいたそのとき──、




　空に、何かが閃ひらめいた。




　土ど星せいのリングに似た形の光だ。遥はるか先で発生し、一いつ瞬しゆんで拡ひろがっていったかのように見えた。

「…………えっ!?」

　次に現れたのは大地を奔はしる虹にじ色いろの光だ。光が通ったあと、物質が溶ける。

　あっさりと言ってしまったけど、それはありえない光こう景けいだ。電でん柱ちゆうが形そのままに水に変わり、次の瞬しゆん間かんに流れ落ちる。家も、ビルも、道路も、電線も、歩いている人も、みんな同じだ。光に通過された途と端たんに水になる。水になって混ざりあって、大きな波となって暴あばれて氾はん濫らんしてこっちに向かってくる。僕らが暮らしていた街が、水になって消えていく──。

「あああああああああああ──ッ!?　何なんだ、これ!?」

　ようやく我に返って、避ひ難なんしなきゃと思った。

　部屋を飛び出る。

「母さん、闇やみ子こ！　逃げろォッ！　変な光が来る！　街が水すい没ぼつして──、」

　爆ばく音おんがして、床が大きく震える。母さんと闇子の悲ひ鳴めいが聞こえる。

　急にしん──と静まり返る。

「……助かった？」

　僕は窓に寄る。そこに、見えた。画家が気き紛まぐれに描いたような、シュールすぎる光景が。




「────海──？」




　住宅街をカッターで切り取って、そこから先を海にしたような光景が広がっている。

　すぐ近くの屋根のところに一羽わのカモメが留まって──捕とった魚をくわえて、吞のみ込む。




　後に判わかったことだけど……。

　僕がアルマと出逢ったその日こそが、全ぜん世界を震しん撼かんさせた同時多た発はつシー・クレーター事件の当日だった。
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　　　　▽〔現在　海境四年〈16才〉六月二〇日〕△




　起き立りつ、気をつけ、さようなら──から一三分経けい過か。

「男だん子し、帰ってよ。掃そう除じできないじゃん」

「えー」

　そんなやり取りが聞こえた。机に乗っかってダベっていた連れん中ちゆうが言われている。掃除当番に追い出されている。小学校のときはよく見た光こう景けいだけど、高校生になってもやるんだなぁ。

「吉よし岡おかはいいのかよ」

　僕に矛ほこ先さきが向いちゃったよ。説明しようとしたら、女じよ子しが言ってくれた。

「吉岡くんは日につ直ちよくでしょ」

　それで諦あきらめたみたい。男子たちはようやく帰り支じ度たくを始める。

　僕は夏の空を見上げながら、窓を開ける。さあ、日直の仕事をしようか。

　黒こく板ばん消けしを二つ持ってきてパンパンする。黒板消しパンパンほど不ふ毛もうな仕事はないよなぁ。時じ給きゆう一万円でもやらないよなぁ。いや……ごめん、やるわ。

　風向きが変わって、メガネが白くなる。何て意い表ひようを突くカウンター攻こう撃げきだ。

　風に乗って潮しおの匂においが流れてくる。カモメの声がやけに近い。ベランダの縁ふちに留まっている。

　校庭の向こうには、海がある。東とう京きようにあるとは思えないほど綺き麗れいな海だ。

　海上に島が浮かんでいる。海の上空にも島がある。宙に浮かぶ島だから、もちろん普通の島じゃない。土も岩も半はん透とう明めいで、しかもプリズムみたいにいろんな光こう彩さいを放って輝いている。これらは空間断だん層そうって呼ばれている。〝実じつ体たいがない幻まぼろしなのに物理的な質しつ量りようを持っている〟っていう科学的にはありえない物質らしい。

　ここは江え戸ど海かい。四年前に起きたシー・クレーター事件の跡あと地ち。僕が目もく撃げきしたあの事件だ。

　あの日、関かん東とうの大たい半はんが直ちよつ径けい二二二・二キロメートルの海に吞のみ込まれ、そこにあった地面は、銚ちよう子し沖おきに瞬しゆん間かん転てん送そうされた。

　この江戸海に浮かぶ人工島に、僕らの学校はある。




　フロッテン海かい洋よう術じゆつ科か兵へい学園、日に本ほん校こう──。




　一般的にはマスコミが広めた軍ぐん艦かん学園の名で知られているかな？　長なが崎さき県けんにある軍艦島じまに似ているからそう名づけられたらしい。

　小中高を同じ敷しき地ちに持つマンモス一いつ貫かん校こうだ。海かい技ぎ士し及び海かい兵へい育いく成せいを目的としている。

　後ろで足音がする。ゴミを出しにいった女子が教室に戻ってきたのかも。

　メガネを拭ふき終わってパンパンを再開したけど、妙みような声を聞いて思わず目を向ける。

「──やんっ！」

　女子同どう士しでスカートめくりをしている。めくられそうだった子が、スカートを押さえてガード成功。

「そう簡単にはめくらせませんよ！」

　高校生にもなってスカートめくりとか、どうなんだよ。まったくうちのクラスの女子、はしゃぎすぎ。

「あ、空飛ぶロンドン！」

「ほへ？」

　そっちを見た瞬しゆん間かん、スカートめくりが再さい開かいされて、今度は完かん遂すいされたわけで。

「卑ひ怯きようですよォ！」

「あはは。抵てい抗こうするエルフが悪いんだもーん」

　エルフなんて日常で飛び出すはずのない、ファンタジィな単たん語ごだけど、このクラスでは誰だれも気にしない。スカートをめくられた女の子の愛あい称しようだから。

　言っておくけど、耳は尖とがっていない。髪かみ型がたはみつあみしたツインテール。顔立ちはハッとするほど目を惹ひくし、出るとこ出すぎず、スリムすぎず、ちょうどいいプロポーション。

　よく瞳ひとみをキラキラさせ、

　よく話し、

　よく愛される。

　見た目はアイドル級と言ってもいい。




　エルフリーデ・ヴェンデルガルト・藤ふじ原わら──縮めて、エルフ。




　ドイツ系けいのクォーター。金きん髪ぱつで、瞳はマリンブルー。

　二ヶ月前に来た転てん校こう生せいだけど、もうすっかりクラスに馴な染じんでいる。

　エルフが僕を見てきたので、目をそらす。

「師し匠しよう……いま見ましたよね？」

「………………」

「ノーコメント良くないです！」

「子供っぽすぎるだろ」

　際きわどい話題なので女子たちに引かれるかと思ったら、爆ばく笑しようされた。

「ああああぁぁ──っ」

　顔を赤くしたエルフが駆かけ寄ってきて、僕をポカポカ殴なぐってくる。

「責任取って下さい！」

　めくった女の子が鞄かばんを持って教室を出て行きながら、最後に爆ばく弾だん投とう下か。

「エルフ、吉よし岡おかのこと好きだもんねーっ？」

　エルフの顔が真まっ赤かになる。

「何なに言っちゃってますか！　伝でん説せつのエルフパンチをくらわせますよッ！」

　伝説のパンチって、さっきのポカポカか。

「ばいばーい！」

　走り去っていくクラスメイトを追うのを諦あきらめ、エルフは僕の横に来る。

　無む防ぼう備びにも、かなり近い距離だ。エルフの髪かみの香りがふわっと漂ただよってきて、落ち着かない。

　僕に気があるなんて言われた直後だからさ……意い識しきしちゃうよね。

　学園指し定ていのブルーを基き調ちようとした制せい服ふくは、胸むな元もとが大きく開いているので、胸の谷間にある柩きゆう章しようが目に入った。淡く光るタトゥーみたいな感じで肌はだに刻まれている紋もん章しようだ。

「師し匠しようを軽けい蔑べつしました」

「何で？」

「子供っぽいかどうか判わかるってことは、何回もぱんつ見てるってことじゃないですか」

「………………」

「ノーコメント良くないです！」

　後ろから声をかけられた。

「エルフちゃーん、申し込みの子来たよ！」

「ほら、行けば？」

　エルフはぐぬぬ顔をしながら教室の入り口に行った。後こう輩はいの女の子が待っている。

「お願いです！　わたしのパートナーになって下さい！」

　体育会系けいの大きな声を出している。今度の申し込みはずいぶん熱心だね。応こたえるエルフもたじたじだよ。

「……ごめんなさいです」

「どうしてですかッ？　確かに一年生ですけど第一術じゆつ科かコースではトップです。柩章を削けずってまで、コマンダーとなる道を選んだんです！」

　術科コースは軍ぐん事じ教科を学ぶコースだ。それに対して僕らのクラスは、シー・クレーター事件で水すい没ぼつしてしまった周辺学がつ区くの生徒のために開放された、一般コース。船せん舶ぱく海洋学がつ科かはちょこっとあるけど、メインは普通学科。条件さえ合えば無試験で入れちゃう。

　判りやすく言うと、術科の生徒は日に本ほん中から集められたエリートたち。僕らはお情なさけで通っている、居い候そうろうみたいなもんだ。

　そんなエリートの子に誘われたのに、エルフの返事は──。

「ムリです」

「そんな恵まれた艦かん体たいを持っているのに選せん抜ばつ戦せんに出ないつもりですかッ？」

　エルフが応えないでいると、申し込みの子は去り際にこう言い残した。

「しょせん、一般コースの人なんですね」

　うーん……あっちが正せい論ろんかな。

「はぁー。疲れます」

　戻ってきたエルフが、再び僕の隣となりに来る。

「どうして、考えもせずに断るんだ？」

　僕の問いかけに、エルフは答えにくそうにしている。

「別にいい。どうしても答えが聞きたいわけじゃない」

「…………すいませ……あ」

　言葉の途と中ちゆうで、ぐらっと床が揺れた。エルフは窓まど枠わくを摑つかんで耐える。

　たまにこうやって揺れる。『どうしても船ふな酔よいする』なんて理由で転てん校こうしたヤツがいる学校は、日に本ほんじゃどこ探してもウチくらいなモンだろう。僕も最初は授業中揺ゆれる感かん覚かくに戸と惑まどったけど、いまじゃ慣れて時し化けてる日の体育でも平均台だいを渡れるようになったよ。

　揺れる理由は、軍ぐん艦かん学園が〝浮いている〟から。支し柱ちゆうとかなくて、メガフロートっていう海に浮かべただけの地面なんだよね。メガフロートは船と違って浮かぶ面積が広いので、波は相そう殺さいされるけど、風の強い日なんかはけっこう揺れるんだ。

　今日きようもたくさんカモメが飛んでいる。下校のボートが海に散らばっていく。軍艦学園は船せん舶ぱく学がつ科かの履り修しゆうが義ぎ務むづけられている。生徒にはそれぞれ船が貸し与えられるので、通学に使うことも可能だ。中にはジェットスキーやカヤック、ヨットで通う強つわ者ものもいたりして、丸い海はバリエーション豊かに彩いろどられている。

「おっ、バショウカジキです、師し匠しよう」

　帆ほみたいなヒレが波なみ間まに浮かんでいる。確かにバショウカジキだ。

　漁業部ぶの連れん中ちゆうが銛もりを手にボートを急行させているけど、絶対に間に合わないだろうな……全魚類中ちゆう、最も速く泳げる魚なんだ、アレは。

「いろんな魚がいますよねぇ」

「江え戸ど海かいは生せい態たい系けいがおかしすぎるんだよ。日本にいないヤツもいる」

「物もの知しりですね、さすが師匠」

　うっとりしたように海を眺ながめている。

「このへんじゃ、一番の絶ぜつ景けいですよね」

「夜の江え戸ど川がわ」

「はい？」

「絶景の話だよ。江戸川の上を通る電車がさ、川面かわもに窓の明かりを落とすんだ。僕はその景色けしきが好きで、死んだお袋ふくろにねだって、よく連れて行って貰もらった」

「…………へえ……行きたいです」

「シー・クレーターの前の話だから、もう電車は走っていないよ」

　二度と見ることのできない、記き憶おくの中だけの光こう景けいだ……。

　シー・クレーター事件は、僕らの生活を一いつ変ぺんさせてしまった。

　その象しよう徴ちようである風景が、僕の視し界かいにある。

　下げ校こうの風景の一つ。上級生の女の子が友達と別れたあと、岸から海に向かってジャンプする。

　その上級生は着ちやく地ちした。海に。

　海面に立っている。アメンボみたいに海に立って、歩いている。

　そして防ぼう波は堤ていの裏まで歩く。防波堤越ごしに閃せん光こうが漏もれた途と端たん、近くの海に艦かん艇ていが出現する。

　ちょっとごてごてした造りの護ご衛えい艦かん。高こう角かく砲ほうにリボンが巻いてあって、ピンク色に塗ぬってある。目立ちたがりみたいだね。

　さっき歩いていた上級生の女の子は、もう居ない。

　艦が、あの子だから。

《艦装クライド》したんだ。

　判わかりにくかったかな？　ちゃんと説明すると、艦装は肉体を再構成して柩きゆう艦かんという海上兵へい器きになれる能力っていうか。つまりあの女の子は艦になることができるわけ。

　弾たまやミサイル、魚ぎよ雷らいなどを発はつ射しやして戦うこともできる。自分の肉体を再さい構こう成せいする、ってところがミソで、もし柩艦が敵から攻こう撃げきをくらうと、自分も怪け我がをしたように痛みを覚えてしまう。

　艦装ができる少女は、フュルギアって呼ばれている。名の由ゆ来らいはゲルマン神しん話わの霊れい的てき存在だ。

　いま日に本ほんにいるフュルギアのほとんどが、うちの学校に通っている。っていうか、うちの学校でフュルギア宣せん誓せいってのを行わないと艦装が使えるようにならないから、集まらざるを得ないんだけどね。

　トンデモないだろ？　これがゲームじゃなくて現実なんだ。

　護衛艦がフェリーとすれ違うのを見て、時間を思い出した。窓を離れる。

「……あ、師し匠しよう」

「帰るよ。じゃあね」

　鞄かばんを持って教室を出る。ま、早く帰ってもやることなんかないけどね。とりあえず家に居ないと妹からのメールが溜たまるからさ。

　階段を降りていく。ここは冷れい房ぼうがないので、むあっとした熱気が溜まっていて暑いな。

「…………師匠ッ！」

　階段の踊り場で呼び止められた。

　エルフだ。

「さっき……エルフがどうして断り続けているのか、訊ききましたよね？」

「ああ」

「────エルフには、心こころ残のこりがあるんですッ！」
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　いきなり何だこいつは……。

「心こころ残のこりが実際何なんなのか、言っててよく判わからないのですが！」

「は？」

「問題はそこじゃないと言いますか……」

「考えがまとまってから喋しやべろうか。お話になってないよ」

　歩みを再さい開かいしようとしたとき、エルフが叫ぶ。

「エルフは青せい春しゆんしなくちゃいけないんです！」

　……よけい判らなくなってきたぞ。

「まず目的をはっきりさせようか。僕を呼び止めただろ？」

「はい」

「で、僕をどうしたい？」

「えっ──……。そんな言われたら……うふ」

　頰ほおが赤くなったぞ。

「待て、その答えは聞きたくない！」

「あひゃ！　ちゃんとした方、いま考えますので！」

「ちゃんとした方を、後あと回まわしにするなッ！」

　うううとまた唸うなって、五秒くらい考えてエルフは答えを出した。

「エルフのコマンダーになってくれませんかっ!?」

　驚いて、返事を忘れた。

　申もうし込みがほぼ毎日来くるような、強いパートナーを僕が得る。それは考えたこともなかった。

　シュラフト時代なら喜んだろう。だけど、この現げん実じつ世界では事情が違う。

「師し匠しよう、テンション低くないですか!?」

「あたりまえじゃないか」

「エルフ強い艦かんですよっ？　申し込み殺さつ到とうしてます！」

「じゃなくてさ……僕はおまえと同じ一般コースだよ？　コマンダーにするなら、今日きよう申し込みに来た後こう輩はいにすればいいじゃん」

「それじゃ意味がないんですッ！」

「どれだと意味があるんだよッ！」

「……話せないんですよぅ」

　あー、ラチがあかない。自分にダメージくるけど、言うか。

「判わかっているとは思うけど、僕は葬そう技ぎが使えない体たい質しつだから」

「え……」

「知らなかったの？」

「何度か聞いた気がしますけど……葬技って何でしょうか」

「がふァ！」

「えっ？　何ですか、いまのリアクション」

「安心して、ただの絶ぜつ望ぼう的な失しつ望ぼうだよ」

「さりげなく最さい上じよう級きゆうですよねっ!?」

　こいつ、この学校に入って何を学んでいるんだよ……。

「葬技ってのは、フュルギアとコマンダーが持てる、影えい響きよう界かいの広い単たん発ぱつ戦せん闘とう能力で……」

「師匠。その話はいつから日に本ほん語ごになりますか？」

「最初から日本語だッ！」

「エルフでも判るように話して下さい！」

「一発しか使えない、すッげェー必ひつ殺さつ技わざ！」

「理解しました！」

　ドヤ顔で敬けい礼れいするなって。

「でさぁ、フュルギアにコマンダーをつける最大のメリットは、葬技を増やせる。つまりフュルギアの葬技に加えてコマンダーによる二発目の葬技が使えることなの。だから僕をコマンダーにするメリットがない。さあ判わかったろ？　もう誘わないでくれよ」

　そう言って歩みを再さい開かいしたときだ。




「────シュラフトッ！」




「え……っ」

　僕は足を止めた。その言葉は、僕にとって意味がありすぎる。

「師し匠しようがそのゲームの名プレイヤーだった、という噂うわさを聞きまして！」

　僕は確かにシュラフトをやっていた。でも、その話をこの学校でしたことはない。誰だれも知らないはず……。

「言ったのは誰？」

　返事は、無む言ごんだ。

　追つい及きゆうしたい。けど、おそらくこいつは厄やつ介かい事ごとを僕にさせようとしている。

　巻き込まれるのは御ご免めんだ。

「もういいよ。さようなら」

　階段を下りている途と中ちゆうで、またエルフが追いついてきやがった。

「待って下さい！　エルフには師匠が──」

　校こう内ない放送が鳴る。

〔エルフリーデさん。調ちよう整せい時間です。至し急きゆう職員室しつまで来て下さい〕

　エルフは悔くやしそうにスピーカーを見上げる。

　僕は歩み去った。一階まで行ったとき、ようやく気づいた。

　調整時間……？　何だそれ？
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　僕はフェリー通学をしている。

　無料の送そう迎げいフェリーで、通学組ぐみの半はん数すう近い生徒がこれを利用している。スマホをチラッと確かく認にんする。妹からの新しん着ちやくメールが、九四通つう……。

　心が折れそう。まあ、でも今日きようは少ない方かな。返しやすそうなのをちょろっと返信してから、後部デッキの手すりにもたれて、日にち没ぼつ間ま際ぎわの海を眺ながめる。

　後ろがざわざわしているのでふり向くと、人だかりができている。何だろう……？

「しちゃいなよッ！」

「……えぇぇ、ここで？」

「絶対、いまやらないとしないでしょッ？　島っちも遙はるかも、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだから」

「うう……」

　隙すき間まからギャラリーに混じる。見えたのは真まっ赤かになっている男女が、向かい合って立つ光こう景けいだ。初うい々ういしい感じだから、たぶん一年生かな。

「ほら、やっちゃいなって！」

　ハッパをかけていた女子が、男子の背中を押して前に歩かせる。男子は観かん念ねんしたみたいだ。

「じゃあ、いくよ、佐さ藤とうさん」

「はい……」

　佐藤さんが胸のリボンをしゅるっと解ほどくと、男子の方の顔がさらに赤みを増す。

　口をあわあわさせながら、男子が生徒手て帳ちようを読み上げる。

「俺おれこと島しま村むら仁じんは、せっ、世界を守る滅めつ葬そう作戦の使し命めいを理解し、世界を救う勇ゆう者しやとしての自覚を、ほ、保持し、規き律りつを守り、しんっ心しん身しんを鍛きたえ、たとえ死の淵ふちにあっても、」

　これはコマンダー宣せん誓せい。フュルギアが、コマンダーを持つときに行う宣誓の儀ぎ式しきのこと。

　つまり佐藤さんと島村くんは、いま、チームメイトになろうとしている。

「我が、しんめつ……？」

　佐藤さんが恥はずかしそうに頰ほおを赤らめながら、島村くんの間違いを正す。

「我が身、滅めつするとも……」

「ごめんっ！　我が身、滅するとも、自じ艦かん《佐藤遙はるか》と共に戦い抜くことを誓ちかいます！」

　島村くんはそう言って、佐藤さんの胸むな元もとにある柩きゆう章しように手を触れる。すると、柩章が光を放って、島村くんの手の甲こうに柩章が転てん写しやされる。

　これで、儀式終了。ギャラリーから拍はく手しゆ喝かつ采さいが起こり、島村くんと佐藤さんはさらに赤くなってあわあわしている。

　いやあ、青せい春しゆんだなあ。初々しいなあ。

　あの二人みたく、恋する相手とパートナーシップを結ぶ、というのは珍めずらしいことじゃない。むしろ好き同どう士しの方が柩きゆう艦かんの能力が上がるってデータもあるぐらいだ。この儀式も、そういう意味じゃ愛の告こく白はくに等しい一いち面めんもあったりする。

　コマンダー宣誓は取り消せない。半はん端ぱな気持ちじゃ行えないし、恋れん愛あいに絡めてというのは賛さん否ぴ両りよう論ろんあるけど、僕はアリでいいと思う。まあ、僕に恋するフュルギアなんて居ないだろうから、部ぶ外がい者しやの意見だけどさ。

　フェリーが小こ岩いわ発はつ着ちやく場じようについたので、お開きだ。ぞろぞろと生徒たちが降りる。ここから市いち川かわ駅えきへの送そう迎げいバスに乗るヤツが大半だけど、僕は歩いて五分のところに家がある。

　金持ちでもなく、貧びん乏ぼうでもない。ごく普通の家。玄げん関かんを開けて「ただいま」と言いながら靴くつを脱ぬいだけど返事はない。

　部屋に戻る。着替えてベッドに座る。

　本ほん棚だなの一番上うえの段にある、ゲームのパッケージを見る。




　────『シュラフト』────。




　大だい規き模ぼオンライン海かい戦せんゲームと銘めい打うたれている。人じん体たいの水分を利用して脳のう神しん経けいと直接接せつ続ぞくするという水すい量りよう子し結けつ合ごうネットワーク、通つう称しようＡアＱクａアネットのフルスペックを引き出した、と言われているドイツのメーア社によるネットワーク・ゲームだ。

　ベッドに、脱だつ力りよくするように横たわる。

　シュラフトか……。

　あの頃ころは、あの子がいた。あれが僕の初はつ恋こいだったのかも。

　二年前のあの日を──脳のう裏りに描く。僕がシュラフトをやめた日だ。

　その日も、僕はシュラフトをプレイしていた──……‥
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　配はい管かん剝むき出しの壁に、僕はふと視線を向ける。

　こんなことしてる場合じゃないけどさ……一いつ瞬しゆんの不安ってヤツかな。中学校の壁よりは頑がん丈じようだけど、ミサイルが一発でも直ちよく撃げきすれば、中の僕はこんがり丸焼けになる。

　僕がいるのは艦かん内ない。柩きゆう艦かんの戦せん闘とう指し揮き所しよ。判わかりやすく言えばコントロール・ルーム。

　いま僕は、シュラフトのバトル真まっ最さい中ちゆう。しかも国内王おう者じやを決めるトーナメントの決勝戦せんだ。

「ぼーっとしてなかったッ？」

「……してないよ」

「噓うそ、してた！」

　赤あか毛げツインテールの結び目から、シカの角つのみたいに電波アンテナを立てた少女が、非ひ難なんがましく僕を見る。

　くりっとした猫ねこ目めに、鋭い輪りん郭かく。

　あどけなくも抜け目ない印いん象しようがある。

　年の頃ころは中学生ぐらい。

　長い羽は衣ごろものついた、赤い戦せん闘とう服ふくを着ている。

　この女の子は、仮かりの姿すがた。幻げん体たいというコミュニケーション端たん末まつにすぎない。

　いま僕が乗っている柩艦の方が真の姿。

　彼女はブルーリッジ型電子指し揮き艦かん《ビートルワゴン》──僕のパートナーだ。

「ワゴン、ミサイルどうなった？」

「とっくに発はつ射しやしたわよ。これ、当たるの？」

「たぶん……」

「たぶん、ってなに。決勝戦せんなんだからね！　しっかりしてよ」

　僕は艦かん外がいのカメラ映えい像ぞうを見る。

　周囲に広がっているのは海と青空。その海にも空にも、様さま々ざまな色しき彩さいの光を放つ浮うき島しまがたくさん浮いている。

　空間断だん層そうだ。障しよう害がい物ぶつにもなるし、敵が攻こう撃げきしてきたら盾たてにも使える。

　今回のフィールドには、中央を分ぶん断だんする巨きよ大だいな空間断だん層そうがある。まるで万ばん里りの長ちよう城じようだ。壁には穴がぼこぼこ空いているけど、厚すぎるので向こう側は見えない。壁を回り込むか、壊こわして攻撃するかしかない。

　回り込むルートは敵に押さえられている。壁を壊すとこっちの位置もバレる。

　で、僕が取ったのが〝トンネル通つう過かミサイル〟作戦。シュラフトでは戦せん闘とう言げん語ごっていうプログラムを組める。これを使って、一部の動どう作さを自動化かできる。僕は敵と交こう戦せんしながら戦闘言語を書き上げ、ミサイルの飛ひ行こうルートを自動化した。

　穴の深い部分までは観かん測そくできなかったので、途と中ちゆうから〝こんな感じかな？〟みたいな推すい測そくのルートを設定するしかなかったので当たるかどうか判わからない。むしろ当たったら奇き跡せき。

　立体映像ホログラムのウインドウが僕の前に出る。分ぶん析せき結果が報告される。

「うは……ミサイル、何とか当たってくれた。これなら次の手を打てそう。グローセ発はつ射しや」

「了りよう解かい──」

　背の低いワゴンが、上の方にあるウインドウをぴょんこしながらタッチ操そう作さする。

　一生懸けん命めいな上うわ目め遣づかいが、お手伝い頑がん張ばっている幼よう女じよみたいで可か愛わいい。

　ぴょんこを一回失敗したので、思わずにやにやしちゃったみたい。ワゴンに睨にらまれた。慌あわてて目を戻す。

　艦かん内ないには虫みたいなロボットがいる。コンソールを操あやつり、作業をこなしている。こいつらはオートマトン。略りやく称しようはマトン。艦を運用するスタッフさんだ。

「ファイア！」

　外のライブカメラ映像を見る。ワゴンの本体──つまり艦かん艇ていの方の甲かん板ぱんから飛んだミサイルが、空のトンネルへ消えていく。しばらくしてワゴンの幻げん体たいが報告してくる。

「散さん布ぷ成功したみたい」

　グローセは敵を破は壊かいするためのミサイルじゃない。〝レーダーに映らない〟敵を発見することができる特とく殊しゆなレーダーブイ。散布できたので、ようやく敵の位置を探れそう。

　ビポ、とあまり鳴らない電でん子し音おんが鳴る。

　前方にある一番大おおきなウインドウ、メインスクリーンと呼ばれるそれに〔強きよう制せい通信〕の文字が入って、思わず叫ぶ。

「──このタイミングで強制通信だってッ!?」

　敵てき味み方かた関係なく通信できる──それが強制通信。

　各かく艦かん隊たいの司し令れい官かんは、一試合につき一回だけ使える。

　僕の目の前に少女が現れる。正確には、敵てき艦かんの幻げん体たいを立体的な映えい像ぞうにしたものだけど。

　揺らめき波打つような見事な黄おう金ごんの髪かみ。青い目。りんごほっぺ。

　こいつが僕らの敵。見み目めが華はなやかすぎるイギリス人美び少女だ。

〔このクローディア相手に健けん闘とう致しましたわね。しかし、ここまででございますわ！〕

「よくもそんな大おお口ぐち叩たたけるなぁ」

〔《理り路ろ整せい然ぜんの悪あく魔ま》様さま……貴方あなた様のプレイを徹てつ底てい分ぶん析せきさせていただきましたわ。貴方様ならば、この万ばん里りの長ちよう城じようをミサイルで突とつ破ぱしてくると、読ませていただきましたの〕

「……ッな、」

〔推すい測そくで書いたとは思えないほど、素す晴ばらしい出来の自動航こう行こうルートですわ。わたくしも使わせていただきますわね〕

　クローディアとの強きよう制せい通信が終わる。

「まさか……ルートをトレースしたのかッ!?」

　ワゴンが声を張る。

「ミサイル群が接近！　三九秒で到とう達たつするわッ！」

「迎げい撃げき態たい勢せいを取れ！　探たん知ちを逃のがしたら、勝しよう機きはゼロだ！　意い地じでも維い持じする」

　通常、防ぼう空くう戦せんは守りを徹てつ底ていするのがセオリー。残しておけば電波を辿たどられるので、グローセを自じ爆ばくさせていまの戦せん況きようを凌しのぐのがベスト。でも、僕はそれを維持したまま、すべてのミサイルを迎撃する道を選んだ。見通しが甘ければ、ジ・エンド。だけど切り抜ければ、攻こう守しゆを逆ぎやく転てんできる。

「……それって……あの戦せん術じゆつよね？」

　ワゴンの幻体が、うつむく。僕は答えることができなくて。

　僕はある戦術をくり返し用いてきた。でも、それは味み方かたを犠ぎ牲せいにする戦術で……いまの状況に酷こく似じしている。

　ワゴンは顔を上げ、凛り々りしくウインドウを睨にらむと操そう艦かんを始める。

「やるわよ、スネイク！　ベースにコンタクトしたわ！」

　心の中で、ワゴンに感謝の言葉をかける。

　僕はリストの中から、目当ての品を素早くタッチしていく。

　いまやっているのは召しよう喚かん。水すい貨かという手持ちの仮か想そう貨か幣へいを消しよう費ひし、味方を召喚できる。

　艦かん外がいのカメラ映えい像ぞうを見る。海面に光る魔ま法ほう円えんが出現し、僕が召喚した一〇体たいの無む人じん小こ型がた艇ていが浮かんでくる。艇に武ぶ装そうロボの上じよう半身だけついた形だ。こいつらはボット。

「ターレットも要いるな」

　こっちは自動砲ほう台だいのことだ。形状は下部に浮きのついた球きゆう体たいで、上部に兵へい装そうがある。その場を動くことはないが、ボットよりも強く、防ぼう衛えい戦せんに適している。




　艦かん外がいカメラにミサイル群が映る。さあ……死し闘とうの始まりだ。




「──迎げい撃げき開始！」

　打ち上げ花はな火びみたいな目眩めくらましを発はつ射しやしたあと、ミサイル群へと砲ほう撃げき開始する。

　無む数すうの爆ばく炎えんの花が、天に咲く。

　ワゴンの声が聞こえる。

「閉ざされて凍いてつけ。絶ぜつ望ぼうに打ち拉ひしがれよ。煉れん獄ごくの電でん波ぱを聴きき、深しん海かいで跪ひざまずけ──」

　ワゴンが右と左の掌てのひらを近づけると、そこに赤い光の十じゆう字じ架かが発生する。




「──《静かなる海》ッ！」




　ワゴンが掌の光が弾はじけて閃せん光こうを放つ、キィイインと耳みみ鳴なりがする。接近していたミサイルが次々と停止し、海に落ちていく。

　これが、ワゴンの葬そう技ぎ──。電子装そう置ちを停てい止し状態にする妨ぼう害がい電波を放てるのだ。

　僕には葬技を使う能力がない。本当ならワゴンの葬技に加えて、コマンダーである僕も葬技を使えて、戦せん闘とうはもっと楽になるはずなのに。僕が無む能のうなばっかりに、こいつには苦労をかけている。

　……って、そんな劣れつ等とう感かんに沈んでいる場合じゃないよな。

「いまので、かなり凌しのいだね」

「当然よ。あたし〝電波系けい〟だから」

　ちょっと意味が本来とは違う、ワゴンの決まり文もん句くが出た。

　いい流れだ。このペースでいけば切り抜けられるかも。

　思わず笑い声を上げちゃったよ。

「またピンチで笑って！　その変な笑い、本ほん気きで怖こわい！」

「いいじゃないか。僕の通り名は……」

「理り路ろ整せい然ぜんの悪あく魔ま、よね」

　悪魔と呼ばれるだけあって、僕の戦せん術じゆつは汚きたない。策さく謀ぼうなんていつものこと。不ふ意い打うち、トラップ、仲間の切り棄すて──何でもやって勝ち上がってきた。

　敵のミサイル攻こう撃げき、第一波は防いだ。さらにターレットを召しよう喚かんして態たい勢せいを整えようとしたら、第二波が来て。

　迎撃は上う手まくいっていた。でも、第二波の中に一発だけ罠わながあった。

　対たい空くう砲ほうで撃げき墜ついしたミサイルが、墜おとされながらも弾だん頭とうだけ爆ばく発はつして、小さな爆ばく弾だんの雨を降らせてくる。

「──きゃッ！」

「クソッ、クラスター弾だん頭とうか」

　この弾頭は威い力りよくが小さいけど、装そう甲こう強度が弱いワゴン相手には充分だ。

　ワゴン幻げん体たいの衣い装しようの一部が六ろつ角かく素そ子しのモザイクになり、やがてそのモザイクも消しよう滅めつして、肌はだを露ろ出しゆつさせる。

　セルブレイクという現げん象しようだ。ブレイクする箇か所しよは、艦かんのダメージをトレースしている。右胸むねだから右う舷げんやや前方の甲かん板ぱんに被ひ弾だんしたのだろう。

「ワゴン！」

「──平へい気きよ。まだやれるわ」

　ビートルワゴンはこれ以上くらえない。撃げき沈ちんする。

　いけそうなんて思ったのが間違いだったか。敵がミサイル第三波を送り込んでくる。捌さばき切れないかもしれない。

　ワゴンが声をかけてくる。

「コールド・スネイク」

　これが僕のＩＤネームだ。

「ん？」

「あんたの艦になってよかったわ……」

「…………バカだな。戦せん闘とう終わってから言えよ」

「そうね……」

　本当は、判わかっている。こいつが、急にこんなことを言い出す理由。

　艦が沈めば、フュルギアとしてのＩＤが消える。あらゆる接せつ続ぞく情報も消える。プレイそのものは再さい開かいできるけど、再会しないようブロックされて、僕とワゴンは二度と逢あえなくなる。

　僕は迎げい撃げき効こう率りつを見直して、敵の猛もう攻こうを防いでいた。だけど──。




　だけど、一発。たった一発、防ぼう空くう網もうを抜けてくるミサイルがある。




　これが僕とワゴンの────《死》だ。直ちよつ感かん的てきに、そう悟さとった。

　無む駄だ死じにじゃない。

　ラスト八秒──あいつなら、きっとやれるさ。

　僕の艦かん隊たいは二艦編へん成せい。もう一人、味み方かたの柩きゆう艦かんがいる。僕とビートルワゴンは、こいつのサポート役にすぎない。

　ウインドウのアイコンを叩たたき押し、グローセを最さい大だい出しゆつ力りよくにする。

〔よくやった、スネイク〕

　通信ウインドウに、少女が映る。銀ぎん髪ぱつのポニーテール。右目は眼がん帯たいをしている。

　アルマ──。

　シー・クレーター事件の起こった日に出で逢あった、僕のもう一人の相あい棒ぼう。

　間に合った。僕とワゴンが命いのち懸がけで集めた探たん知ちデータを元に、アルマは沈めてくれる。

　不ふ沈ちん空くう母ぼ《クローディア》を。

〔──だが、もういい〕

　ズウン、と爆ばく音おんがした。レーダーを見る。




　ミサイルが────消えた？




「……え…………どういうことだ……？」

　呟つぶやきつつも、頭では理解している。

　相あい棒ぼうの柩きゆう艦かんは、たった一つの武ぶ装そうしか載のせていない。

　空間断だん層そう如ごときでは、彼女の砲ほう撃げきは止まらない。どんな障しよう害がいも貫つらぬいて命めい中ちゆうさせ、すべての柩艦を一いち撃げきで沈める。だからアルマの攻こう撃げきは砲撃と呼ばれなくなった。

　狙そ撃げき──そう呼ばれるほどに、神がかり的なショットをキメ続けた。

　そして、彼女はいつしかこう呼ばれるようになった。

　スナイパーアルマ──。

　甲かん板ぱんに載っているのは、カールグスタフ列れつ車しや砲ほうを模もした超ちよう大型電でん磁じ狙撃砲。

　空間断層を貫いた弾たまで、飛んでいるミサイルを迎げい撃げきする──なんて真ま似ねは普通できない。

　だけど、この相あい棒ぼうはやれてしまうのだ。

「……アルマ…………？」

　僕の問いかけに応こたえることなく、アルマとの通信が切れる。

　タイムアップ──空に、花はな火びが挙がる。

　制限されていた中ちゆう継けいアナウンスや、スタジオの歓かん声せいが聞こえてくる。

『……なんとスナイパーアルマ、仲間の窮きゆう地ちを救って勝しよう機きを逃のがしました！　実に惜おしいッ！　不沈空母《クローディア》をここまで追い詰めるとは！　シュラフト史に残る名めい勝負として語り継がれるでしょう！』

　動どう画が中ちゆう継けいが空に映し出される。映えい像ぞうがスタジアムから切り替わり、艦かん内ないに立つ女じよ王おうクローディアの幻げん体たいが映し出される。

　表情は──厳きびしい。

　自らの勝利に微ほほ笑えむことすら忘れ、ただじっと、何かを見つめてる。

　ワゴンが報告してくる。

「……スネイク。インタビュー・リクエストが三件……」

「全部断ことわってくれ。ロビーに行く」

「あたしも行っていい？」

「二人にしてくれ」

　ワゴンの瞳ひとみが、翳かげりを帯びる。

「……判わかったわ…………お疲れ様……」




　Ｚ74ロビーに行った。草原と、丘と、湖みずうみのあるロビー。アルマと出で逢あったあの日から、このロビーは僕らの待ち合わせ場所だ。草の匂においや吹き渡る風など、自然が現げん実じつ世界のように再さい現げんされている。

　アルマの幻げん体たいが現れた。銀ぎん色いろの髪かみをポニーテールにしている。整った顔立ちに、憂うれいを含む深い瞳ひとみ。右目を眼がん帯たいでふさいでしまっているのが、勿もつ体たいなく思えるほどだ。

「女じよ王おう撃げき破はは、僕たちの目もく標ひようだったよな？」

「……ああ」

「女王を撃うてば勝ちだった。無む敗はいのチャンピオンを倒せた。偉い業ぎようを成せたはずなのに」

「スネイク。心を……大だい事じにしてくれ。死を選ぶな。きっと後こう悔かいする」

　僕はアルマの胸ぐらを摑つかむ。

「ふざけてんのかよッ!?　たかがゲームだぞ？」

「わたしは、ダメなんだ……」

「は？」

「これが最後のログインだった」

　何を言ってるのか、理解できなかった。でも、三秒くらいで理解できて──、

　今度は理解したくなくて、黙だまり込む。

　もう何も言わないでくれ、と祈ったけど──アルマは続ける。

「現げん実じつ世界の身体からだは、もう治なおる余よ地ちがない。だからシュラフトには二度と来られない」

「よせ」

「貴き様さまと組めてよかった」

「よせ、って言ってるだろ……」

「最後にお願いしていいか」

「………………何だよ」

「心こころ残のこりがある。やり残したこと、言えなかったこと、ありすぎて……」

　声に嗚咽おえつが混じり始める。

「重いだろうな。だから、先に謝っておく。すまない……」

　僕の幻体の腕を、ぎゅっと摑つかんでくる。

「この素す晴ばらしい世界が終わろうとしている」

　恐きよう怖ふが脳のう裏りに蘇よみがえる。シー・クレーター事件の日も、アルマはこんなことを言った。あれから何度もアルマに真しん意いを訊きいたけどはぐらされてきた。世界の終わり。それはやはりあるのか。

　問いただそうとしたら、アルマが僕の腕の中に飛び込んでくる。

　アルマは僕の胸に顔を埋めながら、願いを口にする。

「どうかその手で救ってくれ。コールド・スネイク──貴き様さまに託たくす」

　その言葉を最後に、スナイパーアルマはログアウトした。

　温ぬくもりが消えていく。消えないでくれと願ったけど、消えていく。

　追うことはできない。アルマとの関係は、ゲーム内で完かん結けつしている。

「……アルマ…………」

　さよならも言えない別れになったことが、哀かなしくて、腹はら立だたしかった。

「世界が終わるって何だよ！　ふざけるなよッ！」




　このときはまだ、知らなかった。

　アルマの予よ言げんが着々と進行していることを……。

　この別れから二ヶ月後──僕はテレビで歴史的な演えん説ぜつを見ることになる。

　世界の終わりが、その全ぜん貌ぼうを現したんだ。
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　　　　▽△




　波の音で目を覚ます。シー・クレーター事件の日から、僕の家は海岸沿ぞいだ。

　朝の光がカーテンの隙すき間まから差し込んでいる。低てい血けつ圧あつの僕は、目め覚ざめに上じよう半身を起こしてゆらりゆらり揺れるわけだけど、前にへたっと倒れこんだときに柔やわらかいものが顔面を包んだ。

　ぼよんっと弾はじかれて、同時に布ふ団とんの下から「はうん」って声がして、さすがにおかしいと感じ始めて──布団めくったら、いた。

　真まっ白しろな着物を着ている。いわゆる死に装しよう束ぞくってヤツかな。

　妹だ。名は闇やみ子こ。

　何系けい？って訊きかれたら、ホラー系かな。

　色いろ白じろで黒くろ髪かみで、顔立ちこそ美び少女っぽくはあるのに、どんよりとした目つきまでトータルすると残念な結果になるという。

　妹の着ちやく衣いは寝ね相ぞうで乱れ、胸むな元もとが大きくはだけている。その肢し体たいが未み発達ながらもほんのりと優しい膨ふくらみを帯びつつあって、気き恥はずかしいなんてもんじゃないよ。

「おはようございます……お兄にいギャん……」

　無む言ごんで身を起こす。

「ゆうべは激し……」

　全部聞きかずに去る。闇子がついてくる。

「九四通メールしました」

「三通返かえした。それでガマンして」

「全部に返事して下さい」

「絶対ムリだし！」

　顔を洗ってから着替えてリビングに行くと、もう食事ができている。

　母かあさんがにっこり迎えてくれる。

「トースト、自分で焼いてね」

「はーい」

　何系？って訊かれたら、若妻わかづま系かな。

　和なごみの入った垂たれ目に、ロリ風ふう味みフェイス。若作りとかじゃなく、実じつ年ねん齢れいより若すぎ。

　声もまろやかで、聞いているだけでほんわかする。

　二枚焼やいておく。トーストが焼けるころには闇子が着替えて下りてきて、僕からトーストを受け取り、血のように真まっ赤かなジャムを塗って口にくわえる。

「お兄ギャんを食べている気がします……」

「やめて！　どんな意味で言ったのか判わからないけど、震えるほど怖こわいよ！」

　時計をみる。ちょっとヤバイ。サラダをかっこみ、トーストを持って腰を上げる。

「行ってきます！」

「お兄にいギャん、わたしも……」

　通学路ろを歩いていたら、母かあさんが慌あわてて追いかけてくる。

「闇やみ子こちゃん、サビかけた鉄の手て枷かせを忘れてるわよ！」

「忘れていました。必ひつ需じゆ品ひんです」

「持たせないでッ!?」

「先生、何も言わないです……」

「言えないだけだよッ!?」

　けっきょく鎖くさりをジャラジャラいわせながら装そう着ちやくして、歩く。一〇メートルほど行ったところで、また母さんが追いかけてくる。

「闇子ちゃん、鉄てつ条じよう網もうを巻いたヌイグルミ忘れてるわよ！」

「だから、持たせないでッ!?」




　　　　▽△




　今日きようも海が青い。関かん東とうの海というのは、青くないはずなんだけど、江え戸ど海かいはエメラルドな感じに青い。砂浜がないのが残念だ。

　アクビしながらフェリーの後部デッキの手すりにもたれ、立っている。

　昨日きのうのエルフを思い出して、ふーっと息をつく。

　後ろにいる女の子のグループがトークを始めている。

「かったるいよね、航法こうほうの授業」

「交こう差さ方ほう位い法ほうとかややこしすぎ。ＧＰＳあればいらないっしょ」

　いる、っつーの。電子機き器きなんかすぐ壊こわれるんだから。

「あ。魚雷ぎよらい」

　へ？　いま、魚雷って言った？

　フェリーの横を白い泡あぶくの筋すじが通り抜けていく。魚雷の跡らしい。魚雷は軍ぐん艦かん学園の岸にぶち当たって撥はね上がり、地面にガランガラン転がっている。フェリーに乗っている二割くらいがざわついたけど、さっきのグループは冷静だ。

「一般コースの超ちよう可か愛わいい子だよ」

「世界救きゆう済さい宣せん言げんのエルフリーデちゃん？」

「そお！　あの子、三日前から魚雷通つう学がくしてるの」

　おいおい、誰だれか止めろよッ！

　魚雷の側面がカパッと開いて、制せい服ふく姿すがたのエルフが鞄かばんを持って出てきて、何事もなかったかのように校門へと歩いていく。

　フェリーは五分後に岸に着いて、僕は軍ぐん艦かん学園の敷しき地ちに入る。

　玄げん関かんで靴くつ箱ばこを開けながら呟つぶやく。

「漁ぎよ船せんとかに当たったら大変じゃないか。まったく……」

「何ですか、いまの呟きは」

　ふり返ると、ヤツがいる。

　キッ──と、メガネの下できつく睨にらみすえる目。真まん中なか分けの長い黒くろ髪かみ。

　日下部くさかべ舞まい──鉄てつ壁ぺきの風ふう紀き委員長。輪りん郭かくはシャープだし、美人っぽくはあるんだよ。看かん守しゆみたいな態度で接して来なければ。

「吉よし岡おかくん、校こう則そく違い反はんでもしてそうですね。今度やったら罰ばつ当とう番ばんって言いましたよね？」

「誤ご解かいだ……僕は何も……」

「いいですか、風紀の乱れは精神の乱れ、延ひいては社会の乱れとなります。つまり戦争が起こる原因は、風紀の乱れです」

　さも偉えらそうに胸を張っている。張るとブラウスぱんぱん。挟まれて包まれたくなるような、豊かな胸だ。

　日下部が鼻をくんくんする。

「──邪じや悪あくな臭においがしますよ？」

　エロい妄もう想そうバレたかもッ!?

　殺さつ気きを感じて周囲を見回す。廊下の角かどや壁かべ柱ばしらに隠かくれて、こっちを見ている生徒たちがいる。こいつらは日下部の手て下した。目をつけられたら大変だ……。

「誤解だって！　ちゃんと風紀は守っているし」

「…………ふぅん」

　日下部は目を細め、僕の表情を窺うかがっている。さっさと別れよう。

「エルフさんと、昨日きのう何かあったのですか？」

「ん──？　日下部って、エルフと友達だった？」

「……何もないなら、それでいいです」

　日下部は逃げるみたいに質問を引っこめた。
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「今日きようの授業はおまえらにとって重要なことなので、心して聞くようにな」

　二時間目の『現げん代だい社会』で丸まる顔がおの室むろ井い先生はそう切り出した。黒こく板ばんに書いた文字は『江え戸ど海かいの歴史』だ。

「まずはいくつか質問する。相川あいかわ、立て」

「うわー、先生。アイウエオ順やめてくださいって」

　小さい笑いが起こる中、相あい川かわが立つ。

「シー・クレーターとは？」

「直ちよつ径けいぴったり二二二・二キロメートルの、丸い海？」

「その現げん象しようの発はつ生せいの仕組みは？」

「……判わかりません」

　先生は相川を座らせて、「誰だれか判るヤツは？」とやり出した。

「師し匠しようが判ります！」

　だァ！　エルフの野や郎ろう、僕を指ゆび差さして何言ってやがる！

　こいつ、ホント馴なれ馴れしいよな。まあ、僕もちょっとだけ悪いんだけどさ。

　実はエルフって名づけたのは僕なんだ。

『愛あい称しようが欲しいです！』

　と、エルフが言い出した日があってさ。当たり障さわりのない可か愛わいいのを、みんな言っていたわけ。そしたら姫ひめはご立りつ腹ぷくでさ。

『もっとこう、一度聞きいたら忘れられないヤツがいいです！』

　困り果ててる感じだったので、僕は助け船のつもりで言ったんだ。エルフ、ってね。

　それからさ。こいつが付きまとい始めたのは。『尊そん敬けいします！　師匠！』とか何の脈みやく絡らくもなく僕の弟で子しになりやがって……。

　こうやって何かにつけて、僕に絡からもうとするのが軽くイラッとくる。

「じゃあ、せっかくだから答えるか？　吉よし岡おか」

「はい……じゃあ、せっかくなんで答えます。覚えてろよ、エルフ」

「ひゃっ!?」

　エルフのリアクションが大げさで、教室に軽く笑い声が響ひびく。

「次元と次元の間にあり、境きよう界かいの役割を果たすのが間かん次じ元げん。空間断だん層そうなどがその一部です。これが正常に機き能のうしなくなったので、シー・クレーター発生地ち域いきは銚ちよう子し沖おきに移動しました」

「お、模も範はん解答だな。座れ。まあ、当時のことは言わなくても判ると思うが、一応言いっておくぞ。この現象によって移動した地域には東京都も含まれていた。首しゆ都と機き能のうはマヒして、全ぜん交通網もうが止まり、電力供きよう給きゆうが止まり、護ご岸がんに適さない土地が海に面してしまって、一時はパニック状態だったが、強きよう制せい遷せん都と法ほう案あん成立を経て新しん首都計画が急ピッチで進み、ようやく復ふつ旧きゆうしている。橘たちばな、事件後ごの改かい革かくを経て誕生した新しん日に本ほん政府の首都は？」

「円えん城じよう都とです」

「正解だ。銚子からグレートブリッジを通って行けば、巨きよ壁へきの護岸に囲まれた円城都に入ることができる。さて、背景となる歴史のおさらいは終わった。ここからが本ほん番ばんだ」

　先生は黒こく板ばんを叩たたいて、ディスプレイモードにする。

「これから見て貰もらうのは、いまから二年前……海かい境きよう二年八月一日の映えい像ぞう記録になる。全ぜん世界が注目する中、江え戸ど川がわ区くの海岸で行われた、歴史的な演えん説ぜつ──世界救きゆう済さい宣せん言げんだ」

　先生がスタートボタンをタッチすると、数秒してから黒板に動どう画がが映る。

　記者席せきには、世界中の報ほう道どう機き関かんが集まっている。雛ひな壇だんに現れたのはスーツ姿すがたの大おお柄がらなドイツ人。強こわ面もてのイケメン。後にうちの理り事じ長ちようになる、メーア・シュロス財ざい団だんの総そう責任者しや、ブルクハルト・エプシュタインだ。

　彼の背後は江え戸ど海かい。海面には海かい上じよう自じ衛えい隊たいのイージス艦かんが浮いている。

『集まった皆さん、さっそくですが──人類はあと四年で滅ほろびます』

　いきなり会場が騒そう然ぜんとなる。そりゃそうだろう。インパクトありすぎ。

　この演説を初めて観みたときに思ったのは、アルマの言っていた〝世界の終わり〟ってのがこれなんじゃないか、ってこと。いや、間違いなくこれなんだろうけどさ……。

　矛む盾じゆんがある。アルマが世界の終わりを口にしたのは、この演説の前だ。メーア・シュロス財団しか知らないこの事実を、アルマが知っていたとは考えにくい。

　ブルクハルトは記者席から巻き起こった、嵐あらしのような質問を黙だまらせて続ける。

『二年前、世界で同時多た発はつ的に発生したシー・クレーター事件ですが、我が財団の研究機き関かんは事じ前ぜんに予よ見けんし、各国の政府機関に働きかけを行ってきました。残念なことに事件が発生してから、ようやく各国政府も耳を貸してくれるようになった、という次し第だいでありまして……』

　総そう理り大だい臣じんがカメラに映る。汚きたない巻き毛。やたら目の離れた顔に、露ろ骨こつな不ふ機き嫌げんの色が浮かんでいる。

『財団がシー・クレーター発はつ生せい原因として考えているのは、次じ元げん壊かいという現げん象しようです。二次元、三次元、そして四次元というように、次元があるわけですが、その境きよう界かいにも領りよう域いきが存在することが判わかりました。これが間かん次じ元げんです』

　ブルクハルトは掌てのひらを差し出すようなポーズを取る。掌の上に、何かが出現する。

　虹にじ色いろに光る、岩のような物質だ。記者席から感かん嘆たんの声が上がる。

『これは皆さんお馴な染じみの、空間断だん層そうです。これは間次元に存在する、エネルギー。そして天てん地ち創そう造ぞうの鍵かぎでもあるのです。どういうことか、判りやすくお見せしましょう』

　ブルクハルトの掌の上にある空間断層が、一いつ瞬しゆん閃せん光こうを放ち、中ちゆう世せいの長ちよう剣けんに変わって手に収まる。フラッシュが焚たかれ、どよめきが起こる。ブルクハルトは剣を放り投げる。閃光がまた起こって、落ちてきたとき、それは拳けん銃じゆうになっている。

『このように空間断層からあらゆる物質を創つくり出せます。これによって世界中の資し源げん問題は一気に片づき、世界は変わるでしょう。しかし──』

　ブルクハルトは拳銃を握り潰つぶす。土つち塊くれとなって、地面に落ちる。

『文ぶん明めいが大いなる飛ひ躍やくを迎えようというこのとき、この間次元を管理する《存在》が狂い始めているのです。この名な無なき《存在》は、我々の居る三次元を管理するコンピューターのようなものですが、我々の住むこの世界を憎にくみ、敵となったのです。軍ぐん勢ぜいを作り出して三次じ元げんを崩ほう壊かいさせるためのプロセスを実行し始めています。これこそが次元壊かいです。次元壊の兆きざしとなるのが、今回のシー・クレーター事件でした。この悲劇は始まりにすぎません。《存在》は天てん地ち創そう造ぞうの力を使って三次元の崩壊を進めていきます。では、どうすれば次元壊を止められるのか？敵の使う力には、同じ力でしか対たい抗こうできません』

　ブルクハルトの隣となりにある大型パネルが、線で描かれたＣＧを表ひよう示じする。

　爬は虫ちゆう類るいや甲こう殻かく生物のフォルムを持ってはいるけど、それは船の形をしている。砲ほう塔とうらしき器き官かんも備えている。現代の艦かん船せんをエイリアン風ふうにアレンジした感じ。

『これは我々の研究によって観かん測そくされた敵てき軍ぐんの姿すがたです。財ざい団だん内ないではゲシュペンストと仮か称しようしていました。日に本ほん語ごで言うと幽ゆう霊れいでしょうか。その姿から幽ゆう艦かんと言いなぞらえた方が良いかもしれませんね。この幽艦は人類が保ほ有ゆうする従来の兵へい器きでは傷つきません。ですが幽艦を撃げき滅めつし、次元壊の発はつ生せい源げんとなる《存在》を倒すしか、人類存そん続ぞくの道はありません。それを達成するには、相手と同じ天地創造の力を使って艦隊を結けつ成せいするしかない、という結けつ論ろんに辿たどり着きました。そして財団が長い歳さい月げつをかけて開発したのが《柩きゆう艦かん》システムです』

　ブルクハルトは一人の少女を呼ぶ。

　この瞬しゆん間かん、クラスメイトのほとんどが、教室にいる一人の少女を見た──。

　映えい像ぞうに映っている少女は……エルフだ。ただ、このときのエルフは瞳ひとみから生せい気きが抜けているし、表情の変化もない。

　教室にいるエルフは、どこか哀かなしそうに動どう画がを見つめている。

　動画に目を戻す。

『この少女の名は、エルフリーデ。彼女が柩艦です』

　ブルクハルトが肩を叩たたくと、エルフは海に入っていく。波なみ打うつ海面を立って歩くその姿すがたにどよめきが起こり──。

　さらなるどよめきが、記者たちから巻き起こることになる。

　エルフの姿が閃せん光こうに包まれたかと思った次の瞬間。

　海に巨きよ大だいな艦が出現した。

　高層ビルを横よこ倒だおしにしたようなサイズ。双そう胴どう型がたという二つの艦をくっつけたような形だ。現代の艦かん艇ていじゃない。シュラフトでは未来艦かんと分ぶん類るいされていた最強クラスの艦だ。

『こうして柩艦になれる者を、財団内ではフュルギアと呼こ称しようしておりました。フュルギアになる条件は一八才さい以下であること、そして女性であること。オンラインゲーム《シュラフト》とまったく同じ仕し様ようです。そうです。我々は秘ひ密みつ裏りに各かつ国こく政府と折せつ衝しようし、ＡＱａネットの急速な整備を促うながし、シュラフトを多くのユーザーに届けました。海を統すべるフュルギアの適てき性せい者しやを探し出し、柩艦を用いた戦いの技術を高度に洗せん練れんするためです。……とまあ、口で言ったとしても、そこまでやる価か値ちがあるのか、と疑っておいでの方もおられるでしょう。まずは柩艦の実力をお見せいたします』

　ブルクハルトが手を振る。まずは自じ衛えい隊たいのイージス艦かんが艦かん砲ぽう射しや撃げきして、空間断だん層そうを撃うつ。派は手でな爆ばく発はつが起こったけど、壊こわれない。

　次にエルフが撃つと、空間断層が一いち撃げきで砕くだけて消しよう滅めつする。

『ご覧らんいただいた通り、柩きゆう艦かんは我々の敵に損そん害がいを与える力を持つ唯ゆい一いつの存在です。柩艦とそのコマンダー育いく成せいのため、財ざい団だんは各地のシー・クレーター跡あと地ちに海かい軍ぐん学園を建てます。学がく費ひは無料、それどころか成せい績せきに応じて報ほう酬しゆうも支払いましょう。シュラフトでの成績優ゆう秀しゆう者しやは推すい薦せん入学もさせていただきます。世界中から最高の人じん材ざいを集め、頂ちよう点てんに立つ強きよう者しやのみで艦かん隊たいを作りたいと考えているのです。世界の少年少女たちにお願いします、どうか戦って下さい。この世界を終わらせないためにも──』

　先生は、動どう画がを止めた。

「……さて。このあと、ブルクハルト理り事じ長ちようの提てい案あんした世界救きゆう済さい計画は、主要国首しゆ脳のう会議を経て承しよう認にんされ滅めつ葬そう戦せんと命めい名めいされた。名な無なき《存在》を倒しにいく艦隊を決めるための、滅葬選せん抜ばつ戦が来週から開始される。この戦いに参加する者は、世界を救うという高こう尚しような使し命めいを帯びていることを決して忘れないで欲しい」

　僕は先生の話をあくびしながら聞く。

　滅葬選抜戦にのめり込んでいるヤツの大半は、『絶対命めい令れい権けん』という報酬が目当てだ。

　勝利者は、敗はい者しやに対して逆らえない命令を与えられる。どんな命令でも、だ。こんな非ひ道どうが国家ぐるみで許されるなんてありえない。だけど、それが現実。

　ここまでやる必要なんてない──世せ論ろんも反対の声が多かった。なのに各国政府は強きよう硬こうにこの法案を押し通した。

　クラス委員長が手を上げて発言する。

「先生、何で絶対命令権の話をしないんですか？」

　室むろ井い先生の顔が緊きん張ちように強ばる。この話題は荒れることを、教師側がわも意い識しきしているんだろう。

「……それはだな」

　クラスメイトたちが次々に発言する。

「あんなの、本ほん当とうに必要あるんですか!?」

「悪あく用ようされたら誰だれが責任取とるのよ？」

　室井先生は「判わかったから」と騒さわがしくなった教室を静めようとしている。

　絶対命令権けん法ほうは、確かに悪法だ。でも、滅葬選抜戦の参加者の中には、これでやる気になったヤツも多い。使命、カネ、それでも動かない連れん中ちゆうに、支配欲よくというエサを与える。

　財団のやり口は用意周しゆう到とうだよな。国を巻き込んで動くから非ひ難なんのしようがないし。

　騒ぎが収まってから、室井先生は別の話題に切り替えた。

「……みんなも知っているとは思うが、この動どう画がに藤ふじ原わらが映っている」

　先生がそう言った瞬しゆん間かん、クラスがしんとする。僕も思わずエルフを見てしまった。

　エルフはにこにこ笑っている。

「財ざい団だんのテストフュルギアとして、柩きゆう艦かん開発に参加していた藤ふじ原わらだが、いまはもうテストの必要がなくなり、この学園に入学してきている。そういう意味じゃ、おまえらの先せん輩ぱいだな。藤原も滅めつ葬そう戦せんに詳くわしいだろうし、色々教えてやってくれ」

「……エルフは滅葬戦が苦にが手てですので、ムリです！」

　さっきの険けん悪あくなムードから一いつ転てん。教室は、笑い声に包まれた。いやいや、おまえら冗じよう談だんだと思っているだろう？　いまのエルフの発言マジだぞ。あいつ葬そう技ぎすらも判わからないんだから。

　溜ため息いきしながらエルフを見る。こいつがテストフュルギアねぇ……。財団、正しよう気きかぁ？
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　三時間目めの授業中ちゆうに、ノートの切れ端はしが回って来た。隣となりの席のヤツに誰だれからか確かく認にんすると、エルフを指ゆび差さした。

　えへへ笑いのエルフが、僕に手を振っていやがる。

　角すみっこ席でゴミ箱が近いので、丸めてシュートしてやった。

「────えぇぇぇぇっ！　そりゃあんまりですよ、師し匠しよう！」




　授業中なのに、立ち上がって絶ぜつ叫きようしやがった。

「藤原、うるさいぞー？」

「たはは。すいません先生」

　和なごやかに許されている。ホント、エルフの好かれっぷりは半はん端ぱないなぁ。みんながエルフに甘くするから、増ぞう長ちようするんだって。

　二分後、もう一回切れ端を回してきたよ。大声出されたら困るし、今回は読もう。

『放課後ご、屋上で告こく白はくします！　おめでとう、この幸せ者！　ＦＯＲＭふろむエルフ』

　ダブルピースして、えへっと舌したを出した〝エルフイラスト〟も描いてある。何気に耳も尖とがっているのがイラッとくる。

　ガマンできなかった。丸めて棄すてた。

「────えぇぇぇぇっ！　またですかッ!?　師匠ォォオオオ！」

　先生もエルフの様よう子すを見ていたらしく、めっちゃ笑っている。クラス中が大だい爆ばく笑しようだ。

「ははは……思いっきりフラレたな。さあ授業に集中しろ、藤原」

「ふぁあい……」

　エルフは、ふんにゃりした顔で涙ぐむ。周りに励まされたり、撫なでられたり、大だい人にん気きだ。

　ったく、あいつは人生が楽しそうでいいな。
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　ＨＲ終わってさあ放課後ご。

　起き立りつ、気をつけ、さよ──のところで、エルフが猛もうダッシュしてきた。

「エルフ、当番ありますけど、終わるまで帰らないで下さいよッ？」

「屋上で待ち合わせよう」

「帰ったりしませんよねッ!?」

「もちろん。安心して」

　エルフは半はん信しん半はん疑ぎな目をしながら僕から離れ、ゴミ箱を運び始める。安心していいよ。もちろん帰るから。

　居なくなってから、こっそり下げ校こうする。

「あいつアホだから、こういうときは助かるよなぁ……」

　僕の呟つぶやきを聞いていたのか、くすっという笑い声が聞こえた。ふり向く。

　男──？　女──？

　笑い声の主ぬしは、制せい服ふくは男だけど、見た目は完全に女だ。肌はだの色からして日に本ほん人じんではなさそうだ。奇き妙みようなのは髪かみがくすんだ灰はい色いろってことと、その髪型がたが〝天てん使しを思わせる〟ツインテールってこと。たぶん僕の拙つたない言葉じゃ一ミリも伝わってないかもだけど、髪型の中に天使の輪わとかあるし、ホントに天使っぽいんだよ……。

　耳には、十じゆう字じ架かのピアスをつけている。

「……いや、失しつ敬けい。最も悪あく魔まに近い君が、実に人間らしかったもので」

「は？　何を言っているんだよ。てか、誰だれ？」

「僕の名はミカエル。でも、詮せん索さくしている場合ではないと思うよ。かつて飼い慣ならされた獣けものは悪魔を懲こらしめるべく鞭むちを振るった──」

「よく判わからないことを……言い回しが聖せい書しよっぽいね」

「いいや。聖書の続き、さ」

「……はァ？」

「君たちの絆きずなは、結ばれる間もなく解かれる。見出みいだすことだ。二人を結ぶ、輝きの因いん果がを」

「何、言ってるの……？」

　電でん子し音おんが鳴った。妹以い外がいからメールか。珍めずらしい……、

　スマホを確かく認にんした。

「…………え？」

　見たこともないメールアドレスだ。迷めい惑わくメールブロッカーは入れてあるのに。

　しかも、題名は『妹は手の内にある。無ぶ事じで済むかはおまえ次し第だい』──だ。

　僕のアドレスをどうやって調べたんだろう。不ぶ気き味みすぎる。昔、一回だけこんなことがあったけど、そいつとは縁えんを切ったし。

　ただ……こいつは詰めが甘い。

　残念だけど、妹が無ぶ事じなのは判わかっているんだよ。数秒おきに妹からのメール受信音おんが鳴りまくっている。今日きようは二〇〇通超ごえのペースかな。お兄にいちゃん泣きそう……。

　メールの中なか身みを見る。

〔化か学がく実験室しつに入れ〕

　僕は溜ため息いきして『邪じや眼がん』って書いてあるアプリを起き動どうする。

「あんまり使いたくないんだけどな」

　法律違い反はんのアプリだしさ。でも、この状況じゃ仕方ないよな。

　邪眼の『メール発信源逆ぎやく探たん知ち』というコマンドを実行、さっきのメールを選択する。邪眼がクラッキングを行ってメール送信者の現在位い置ちが判った。

　おいおい……校内から、かよ。このイタズラ生徒を捕つかまえようかと思ったけど、校舎が違う。渡り廊下で繫つながっていない場所だから、かなり歩くことになっちゃう。

　とりあえず従ってみるか。いったん相手のしていることを全部確たしかめないと、問い詰める材料も足りないし。──おっと！　ミカエルにこれ見られたらマズい……、

　……あれ？　居ない？　まあ、いっか。指し示じに従おう。歩いていって化学実験室に入る。

　黒こく板ばんに矢や印じるしが書いてある。チョーク置きのところに何かがある。

　不ふ透とう明めいなビニールパックだ。破いてみると、手紙が入っていた。

〔エルフリーデと組むな。もし組んだら、妹が無事で済まないと思え〕

　インクが、みるみる薄くなっていく。

「空気で消えるインクか」

　エルフにコマンダーをつけさせたくない──ただそれだけのことで、こんな手の込んだ脅おどしをするかな？　まあ、正体はあとで探るとして、あっちを処理しないと。

　僕は掃そう除じ用具のロッカーに歩み寄り、開ける。

「ひゃ──ッ」

　中でハンディカムを構えた日下部くさかべが青い顔をしている。日下部がミスをしてくれて助かったよ。教室に入るとき、ピッという録画開始ＲＥＣ音が鳴ったんだ。音おと消けしの設定をし忘れたんだろう。バッテリー上がったときとかに設定消えて、よく鳴るよね。

「わたしは犯人じゃないです！　昼休みに不ふ穏おんな臭においを嗅かぎ、校舎裏うらで不ふ良りようグループが集まっているのを発見してですね、『吉よし岡おかを脅せば一万円ずつ貰もらえる』って話を聞いたのですよ」

「日下部が無実だってのは知っているよ。犯人は第二術じゆつ科かのクラスに在ざい籍せきしている」

「は？」

「その動どう画が、使わないで」

「手紙で脅おどされましたよね？　風ふう紀き委員長として犯人を処しよ罰ばつします」

「表おもて沙ざ汰たにはしないでくれ。生活を乱されたくない」

「思いっきり犯人に乱されているじゃないですか。だいたい、こんな脅しを受けて平へい気きなんですか？」

「原因はおまえらだよ」

「え……」

「朝に訊たずねたじゃないか、エルフのこと。あのときピンときた。おまえら、組んでいるな？」

「……それとどういう関係が？」

「エルフにコマンダーがつくのを望まない連れん中ちゆうがいる、ってことさ」

　僕は歩きながら脅しメールの送信者しやに返信する。そして邪じや眼がんアプリを起き動どう。現在位い置ちを特定して、顔を見てやろうと思ったのだけど……。

　日下部が鼻をくんくんする。

「何ですか、そのアプリ。不ふ正せいの臭においがしますよ？」

「嗅きゆう覚かくで判わかるわけねーだろ!?」

　当たっているけどさッ！

「校則違い反はんのアプリですかっ？」

「ちちちがッ、僕じゃない。昔の知り合いが作って……」

　言葉の続きが言えなくなった。邪眼アプリが強きよう制せい終了になった。スマホのメニュー画面に戻ったけど、邪眼アイコンが削さく除じよされて『うどんこねてろ』っていうゲームアプリに書き換えられている。

　こっちが逆にクラッキングされたのか……？

「吉よし岡おかくん、どうしました？」

　いや、と答えて──せっかくだからうどんこねてみたけど、意い外がいと面白い。

　日下部が、いぶかしむような半はん目めを向けてくる。

「あら？　犯はん罪ざいの臭いが消えましたよ……」

　こねそこねてゲームオーバー。ちょっと冷静さを取り戻して、状況を考える。

　詰めが甘かったから油ゆ断だんしていたけど、この敵、かなり手て強ごわいぞ。

「行こう、日下部」

「どこへですか？」

「屋上だよ。エルフも含めてちゃんと話をしようじゃないか。でないと、対たい処しよのしようがないからさ」




　　　　▽△




「よくぞ、参まいられたですね！　師し匠しよう！」

　屋上に着いた途と端たん、これだよ。

　エルフが腕うで組ぐみして立っている。告こく白はくにはとても見えない。

「さあ、エルフが繰り出す、愛の艦かん砲ぽう射しや撃げきをくらうがいいですッ！」

「断る」

「はぐァアア！」

　ザシュゥッ──と、エルフが大げさに膝ひざをつく。

「撃げき沈ちんされた……ですかッ、一発も撃うっていないのにィ！」

　付きあえん。

「じゃあ、さっそく始めよう」

「始める？　あれ？　日下部くさかべ……？　なぜ師匠と一いつ緒しよです？」

「こっちのセリフですよ。吉よし岡おかくんにコマンダーの申し込みをしたそうですね。悪あく人にんの臭においがするからダメ、って言ったじゃないですか！」

「嗅きゆう覚かく以外で判はん断だんしろよ……」

　溜ため息いきして、話題を変える。

「エルフと日下部は、滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんのチームメイトってことかな？」

「はい」

「何で、そうしたの？」

「利り害がいの一いつ致ちです。わたしの家は三しや味み線せんの教室なんですが、いまお弟で子しさんが不足して潰つぶれかけです。全ぜん世界が注目する選抜戦に勝ち抜けば宣せん伝でんができるかと……」

「……で、強いエルフと組みたかったわけね。で、エルフの方は何で日下部と？」

「それがね、師匠！　日下部はなんと、零ゼロ戦せんのパイロットの子し孫そんなんです！」

「はァ？」

　日下部は溜め息してから説明する。

「わたしの祖そ先せんに、第二次世界大たい戦せんで零戦に乗っていた人がいるんですよ。あんまり頼み込むので、その人の遺い品ひんをエルフさんに見せてあげたんです。そしたら、エルフさんの方から組もうと言い出しまして」

「……意味が判わからない」

「エルフさんは戦せん記きモノとかのマニアなんですよ」

「戦記で一ひと括くくりにするのやめて下さいよ！　エルフが好きなのは第二次世界大戦と、それに準ずる架か空くう戦記です！　そして大戦の英えい雄ゆうの中で一番好すきなのが五十六いそろくたんです！」

「おまえさ……趣しゆ味みとかそんな下らない基準でチームメイトを選ぶなよ。知っているとは思うけど、演えん習しゆうとは違って、負けたら絶対命めい令れい権けんを相手に握られるんだぞ？」

「絶対命令権ってよく話題になりますけど、何ですか？」

　エルフがきょとんとしている。

「冗じよう談だんだろ……？　知らないのか……？　常じよう識しきだぞ……？」

「えへへ」

「笑ってごまかすなよ。いいか、よく聞け。滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんに勝利した者は、その敗はい者しやに対して絶対に逆らえない命令を、一つ下せる」

「何でもですか？」

「何でもだ」

「死ねとかはダメですよね？」

「…………アリだよ」

　エルフの顔から笑えみが消える。

「命令によって罪は生じない。ただ道どう義ぎ的てきには許されないし、裁さい判ばんとかも起こるだろうね。でも、命令そのものは絶対命令遂すい行こう委員会のメンバーによって遂行される。覚かく悟ごがあれば、できないことはないってこと」

「……………………」

「ちょっと話は変わるけど、エルフは財ざい団だんにいたのに、どうしてそのへんのことをまるで知らないの？　しかも強いのに一般コースだし」

「知ってます」

「は？」

「知っているのですが、出てこないと言いますか。記き憶おくの引き出しがぐちゃぐちゃに混ざり合っていまして……」

「言っていることが判わからないんだけど」

「一般コースなのは、エルフがそうしたいと言ったからです。そうしなければ戦わないと言いました」

「戦う？　滅葬選抜戦のことか？　誰だれに言った？」

「…………」

　だんまりか。

「まあいい、話を戻そう。おまえらには勝ち目はない」

「へ？　エルフさん強いですよね？」

「術じゆつ科かの生徒は、授業の中で訓くん練れんを受け、戦せん術じゆつを学んでいる。僕たち一般コースのクラスは、通つう常じよう授業と船せん舶ぱく学がつ科かのみ。どれだけの差になるか、想そう像ぞうつくだろう？」

　エルフが顔をそむける。

「……つきますけど」

「エルフは未み来らい艦かんだ。未来装そうと呼ばれる特とく殊しゆな兵へい装そうを安く使えるし、艦の装そう甲こうも他の艦と歴れき然ぜんと差がある。強い。間違いなく最強の一いつ角かくになるね。でも、それは育ち切ればの話だよ」

　日下部くさかべが明らかに落らく胆たんした顔をする。

「序じよ盤ばんは弱い、ってことですか」

「序盤から強くはあるけど、序盤なら倒す手はいくらでもあるってこと。シュラフト用語で〝対たい抗こう改かい修しゆう〟っていうんだけど、相手に合わせて艦の兵装を変えて、巧うまく立ち回る。つまり、滅めつ葬そう戦せんやその戦せん術じゆつを一通り学んでいる術じゆつ科かの生徒が有利になるってわけ」

　二人とも押し黙だまってしまった。ようやく自分たちの考えの浅さに気づいたんだろう。

「もう赤あか紙がみは届いている？」

「赤紙？」

　エルフが首を傾かしげる。日下部が答えてくれた。

「選せん抜ばつ召しよう集しゆう令れい状じようのことですよ。来ました。戦せん闘とうは九日後ごです」

「相手はどんな艦？」

「リーダーは一年の野の尻じり茜あかね子こさんってありますね。最強の電でん子し指し揮き艦かんとして首位争あらそい候こう補ほに目もくされているそうです。その他は軽けい空くう母ぼ、コルベットの子たちが三人です」

「リーダーは第だい何なん術科コース？」

「第二術科……だったと思いますけど」

「…………」

「吉よし岡おかくん？　どうしました？」

　マズいなぁ。第二術科コースでは高度な情報戦せんを目的とした科か目もくを学ぶ。そこの電子指揮艦の子とか、ガチすぎる。

　しかも、一年で首位争いを目される成せい績せきなんてエリートの中のエリートじゃないか。

　全力で阻そ止ししないと、こいつら叩たたき潰つぶされる。

「だいたいの事情は把は握あくした。身み勝がつ手てだけど僕の話をさせて貰もらうよ。僕には戦いに参加するメリットが一切ない。おまえらも絶対命めい令れい権けんなんてくらいたくないだろ？　僕ができるアドバイスはたった一つ。戦うな、ってことだけさ」

「でも、師し匠しよう！」

「どうしても戦いたいなら一年のあの子にすればいい。学年トップだよ。忘れているのかもしれないけど、僕は葬そう技ぎを使えない体たい質しつだし。僕をコマンダーにするメリットなんてない」

「構いませんッ！　葬技が一つもなくても、エルフは師匠に……、」

「おまえが言っていた心こころ残のこり、ってヤツか？」

　エルフは頷うなずく。

「一年の子じゃ果たせない心残りを、僕だと果たせる？」

「はい……」

「どうして？」

「……………………」

「またそうやって黙だまって通すんだね。なら、いい──話は終わり。最後に一ひと言こと。柩きゆう章しようを持っていたら強きよう制せい参加になるよ。選せん抜ばつ戦せんが始まる前に、放ほう棄き申しん請せいしておいた方がいい。そもそも戦いなんて、するものじゃない……」

　二年前までの僕は、シュラフトに情じよう熱ねつのすべてを注そそいできた。

　子供の背伸びだった。アルマに褒ほめて貰もらおうと、ひたすら背伸びをし続けた。

　いま思えば、それは恋れん愛あい感情だったのだろう。でも──……、




　アルマは、死んでしまったのだ──……。




「シュラフトでの戦いは、僕にとってトラウマでしかない。心の底から思ったよ。争ったって割に合わないし、勝ち続けたところで……」

　アルマは、僕とワゴンが作り上げた勝しよう機きを、拒きよ否ひした。

　勝っても、誰だれも喜ばない。戦いなんか無む意味だ。




「…………──────エルフは、戦いますッ！」




　エルフが、顔を上げる。涙ぐんでいる。

「ある人に言われました。青せい春しゆんを楽しんで、って。その人はずっと寝たきりで、まともに立つことすらできなくて……人生の最初から酷ひどい運うん命めいでした。エルフはその人を思って泣きました。たくさん、たくさん……でも、その人は哀かなしむエルフの頭を撫なでて、微ほほ笑えみながら〝この世界は素す晴ばらしい〟って言ったんです」

　心が震えた。

　アルマも、そう言った────この世界は、素晴らしいと。

「エルフは託たくされたんです。もっと笑って、と。わたしの分まで自分の意い志しを貫つらぬいてくれと、あの人は、死に際ぎわにそう言ったんです──」

　壊こわれそうな声で、それでも最後まで言う。







「……託されたからッ──……エルフは青春のすべてを懸かけて、笑って、戦いますッ!!」







　デジャヴを感じた。

　その次の瞬しゆん間かん──過去の記き憶おくがフラッシュバックする。

『……わたしは、戦いたいんだよ、少年』

　呼び起こされたのは、物もの憂うげに語るアルマの顔。

　出で逢あったあの日のアルマだ。

『いまを精せい一いつ杯ぱい生きて、楽しんで、笑って、これが青せい春しゆんだ！　……と強く思えることをしたい。哀かなしみだらけのこの世界を、素す晴ばらしい世界だ……って言いたい』

　アルマの言葉が、エルフの言葉と、矛む盾じゆんなく共きよう鳴めいしていく。

　アルマの顔と、エルフの顔が──重なっていく。

　顔も、性格も違う二人なのに。言葉選えらびだって違うのに。

　なのに、まったく同じことを言っているように聞こえてしまう。




　────託たくされた────、

　そのたった一ひと言ことが、僕の魂たましいを打ち震わせる。




　乾いた砂が水を吸うように、虚うつろな器うつわに中なか身みが収まるように、僕の心に火が灯ともる。

　いまは記憶の彼方かなたにある、アルマの横顔が────脳のう裏りをかすめる。




　スナイパーアルマ──。

　なあ、アルマ。

　おまえが去った二年間、僕は死んだみたいに暮らしてきた。

　思えば、おまえは最高の相あい棒ぼうだった。

　目を閉じれば脳裏を過よぎっていく、数々の戦い。おまえたちと乗り越えてきた、日々。




『この素晴らしい世界が終わろうとしている。どうかその手で救ってくれ』

『コールド・スネイク──貴き様さまに託す』




　僕もまた、託された者の一人なのだ。




「………………師し匠しよう……？」

　選せん抜ばつ戦せんに参加しないと、決めていたはずだ。シュラフトに情じよう熱ねつを注そそいだコールド・スネイクには戻れない。そう思っていたはずだ。

　なのに────バカげた決けつ断だんが、僕の胸に宿る。

　理り路ろ整せい然ぜんなんかじゃ、まったくない。

　でも……、

　胸に宿ったこの炎ほのおは、もう、消せない────。

「あっ、あああ！　ごめんなさいです。エルフよく判わからないこと言いましたね。えっと、ちゃんと説明すると……」

「もういい」

「はい？」

　僕はエルフに歩み寄る。

　たじろぐエルフの手首を左手で摑つかみ、逃がさない。

「…………師し匠しよう……」

　でも、いいのか……？　よく考えろ。僕はシュラフトをやめたんだぞ？

　アルマを失ったあの日、僕の情じよう熱ねつは尽きた。二度とログインができないぐらいに。

　一いつ時ときの感情じゃないのか？　気の迷いじゃないのか……？

　再び、アルマの言葉が頭を過よぎる──。

『人生は短い。そうやって踏み込めない時間を過ごすより、傷ついても相手の心に踏み込んでいく。わたしならそうする』

　心の迷いが、晴れた。アルマの言う通りだ。僕らに残された時間は長くて二年。確かに僕は傷ついた。だけど、傷ついても歩み続ける。あいつなら──きっと、そうするから。

　決けつ断だんの言葉を口にする。

「僕こと吉よし岡おか峰ほう介すけは、世界を守る滅めつ葬そう戦の使し命めいを理解し、世界を救う勇ゆう者しやとしての自覚を保持し──、」

　これは、コマンダー宣せん誓せい。

　この言葉を全部唱となえてしまえば、引き返すことはできない。

　滅葬選せん抜ばつ戦せんに参加し、勝ち残らなくてはいけなくなる。

「規き律りつを守り、心しん身しんを鍛きたえ、たとえ死の淵ふちにあっても、我が身滅めつするとも、自じ艦かん《エルフリーデ》と共に戦い抜くことを──、」

　 引き返せなくなる、その一ひと言ことを、僕は口にする。




「…………────誓ちかいます──」




　エルフの柩きゆう章しように右手を置く。僕の手の甲こうに同じ形の紋もん章しようが刻まれる。これで僕は、エルフのコマンダーだ。
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「師匠ぉ──……」

　エルフが、僕の胸に飛び込んでくる。

　さあ、これから忙いそがしくなる……、




「────絶対に許さない」

　投げかけられた憎にく々にくしげな言葉にふり向く。

　知らない少女が歩み寄ってくる。

　口こう角かくは下がり気ぎ味みなのに、目め尻じりは上がり気味で、不ふ機き嫌げんが貼はりついたような顔つき。真まっ赤かな髪かみをツインテールにしている。

　髪を留めるゴムから延びるモノを見て、呟つぶやく。

「アンテナ……？」

「そうよ。あたし〝電でん波ぱ系けい〟だから」

　ゾッ──、と鳥とり肌はだが立つ。一人知しっている。これを決まり文もん句くにしてるヤツを。

　あまりにも、よく知っている。

「ワゴン──」

　風が吹き抜けていく。ツインテールと一いつ緒しよにアンテナが揺れる。

　微ほほ笑えみが、少女の口くち元もとに宿る。

「ええ。元ビートルワゴン。元あんたの相あい棒ぼう。名前は野の尻じり茜あかね子こよ」

「エルフたちの対たい戦せん相手がワゴンなのかッ!?」

　茜子は、エルフを突き飛ばす。

「……おい！　何をッ、」

　答える代わりに茜あかね子こから差し出されたのは──……、




　唇くちびる。




　瞬またたき一つしたその間。それだけの短い時間で僕に接せつ近きんし、唇を…………重ねたのだ。

　漂ただよってくる女の子の香りが、僕に逃のがれようのない現実を突きつけてくる。

　動こうとしても動けない。指ゆび一本──すら。

　茜子が唇を離した瞬しゆん間かん、また動けるようになって、軽く突き飛ばす。

「………………おまえ…………何で、こんなことを……」

「権けん利りならあるわよ。あんたのファーストキスを奪うばう権利も、間違ったパートナーを叩たたき潰つぶす権利もある。逆に言えば、あたししか許されない。他の連れん中ちゆうとは、絆きずなの密みつ度どが違うのよ」

　ゾクッと、鳥とり肌はだが湧わく。

　シュラフトで僕の柩きゆう艦かんだった少女は、悪あく魔まじみた冷れい笑しようを浮かべる。

「あんたを地じ獄ごくに叩き堕おとして────魂たましいごといただくわ」
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「野の尻じり茜あかね子こ──第二術じゆつ科かコース一年一組です。血液型がたＡＢ。香か川がわ県けんから来た転てん校こう生せいですね。趣しゆ味みは、プログラミング。入学テストで一般科か目もくは全部満まん点てんだったらしいです。実じつ技ぎなどを含めた総そう合ごう成せい績せきは学年二位ですけど。それから滅めつ葬そう偏へん差さ値ちというものが八〇だそうです」

　激げき動どうの昨日きのうから一いち夜や明あけて、放課後ご。

　日下部くさかべに《中の人》のプロフィールを教えて貰もらっても、どこか現実味みがない。僕にとっては〝ビートルワゴン〟の方がよっぽど現実味があるのかも。

「吉よし岡おかくん、滅葬偏差値って何ですか？」

　そっか。一般コースのヤツらは知らないんだっけ。僕は軍ぐん艦かん高校から推すい薦せん入学案内が来たから知っているけど……。

「術科コースの入学で重要になる、内ない申しん点てんみたいなものだよ。コマンダーやフュルギアの総合的な戦せん闘とう力りよくを示す指し針しんで、茜子のいまの段階ではシュラフトをやっていたときの戦せん績せきが反はん映えいされているだけ。選せん抜ばつ戦せんに参加するとまた変わってくる」

「これが高いっていうことは、どういうことです？」

「シュラフトでいいところまで行った、ってことだよ。あと修正しておいて。趣味の項こう目もくをクラッキングに」

「クラッキング？　何ですそれ？」

「他人の電でん子し機き器きに侵しん入にゆうして、情報を盗ぬすむこと。中なか身みを不ふ正せいに書き換えることもできる。機き材ざいさえあればペンタゴンのデータベースにもアクセスできると豪ごう語ごしていたよ」

　あの不正アプリ《邪じや眼がん》を作ったのも茜子だ。

　顔をしかめてタブレットに目を戻した日下部が、メガネの下で目を剝むく。

「あれっ、え？　あれ？　さっきまで見ていたデータが消えていますよ!?」

「こねられたか……」

「ちょっと吉岡くんッ、タブレットのアイコンが全部『うどんこねてろ』ってゲームになっていますよッ!?」

「こねてりゃいいじゃん」

「女の子が助けを求めているのにスルーするのは、校こう則そく違い反はんですよッ！」

　屋上のベンチで話している。フェンスにカモメがいっぱい留まって、鳴いている。

「……あ。意い外がいと面白いですね」

　日下部がこねこねしている。うどんこねらーにされたか。あれ二時間くらいは余よ裕ゆうで遊べる。

　本ほん物もののワゴンは、ずいぶんと積極的というか。昔は生なま意い気きそうでも、けっきょく最後は僕に従っていたけど……。

　あいつの唇くちびるの感かん触しよくが、まだ残っている。

　ファーストキス、だったんだよな……。

　またドキドキしてきた。




　──バゴッ。




「いだッ！」

　エルフが後ろから教科書しよで、ぶっ叩たたいてきやがった！

　唇をふるふるさせながら、僕を睨にらみつけてやがる。

「いてえよ！」

「……師し匠しようの浮うわ気き者もの」

「浮気も何も、おまえと付き合ってないし」

「野の尻じりって英えい訳やくするとワイルド・ヒップですよ！　どこの露ろ出しゆつ魔まですか！」

「全国の野尻さんに謝れ」

　ウキィィイイ──と叫んで僕に飛びつこうとしたエルフを、日下部くさかべが羽は交がい締じめで止める。

「ケンカは校こう則そく違い反はんですよ」

「放して下さいッ！　師匠、キスしたんですから！」

　ぴく、と日下部のこめかみが引きつる。

「おい……日下部？」

「そういえば昨日きのうはびっくりしてしまいましたが、あれは不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうですね」

　日下部が黒い腕わん章しようを装そう備びする。腕章にはＭＭＭという文字が、金きん色いろで書かれている。

「してない！　されたんだ！」

「同じです。不純異性交遊は校則違反ですッ！　裏うら学級会かいにかけますッ！」

「やめてええええ──っ」

　日下部がバッと腕を振ると、黒い三角のマスクを被かぶった風ふう紀き結けつ社しやＭＭＭのメンバーたちが現れ、僕を縛しばり上げる。

「ひええええ！」

　ＭＭＭとは──乱れずＭ、乱さずＭ、見逃さずＭの略りやくだ。軍ぐん艦かん学園で悪あく事じが行われれば、ＭＭＭがやってきて、裏学級会に連れん行こうされる。学級会とは名ばかりで、結果は全部有ゆう罪ざいとなり、刑けいが執しつ行こうされる。

　居い合あわせた他の生徒が、怖こわ々ごわと噂うわさしている。

「げげ。ＭＭＭだ」

「三組の田た中なかみたいに、『ハイ』しか言えない人肉ロボットにされちゃうぞ」

「日下部、僕が悪かった！　勘かん弁べんしてくれ！」

「風ふう紀きは人じん命めいより大だい事じです」

「選せん抜ばつ戦せんに勝てなくなるぞ！」

　日下部くさかべは固まった。

「……まっ、まあ。今回は執しつ行こう猶ゆう予よですかね」

　指をパチンと鳴らし、メンバーに僕を解放させる。助かったか……。

「エルフは納なつ得とくしていません！」

「……はァ？」

「師し匠しようのファーストキスは、あの告こく白はくの日にエルフが奪うばう予定だったのに、こうなってしまっては怒りが収まりません！」

「待て待て……」

「五十六いそろくたんは言いました。『やってみせねば人は動かない』と！　つまりキスにはキスをやってみせろと言うことです。そう、ファーストキスの上うわ書がきです！」

　僕を、オーバーアクションで指さしてきて──、

「師匠、現げん時じ刻こくをもってエルフとのデートを強きよう要ようしますッ！」

「……はァ？」

　日下部が腕をズバッと振って叫ぶ。

「不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうは死し刑けいですよ！」

「……はァ？」

　こいつら、何なに言ってるんだ……？

　エルフが、ポケットに手を入れる。日下部が、ファイティングポーズを取る。

「邪じや魔まするなら、たとえ日下部でも……」

「風紀を乱すなら、こっちも許しませんよ──？」

「おい……おまえら」

　緊きん迫ぱく感かんに満ちた静せい寂じやく──。

「捕とらえよッ！　鋼こう鉄てつの下げ僕ぼく──ッ、風紀親しん衛えい隊たい！」

　新たに駆かけつけてきた親衛隊たちが、エルフを取り押さえようとしている。

　三角マスクだけでなく、シャツの上に西せい洋よう甲かつ冑ちゆうをつけ、西洋の剣を構えている。

「えっ？　えええ？　何で甲冑!?　しかも風紀守まもる以前に、こいつら銃じゆう刀とう法ほう違い反はんだしッ！」

「風紀の前には、法律など些さ細さいな問題ですッ！」

　エルフは素早くスマホを取り出し、通話して命じる。

「小こ町まち、エルフ私的プライベート任務オペレーシヨン部隊フオース《ＥＬＰＯＦエルポーフ》を送って下さい！」

「はぁ？」

　エルフはそのあとベンチを「うりゃああ──っ」と持ち上げて、投げるのかと思ったら、途と中ちゆうでハァハァして「ムリでしたッ！」って諦あきらめている。

「意味ねえじゃねえかよぉ」

「こうなったら、最後の切きり札ふだです！」

「出すの早っ！」

　エルフはポケットから、紙の束たばを抜いて撒まく。一枚が僕の近くまで飛んで来た。

　日下部くさかべが水着のお尻しりのとこに指を入れて、きゅって直している写真だ。

「隠かくし撮どり日下部セクシー・ショットをくらいやがれです！」

「んなもん、効くかァ──ッ！」

　親しん衛えい隊たいたちが一いつ斉せいに止まる。落ちている写真を見てから、互いに視線を交わし合い──、

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく…………。

「総そう員いん、女め神がみの御おす姿がたを確かく保ほセヨッ！」

「「「イエッサーッ！」」」

　メンバー全員が写真を拾い始めた。

「効いたァア──ッ!?」

　真まっ赤かな顔で、日下部が怒ど鳴なる。

「イヤァァァ、隠し撮りは校こう則そく違い反はんですよォ──ッ！」

　次の瞬しゆん間かん、トンデモないことが起こった。爆ばく音おんと共に、海から何か飛んできて、屋上のフェンスを突き破ったのだ。その形は、紛まぎれもなく──、

「ひええええええええ──っ、ぎょ、ぎょぎょぎょらいッ!?」

　巨きよ大だいな魚ぎよ雷らいの弾だん頭とうがパカッと開いて、人ひと影かげが現れる。黒ずくめボディアーマーの兵へい隊たいたちだ。肩に『エルフ☆ＬＯＶＥ』って書いてある。親衛隊をショットガンで撃うって、次々と吹き飛ばしている。

　腰が抜けた！　抜けるんだな、腰って！

　撃たれても血が出てないところをみると、ゴム弾だんか？　にしたって日本で実じつ銃じゆうって！

「クッ──、銃じゅう弾だん程てい度どで負けるなんて、それでも誇ほこり高き親衛隊なの!?」

　ムチャ言うなよ、銃弾だぞ。って思っていたら、その兵隊に捕つかまった。

「あああッ、摑つかまないで！」

　僕は拘こう束そく具ぐで身み動うごきできなくされ、組み立て式のグライダーに固定されて──、

　屋上から、蹴けり落とされた！

「うぎゃああああ助けてェエエ──ッ」

　悲ひ鳴めい虚むなしく、海に着ちやく水すい──そのまま海中に突っ込んで…………、
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　目が覚めた場所は、海じゃなかった。

「……ここ、どこだ？」

　壁は金きん属ぞく。窓はない。正面にハッチはあるけど、開いてない。天てん井じようのダクトから、ゴー……と耳鳴りみたいな音が鳴っている。どうも艦かん船せんの内部のようだ。

　制せい服ふくはびしょ濡ぬれ。スマホが死んでいる。帰き宅たく時じの妹のリアクションが、本ほん気きで怖こわい……。

〔あと五分で終わりますので、その減げん圧あつ室しつから出て下さいませ〕

　上のスピーカーから声がした。舌した足たらずな女の子の声だ。

「減圧……？」

〔百メートル以上潜せん水すい致しましたので、潜水病予よ防ぼうを〕

「…………え。いま何気なく容よう赦しやない現実を語らなかった？」

〔左さ様ようでございますね〕

「そんなムチャをして、僕がどうにかなるとは思わなかったの？」

〔あるいは〕

「あるいは、じゃねえッ！」

〔ご安心下さいませ。ここ《オケアノス》には、超ちよう世界水すい準じゆんの医い療りよう設せつ備びがございますので〕

「オケアノス？　この船の名か？」

〔そうでございますね〕

　スピーカーの音がブツ、と言ったきり途と切ぎれる。しばらくして風が止まり、ハッチが空くう圧あつ音おんを発して自動開かい放ほう。出てみる。広ひろ間まのような場所だ。床が崩くずれて瓦が礫れきになっているし、その割れ目には水が溜たまっている。磯いその匂においがするので海水かも。

　明かりはところどころ途切れて、スポットライトみたいになっている。

　広間の奥は、壁だ。

　スク水みずに、エプロンとヘッドドレスをつけたツインテールの幼よう女じよが立っている。

　ぺこりと礼をする。

「おかえりなさいませ、ご主人様さま」

「ここはメイド喫きつ茶さには見えないけど……？」

「世界初はつ、スク水メイドの小こ町まちと申します。押し倒すぐらいに萌もえて下さいまし」

「おまえがスク水でいる理由を四よん文も字じで説明しろ！」

「趣しゆ味みです」

「しやがったッッッ！」

「師し匠しようぉおおお♪」

　広間の奥から、エルフが走ってくる。アクアブルーのパレオ・ビキニで抱きついてくるのをひらりと躱かわし、背中を蹴けって水たまりに落とす。

「何で水着？」

　エルフが水から上がりながら答える。

「一部の区く画かくが水すい没ぼつしているのでッ！」

「ちょ……待て。頭痛いたくなってきた……」

　小こ町まちが小こ首くびを傾かしげる。

「潜せん水すい病びようでございましょうか？」

「違うッ！　ここ、どこだ！」

「エルフの家ですよ」

「ハァ？」

「潜水要塞オケアノスでございます」

「ハァッ？」

　スク水みずメイドはリモコンらしきモノを操そう作さし、広ひろ間まの壁にあるシャッターを開ける。

「………………へ…………？」

　シャッターの向こうには、窓がある。

　窓の向こうにあるのは……海。照明に誘われた小こ魚ざかなたちが、窓に群がってくる。

　水中。というより、海中かな……？

「江え戸ど海かいの中、なのか？」

「ご名めい答とうでございます」

　小町はリモコンを操そう作さ。窓に動どう画がを映す。潜水要塞の３Ｄモデルだ。小こ判ばんのような形をしてて、中央上じよう部ぶに艦かん橋きようがある。艦橋が、軍ぐん艦かん学園と同じ形だ。つまり、軍艦学園の真ま下したにこんなトンデモない施し設せつがあるってことか。

　要塞の底てい部ぶに何本もの支し柱ちゆうがある。天てん使しの浮き彫ぼりがあるそれは、一〇〇メートルくらいしかなく、海底には届かないだろう。構こう造ぞうが不ふ可か解かいすぎる。

「おまえら、何者だ？」

「さあ……」

「さあ、って……」

「わたくしもお嬢じよう様さまも、ブルクハルト閣かつ下かの所しよ有ゆう物ぶつにすぎませんので」

「ブルクハルト？　うちの学校の理り事じ長ちようだよな？」

　小町は答えず、歩いて僕を案内し始める。

「さ。こちらへ」

　五分くらいしたろうか。

「ここでございます」

　広間の端はし。壁の前にある、床の崩くずれた水たまりで小町が立ち止まった。

「行き止まりに見えるが？」

「水中をくぐって、向こう側に行っていただければ先がございますので」

「……ので、じゃない。屋おく内ない移動が水すい泳えいとか、ふざけた家だ」

「抜けたら演えん習しゆう空間がございます」

「演習空間？」

「例えば、どこで演習や艦かんの改かい修しゆうを行いますでしょうか？」

「江え戸ど海かいの、そのへんの海かい域いきで適当に行うことだろ？」

「当然、他の参加者には……」

「丸まる見みえ」

「それが今回、皆様をここにお招きした趣しゆ旨しでございます」

　エルフが小こ町まちにくってかかる。

「えええ──っ？　エルフと師し匠しようのデートを応おう援えんしてくれないんですか!?」

「演習空間とは、滅めつ葬そう戦せんのバトルフィールドに匹ひつ敵てきするような広いスペースでございます」

　お嬢じよう様さまの発言をガン無む視しって、メイドのすることかよ。

「ここを使うことで、お嬢様の改かい修しゆうした姿すがたや、演習風ふう景けいを他の選せん抜ばつ参加者しやに見られることがなくなります。そちらとしても、メリットがおありでは？」

「……誰だれかに、そうしろって言われたのか？」

　小町は答えない。ちびっこのくせに食えないヤツだな。

「まあいいや。使わせてもらうよ」

「すでに日下部くさかべ様もお呼びいたしておりますので」

「師匠！」

「デートはなし！　日下部とも仲良くしろ！　でないと、コマンダーをやめる。いいな？」

「ぷぅ……」

　ほっぺ膨ふくらませたってダメだ。

　僕は水たまりに飛び込む。上着を浮き袋ぶくろにして、泳ぐ。虚きよ弱じやく体たい質しつの僕に体育をさせるとは許しがたい。

　潜せん水すいして水中にある壁の割れ目をくぐり、浮ふ上じようする。

「こっちですよ！　師匠！」

　追い抜いて先に行ったエルフが、手を振っている。

　ヘトヘトになりながら建物に入る。ドアを開け、コケそうになって地面を見てびっくりした。

　海に、立っている。

　アメンボみたいに立って浮いている。

　コマンダーになったから、かな……？　柩きゆう章しようが転てん写しやされたし、同じようなことができるようになったとか？

　周囲は見渡す限りの水平線せん。エメラルドブルーの海だ。そして空間断だん層そう。そこにカモメが乗って、群れている。果てが見えない。要よう塞さいの内部だったはずなのに広すぎる。

　後ろを見ると、さっきのドアが見える。ドアの向こうの景色けしきは、さっきの景色。

「ここが演えん習しゆう空間？」




〔師し匠しよう──っ♪〕




　ザッパアアアアアン、と壮そう大だいな波が巻き起こった！

「うわあああ、揺れるッ、沈む！」

　波に揺さぶられる。高く上がった波が、雨みたいになって降りそそいでくる。

　波の原因は、視し界かいを覆おおい尽くすようなデカブツ。

　エルフだ……。

　動どう画がでは見ていたけど、間ま近ぢかで見ると城じよう壁へきのようだ。長さは三〇〇メートルは優に超えている。二つの艦かん体たいを並べて上をくっつけた形なので、幅も九〇メートル以上はある。原げん子し力りよく空くう母ぼ……超える大きさかも。

〔ごっめーんです！　てへっ〕

「笑ってごまかすなッ」

　とりあえず艦エルフに乗ってみるか。って、どうやって乗るんだ？　シュラフトではフュルギアの方からコマンダーに転てん送そうを出せるけど。

「エルフ、転送して」

〔……？　転送、ですかね？　小こ町まちを呼びます？〕

「は？　小町関係ないでしょ。フュルギアからコマンダー転送できるじゃん？」

〔できるんですか？〕

　……うーん。エルフが無む知ちなのか、シュラフトと仕し様ようが違うのか。判わからん。物理的な移動手しゆ段だん、いわゆる自分の手足でやってみるしかないかな。

　エルフに近ちか寄より、艦かん首しゆの下した部分を登ろうとしたら──、

〔あんっ……〕

「妙みような声をだすな」

〔だってソナーは、感じやすい場所なんですよ！〕

「やりにくいッ！」

　錨いかりを出して貰もらってデカい鎖くさりを伝ってデッキに上がる。壮そう観かんだね。周り中が水平線せん。空も青いし、海も南なん国ごくみたいに青い。これで空間断だん層そうが無ければ絶ぜつ景けいだ。

「さっさと改かい修しゆうを始めていただけないでしょうか」

「うわっ──、」

　真ま後うしろに小町が立っているッ？

「さっき別れたじゃん！　追いつけるはずないじゃん！　おまえがここにいる理由を四よん文も字じで説明しろ！」

「根こん性じようです」

「しやがったッッッ！」

「演えん習しゆう時間は限られておりますので、取りかかってくださいませ」

「判わかったよ……」

　小こ町まちはそれだけ言うと去っていく。フックとワイヤーを使って甲かん板ぱんから降りている。

「エルフ、始めるよ。まずは兵へい装そうオープンして」

〔こうですか？〕

　デッキのハッチが開く。

「うぉッ──、」

　僕の足あし元もとまで開いて、落ちそうになりながら何とか踏み留とどまる。

　迫せり出てきたのは巨きよ大だい砲ほう塔とう。二〇メートル以上の砲ほう身しんを三本並べた、いわゆる三さん連れん砲ほう架かってヤツ。リベット留めという旧きゆう式しきの工こう法ほうで作られていて、フォルムも古い。まるで第二次世界大たい戦せん期きの砲塔……って、この形、どっかで見たことあるぞッ!?

　えっと──あれだッ！　戦せん艦かん大和やまとの主しゆ砲ほう！

　……が、八基き。

　八基ッ!?

〔ねっ、師し匠しよう！　カッコイイですよねっ？〕

「………………………………」

〔……あれ？　師匠……？〕

「バカか、てめえはァァアア──ッ!!　こんな扱いづらい巨きよ砲ほうを八基も並べて、どうやって勝つつもりだ！」

〔でっかくて頑がん丈じような艦に、強力な砲をいっぱい並べれば勝つ──って。戦せん術じゆつ指し南なん書しよに』

「大たい艦かん巨砲主しゆ義ぎが現代戦せんで通用するかッ！」

〔噓うそォ!?〕

　いま、こいつ、素すで驚いた……？

　そこから、なのか……？　そこから説明しなくちゃいけないのか……？

　ムカムカしながら入り口のハッチを開けて入る。

「戦せん闘とう指し揮き所しよはどこだ？」

〔そこ直ちよく進しんして、階段下おりて下さい。三階下した……あれ？　二階？〕

　ナビが性能悪わるくて一五分後ごにようやく着いた。開いたハッチの向こうから、エルフの生なま声ごえが聞こえてくる。

「エルフの艦ナ内カにようこそです！　師匠っ！」

　幻げん体たいのエルフが、そこに立っている。

　未来的なフォルムを有したその衣い装しようは、エルフを凛り々りしく引き立たせている。

　錨いかりをモチーフにした戦せん闘とう服ふくだ。ポーズもビシッとしている。

「ふふっ……どうですかァ？　カッコいい、って言っていいですよ？　さあどうぞ」

「…………何か違う」

「ええええ!?」

「おまえが、有ゆう能のうそうに見えちゃうし」

「有能ですよッ！」

「はいはい」

「その半はん笑わらいやめて下さい！」

　戦せん闘とう指し揮き所しよに入る。高い台だい座ざになった場所がある。そこに僕が座るコマンダーシートと、エルフの幻げん体たいが座るフュルギアシートがある。台座の下にはオペレーターシートがたくさんあって、作業員いんであるオートマトンたちが座っている。

「ぴにゅう」

「何だ、このマトン！」

　エルフのマトンは、完全に猫ねこのぬいぐるみだ。なのに猫語ごですらないものを発する。しかも遊びざかりの子供みたいに駆かけ回っている。何て不安をかきたてるクルーどもだ。エルフらしすぎて、軽くイラッとする。

　前方には楕だ円えんがかった巨きよ大だいなメインスクリーンがあり、全員が観みられる構こう造ぞうになっている。

　コマンダーシートに着く。座席の周りに立体映像ホログラムのウインドウが出る。その中からドックメニューと書かれたウインドウを出す。ドックメニューっていうのは、艦の兵へい装そうを変へん更こうしたり、補ほ給きゆうや補ほ修しゆうなどをするコマンド。従来の艦はこれをドックって場所でしていたことから名づけられた。柩きゆう艦かんはどこでもすぐ行える。まあ戦闘中ちゆうは別だけどね。

　具体的に何をするかって言うと……例えば砲などの兵装を取りつけたり、逆に外したりする改修って作業。他にも燃ねん料りようを入れたり、修しゆう理りしたりできる。ただし、やりたい放ほう題だいできるわけじゃない。何をするにも水すい貨かっていう通つう貨かが必要になる。

　兵装を買うショップに入る。

　残り水貨二〇四、と表ひよう示じされた。弾たま代だいにもならない額だ。

　自分の口くち元もとが、ピクリとひきつるのを感じたよ。

「おい、エルフ。この明日あしたの燃料にも困る残ざん金きんは、何だ？」

「………………」

　そーっ、と後ずさっている。逃げる気か。

　睨にらんでやったら、涙なみだ目めでガクガク震え始めたぞ。

「ごごごごめんなさい師し匠しよう」

「始し終じゆうこんな調子なんですよ。二に次じ装そうしたがるし」

　その声は、エルフの背後から聞こえた。

　日下部くさかべだ。めっちゃ露ろ出しゆつの多い、真まっ赤かなビキニを着ている。

　一いつ瞬しゆん、ガン見した。胸を。

「……すご」

　日下部が、ビキニに迫るほど真っ赤になる。

「この格かつ好こうは仕方ないでしょうッ？　潜せん水すいしなきゃ向こうに行けない、って」

「酷ひどいですよ、日下部！　そんな、ぶるんぶるんしたおっぱいをひけらかすなんて！」

「セクハラ発言は、校こう則そく違い反はんですよ!!」

　エルフはダッシュして日下部の後ろに回り込んだかと思うと、豊ほう満まんな胸をむにょっと揉もみ潰つぶしやがった！

「こんな嫌いや味みなおっぱいは、こうしてやりますよ！」

「ひゃわあああ、どこ触さわって！　校則い……はあああぁ──ん！」

「よがりまくって師し匠しように痴ち女じよ認にん定ていされやがれですよ。そうすればエルフにもチャンスが……」

「痴女はおまえだ！」

　蹴けりくらわせてやったら「ぎょえぷッ」と妙みような悲ひ鳴めいを上げ、エルフはうずくまる。

「し、ししょぉぉ……女の子の価か値ちは胸のサイズとかじゃなくてですね……」

「で、話を戻すけど、二に次じ装そうって何？」

「あーんッ、聞いて下さいってばあ」

「第二次世界大たい戦せんの兵へい装そうです。改かい修しゆうの兵へい器きリストの検けん索さくに『二次』って入れると出てきます。性能はゴミです」

　そいつなら知っているけど、いまはそれを表す言葉があるのか。ちなみにアルマの電でん磁じ砲ほうも二次装の改かい造ぞう品ひんになる。

「ゴミかどうかは使ってみないと判わからないじゃないですか！　五十六いそろくたんはこう言いました。『バクチをしないような男はろくなものじゃない』──エルフは試されたのです！　買って散るか、買わずに悔くいるか。勇ゆう気きを持って買いました！」

　うは……瞳ひとみが熱ねつ血けつしている。砲ほう撃げきで勝てると信じて疑わない目だ。本ほん気きのバカだ。

「とりあえず、日下部も艦を出して」

「で、でも、ここで出したら吉よし岡おかくんに見られちゃうじゃないですか？」

「はァ？」

　日下部の顔が赤い。

「艦になるとき、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、裸はだかになって見えちゃうじゃないですかぁ……？」

「見ないから、さっさと出して！」

「覗のぞいたら校則違反ですからねッ？」

　目をそらす。ウインドウを操そう作さして、艦かん外がいに設置されたカメラ映えい像ぞうを出す。

「──《艦装クライド》──」

　日下部くさかべの呟つぶやきのあと、カメラ映えい像ぞうに閃せん光こうが映り、それが収まると海面に奇き妙みようなものが浮いているのが見えた。




「…………航こう空くう機き……？」




　それは海に浮かんでいる航空機──いや水上機か。

　翼つばさは真ま四し角かくでやたら短い。エンジンが翼よく下かにあり、さらにその下には浮うき舟ぶねがついている。

　全体的にはでき損ないのハンマーヘッド・シャークみたいな感じだ。

〔じろじろ見ないでください。恥はずかしい〕

　通信ウインドウが開き、日下部の声がそっちから響ひびいてくる。

　うわ。装そう甲こう赤くなった……艦情じよう表ひよう現げん？

「日下部は水上機なの？」

〔違いますよ。ウィグです〕

「ウィグ……これが？　初めて見た……」

　レアシップだ。シュラフトでも三人だけしかいないと言われていた。

　現げん実じつ世界では《カスピ海の怪かい物ぶつ》なんて呼ばれていた旧きゆうソ連の極ごく秘ひ兵へい器き。

　柩きゆう章しようを得た少女は、肉体を再さい構こう成せいして柩きゆう艦かんになることができる。これが艦装クライドだ。

　どんな艦になるかは、艦装しないと判わからない。法ほう則そく性せいとかは色々噂うわさされているけど、要するに、運だ。エルフもそうだけど、日下部も引きがいい。ウィグは圧あつ倒とう的に強い柩艦じゃない。でも面白い艦だ。誰だれも使っていないので情報が少なく、相手も対策が立てにくい。

〔だから、見ないでください……〕

　機き首しゆがモジモジしている。何この女の子らしい動き。

　あれ……？　艦に変へん身しん中ちゆうは幻げん体たいを出せるんだよな？

　本ほん体たいが柩艦になったから通信してきているのか？

　気になって後ろをふり返ると、日下部の幻体を目にすることができた。

　水着じゃなくて、戦せん闘とう服ふくになっている。

　僕は、思わず呟つぶやく。

「イヌ……？」

　エルフも、思わずといった感じに呟く。

「ネコ……？」

　堅かた物ぶつすぎる日下部の印いん象しようをぶち破るような《耳》が頭ず上じようにあるわけで。

　日下部の表情に合わせてぴこぴこっと動く、マジモンのケモノ耳だ。

　形はイヌっぽいのに、お尻しりから伸びているしっぽはネコっぽくもあり、とにかく驚きのチョイスというか……。言いにくいので言わないけどさ……、

　明らかに媚こびてるッ！

「師し匠しよう、あれケモナーですよっ！」

「ケモナーの意味が違うね。ケモノ好きの人って意味だから」

「じゃあケモナー大だい歓かん喜きです！」

「それは合ってる」

　日下部くさかべが耳まで真まっ赤かになって叫ぶ。

「ちちちっ、違いますったら、これは買うときのプレビュー映えい像ぞうの背景が黒で、黒い耳と黒いしっぽなので見えなくて……やけに高いとは思ったのですが」

[image: ]

「言いわけ用意しています！　あざといです！」

「あざといね」

「もうォォオオオッ！　無む実じつのあざとい呼ばわりは校こう則そく違い反はんですよッ!?」




　　　　▽△




　一時間後ご──。

　いざ改かい修しゆうを始めようとしたら、エルフがコマンダーシートに立ちはだかった。

「いかに師匠でも、ここは譲ゆずれませんッ！」

「どけ、ゴミシップ！」

「ゴミっ!?」

　エルフが涙なみだ目めになったけど、これぐらい言わないと判わからないだろう。

「いいか、よく聞け。この艦かんでは絶対に勝てない」

「勝てますってば！　脅きよう威いの主しゆ砲ほうが一いつ斉せいに火を噴ふけば……」

「残りの弾たま数かずが六発になっているけど？」

　エルフが凍る。

「あの……砲ほう弾だん……買えば…………」

「砲弾の価か格かくが六二〇に対して残ざん高だかが二〇四水すい貨かだけど、どう買うつもりなのさ？」

「えぁぁ……」

「対たい空くう機き銃じゆうの弾も要いるよね。燃ねん料りようも要るし。さあ、どうするの？」

「…………えとぉ……」

「主砲を売り払うのが一番の解決法ほうだね」

「やめて師匠ッ、ウチの子には罪はありましぇえええん！」

「再さい発はつ射しやに三〇秒以上もかかる砲なんか要らないよ！」

「せめて残してくださいッ！　五基きでいいから！」

「一基売ばい却きやくするごとに三八五〇〇〇水貨も戻ってくるんだってッ！」

「減らせるものならありますから！　これですよっ」

　エルフが出したウインドウはカメラ映えい像ぞうだ。巨きよ大だいな施し設せつが映っている。

　広い室内を埋め尽くすように黒い箱が並んでいる。箱や天てん井じようや床に毛もう細さい血けつ管かんみたいにチューブが張り巡らされ、等とう間かん隔かくでタンクが立っている。

「これは？」

「わっかんないです」

　カメラを操そう作さするアイコンを押して、施設をズームする。壁にＰｌｕｔｏプルートーという文字を発見。

「プルートー？」

　ギリシャ神しん話わの冥めい神しんだったかな。ウインドウの検けん索さくボックスに打ちこんでみる。軍ぐん事じ用ようスーパーコンピューター《プルートー》だそうだ。

「……スパコン搭とう載さいの艦だったわけか」

　マップで位置を確かく認にんすると、柩ひつ区ぎく画かくにくいこんでいる。異い例れいのことだ。

　柩きゆう艦かんの内部には、柩区画がある。これが何かと言うと────判らない。

　僕だけじゃなくて、シュラフトをやっていた人たちも、滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんに参加している人たちも判っていないと思う。

　艦かん内ないにある、謎なぞの区画。

　艦内地ち図ずで見ると、柩の形をしている。だから柩区画。

　もちろん柩きゆう艦かんのネーミングに、この柩ひつ区ぎく画かくが関わっていることは誰だれにでも想そう像ぞうはつく。

　柩を載のせている艦だから、柩艦なのだろう。

　でも、これがなぜ柩なのか、なぜ艦に柩があるのか、という疑問にメーア・シュロス財ざい団だんが公こう式しき見けん解かいを出したことはない。

　幻げん体たいで現げん場ばに行っても、セキュリティロックがかかって進めないし、撃げき沈ちんすると柩区画はバラバラにならずに、発はつ光こうして消えてしまう。

　色々と謎なぞがあるんだよ、このシステム。

　プルートーが柩区画にくいこんでいる、というのは珍めずらしい。柩にはカメラすら近づけないというのが常じよう識しき。特別な艦なのかも……？

「ね、要いらないでしょ？　師し匠しよう」

「維い持じに必要なパーツかもしれないのに、売るのか？」

「………………」

「主しゆ砲ほうスクラップ決定！」

「いやああああっ、三基き！　師匠！　師匠、師匠師匠、師匠師匠師匠！」

「すがりつくなッ！　判わかった、三基だぞッ！　さっさと離れろ！」

　思わず妥だ協きようしてしまった。

　三基でも残すとなると、戦せん術じゆつに組み込んで考えざるを得ない。第二次世界大たい戦せんの大たい砲ほうなんて、完全にネタだぞ。




　　　　▽△




「──のわッ！」

　僕は転がって、丸い壁にぶつかりまくっている。魚ぎよ雷らいの中だ。オケアノスからの帰り道は魚雷しかないというので乗ったら、この惨さん劇げき。岸に乗り上げたのだろう。やがて止まり、カバーが自動で開く。星空が見える。もう完全に夜中になってしまった。エルフの部ぶ隊たいに落とされたときには、まだ明るかったのに。魚雷の内側にある無む線せん機きから小こ町まちの声が聞こえる。

〔到とう着ちやく致しました〕

「魚雷通つう学がくは危ないって……」

〔あるいは〕

「あるいは、じゃねえッ！」

〔こちらで魚雷を回かい収しゆう致しますので、そのまま帰き宅たくして構いません〕

　魚雷から出る。いつものフェリー発はつ着ちやく場じようだ。

　小町がスマホを修しゆう理りしてくれたので、歩きながら一応確かく認にん。

　妹からの着ちやく信しん履り歴れきが一八四件。新しん着ちやくメールに至っては三三七件……一件ずつ返せ、って言っていたけど、返し切れないよなぁ。

『死なないでお兄にいギゃん！　犯人はこれみたらお兄ギゃん解放して！　でないと死！　一いち族ぞくミナゴロシ％死死呪死死血殺死死死屍死ズギギャ！』

　最後の五〇通くらいから、言げん語ご中ちゆう枢すうがぶっ壊こわれてきている。

　そっと、玄げん関かんのドアを開け……、




「ヅゥリギャアアア──ッ！　お兄ギャん！」




　包ほう丁ちよう二に刀とう流りゆうした、貞さだ子こヘアの妹が駆かけ寄ってきて──ッ！

　腰が抜けた！　何回でも抜けるんだな、腰って！

　刺ささりそうになった包丁をギリギリ回かい避ひ、妹が胸に飛び込んで、泣きじゃくるのなんの。

　そこから、母かあさんがやってきて説せつ教きよう開始。

「闇やみ子こちゃんが、呪のろいの生いけ贄にえにするために農のう家かから買ったニワトリ代は、お兄ちゃんのお小こ遣づかいから引きますからね！」

　つか、食しよく卓たくにたくさん並んでる唐から揚あげは、生け贄のトリだよねッ!? 食べていいのッ!?




　　　　▽△




　何か疲れた……色々と。睡すい眠みん不足もあるけど、僕の周りって濃いヤツばっかりで疲れる。

　四時間目めの授業がようやく終わった。昼休みだけが、僕の癒いやし──、

　ガンッと音がしたので何かと思ったら、エルフが僕の机に机くっつけてきた！

「何のマネだ」

「今日きようから仲良しグループです、師し匠しよう！」

「僕はアクティブに孤こ独どくを求める人間なんだよ！」

「またまたァ！　ホントは嬉うれしいくせに！」

「脳のうスキャンして貰もらいなよ。虫みたいのが湧わいているはず」

「恋の虫ですね？　判わかります♪」

　日下部くさかべまで机を寄せてくる。

「まあ仕方ないです。茜あかね子こさんが仕掛けてくる恐れがあります」

「そっちは何とかするから、離れて」

　クラスメイトの注目浴あびまくりだ。

「おいおい、どうなってる？」

「吉よし岡おかが、リア充じゆうしてやがんぞ……」

　ドゴォンッと尋じん常じようじゃない音を立てて、エルフが机に何かを置いたので教室がしんとなる。

　──重じゆう箱ばこ？　しかも金属装そう甲こうの？　そして蓋ふたからハミ出た、カラフルで触しよく手しゆ的かつニョロッと動くアレは何だ!?

「じゃーんっ♪　師し匠しようの分もお弁べん当とう作ってきました！」

「ごめん、持じ病びようの仮け病びようで早そう退たいするから、あとよろしく！」

　逃げようとしたら、エルフに腰こし切きりタックルで止められた！

「一生懸けん命めい作りましたよ!?　食べて貰もらえなきゃ泣いちゃいますよ!?」

「材料を言ってみろよ！」

「魚ぎよ雷らいでトロール網あみしたのを適当に刻んで」

「毒どくがあるかすら、調べてないじゃん！」

「毒は食べ鍛きたえるのが一番、って小こ町まちが言ってましたけど？」

「小町ィィイイ──ッ！」

「お呼びでしょうか」

　聞き覚えのある声が、後ろから聞こえる。クラスメイトが、ざわざわ騒さわいでいる。

　そら騒ぐだろう。スク水みずメイドの幼よう女じよが、教室にいるんだから。

「……何でいる？」

「お嬢じよう様さまがわさびを忘れましたので」

「他に忘れていることあるでしょッ！　どう見てもアレはタコ界かい最さい猛もう毒どくで知られるヒョウモンダコさんだよ！」

「おお勇ゆう者しやよ。テトロドトキシンぐらいで死んでしまうとは情なさけない」

「フグと同じ毒だッ！　充分死ぬ！」

「…………はい、じゃあ毒のないヤツ選びました！　師匠あーん」

　ツッコミに集中していたので、エルフの接近に気づかなかった。気づいたときには、エルフが大型のトングで摘つまんでいるそいつが、僕の鼻はな先さきに迫っている。

　ウナギをずんぐりした感じの、やたら目つきの鋭い魚。僕に向かってシャァァアアア──ッと鋭い牙きばを剝むく。

「てめえそれ、ウツボじゃねえかあああああああああああああああ──ッ！」




　　　　▽△




　色々あったけど、ようやく放課後ご。

　ウツボに食いちぎられそうになった鼻をさする。まだ牙がかすった感かん触しよくが残っている。震えるほど怖こわかった……。

「──あの野や郎ろうッ」

　三列向むこうの席にいるエルフを睨にらむ。エルフはビクッとして、ぺこぺこする。

　鞄かばんを手にエルフに近づき、後ろ襟えりを摑つかむ。

「もう許して下さいよ、師し匠しよう！」

「行くぞ、ウツボ女」

「いやあああ──っ、変な愛あい称しようつけないで下さいよ、師匠！」

「愛称じゃない。蔑べつ称しようだよ」

「エルフは愛情ですくすく伸びるタイプです！　五十六いそろくたんはこんな言葉を残しました。『褒ほめてやらねば、人は動かじ』とッ！」

「なら僕はこの言葉を残そう。『ポジティブ・シンキングは甘え』」

「ネガティブはイヤァアアア──ッ」

「日下部くさかべ……」

　教室の前の方にいる日下部に声をかけたけど、ＭＭＭのメンバーとの打ち合わせ中のようだ。

「ごめんなさい、吉よし岡おかくん。先に行っててくれますか？」

「了りよう解かい。おら、歩けウツボ女」

　軽くケツキックしたった。

「ひぃーん♪」

「何で嬉うれしそうだよ……」

　ご褒ほう美びになるならやめよう。

　校舎裏うらの海かい浜ひん公園にいく。護ご岸がんのところに小こ町まちが立っていて、魚ぎよ雷らいを三本用よう意いしている。

「毎まい度ど悪いね小町」

「いえ。これが小町の仕事でございますので」

　エルフを魚雷の中に突き飛ばす。僕にお尻しりを向ける形で収まる。

「待って下さい師匠！　さかさまです！」

「るせえ！」

　こいつの弁べん当とうが元げん凶きようだから、しばらく許さない。

　ハッチを蹴けり閉める。魚雷はブシュウと水を噴ふいて海に突とつ入にゆうする。僕も別の魚雷に乗り込む。魚雷下げ校こうのスタートだ。

　乗り心ごこ地ちが悪い。五分くらい経たったろうか。

　ゴーンッ──と大きい音がしてつんのめる。どうやら着いたらしい。ハッチが開く。

「おまたせしました、ご主しゆ人じん様さま」

　小町が、目の前にいる気がするなぁ。

　いや、気のせいだよな？　魚雷のハッチを閉めたのは小町なんだし。

「小町の双ふた子ごの妹？」

「いいえ小こ町まちでございますよ」

「おかしいよねッ？　軍ぐん艦かん学園にいたよねッ？」

「あるいは」

「あるいは、じゃねえッ！」

「なあ、魚ぎよ雷らいやめて……」

　って、小町が居ない。いつの間に消えたんだ。

　いつもの減げん圧あつ室しつと思ってハッチを開けたら、Ｔ字の通路になっている。作りが一いつ緒しよなだけで、違う場所なのかな？

　通路を進む。右か左か迷って、左の先にドアがあるのに気づいて、そこに向かう。おそらく出口だろう。

　ドアを開けたその瞬しゆん間かんに、後ろから声がかかった。

「言い忘れましたが、そこはお嬢じよう様さまの……」

　遅かった──。

「…………あっ……」

　見えた光こう景けいに頭が真まっ白しろになって、足を止める。

　僕も凍っているけど、目の前に立っているヤツも凍っている。

「………………あ……」

　目の前にいるのは、エルフ。床には制せい服ふくと下着が散らばっている。

　半はん脱ぬぎ、している。と、思ったけど──どうやら違う。

　半はん着きる、だ。

　スクール水着をお腹なかまで着て、肩かた紐ひもをうんしょって持ち上げる姿し勢せいのまま静せい止ししている。

　胸なんか思いっきりはだけて、僕の網もう膜まくに焼きつけられ中。あんな、形のいい、柔らかそうな、物体が、この世に、存在……。

　ぱたん。

　小町がドアを閉めてくれた。

「きゃー、ちかーん、でございますね」

　膝ひざから崩くずれ落ちたよ。

「おァッ……、何てことを」

　ドアの向こうからも、膝から崩れ落ちる音が聞こえる。いかん。これは気まずい──。

「右手をご覧らん下さいませ。こちらがラッキーえっちでございます」

「空気読よめ、そこのメイド！」

　カチャリとドアが開いて、真まっ赤かな顔のエルフが出てくる。水着は着終わっている。

「……ききききききききき」

「落ち着け」

「きき気にしてませんかかからららッ！」

「してる、してる」

　エルフが駆かけ寄ってきて、僕の両肩かたを摑つかむ。

「師し匠しよう、責任取とってくれますよねッ!?　最さい速そく結婚式しきの流れですよねッ!?」

「だから落ち着け！　話を飛ひ躍やくさせすぎだって！」

「じゃあ、せめてキスを──」

「え……？」

　エルフの瞳ひとみが潤うるむように崩くずれ、その目め元もとにじんわり涙が盛り上がる。

「茜あかね子こちゃんのキスを、上うわ書がきさせて下さい」

「……おまえ」

「────貴方あなたたち、何やってるんですか」

「「ッ！」」

　二人で素早く離れて正せい座ざする。水着姿すがたの日下部くさかべが、腕うで組ぐみしながら僕たちを見下ろしている。

「不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうじゃないでしょうねェェエエ──？」

　エルフと同時にぶるんぶるん首を振る。

「……ふーん」

　日下部は値ね踏ぶみするように僕たちを見てから、腕組みを崩した。

「今回は見み逃のがしてあげます。今度見つけたら裏うら学級会かいに連れん行こうしますからね」

　うわッ、ハイしか言えない人じん肉にくロボットにされるッ！

「とりあえず、今日きようはどうしますか？」

　僕は身を起こしながら答える。

「おまえら、このままじゃ戦いにならないから……まずはエルフ対日下部かな」

　二人とも目をぱちくり。

「はい？」

「演えん習しゆう戦せんだよ」




　　　　▽△




　演習空くう間かんに行って、二人を艦かん艇ていに変へん身しんさせ、僕はエルフに取りつき、よじ登る。

〔はは、そ、そこっ、くすぐっ……ぴゃははは！〕

「ソナーはダメだし、舷げん側そくもダメとか。どうしろって言うんだよ」

　悶もだえるように揺れて大変だったけど、何とか登り終えて指し揮き所しよへ行く。

　コマンダーシートに座る。エルフの幻げん体たいと目が合う。エルフの顔がボッと赤くなり、目をそらす。やめろって。こっちもドキドキするじゃないか……。

　日下部くさかべの幻げん体たいが、指し揮き所しよに出しゆつ現げんする。

「で、どうします？」

「最初に訊きくけど、日下部……葬そう技ぎは持っている？」

　葬技は、一人一つある。どんな葬技を持てるかは判わからない。運がいい艦かんは、使うだけで勝てるほど強い葬技を持てるし、運が悪ければゴミみたいな葬技を持たされる。

「どうやって調べますか？」

「胸、開けて」

「は？」

「戦せん闘とう服ふくにリボンつけているから柩きゆう章しようが見えないでしょ。リボンを上げて、胸を見せ……」

　強く、ビンタされた……。

「……痛いよ、日下部」

「ちょっと裏うら学級会かいに連れん行こうしますので、どうぞ気き軽がるに参加して下さい」

「違うよ！　柩章ってのが胸の谷間の上の方にあるじゃんッ？　葬技を得ると、柩章に追加のしるしが付くんだってば！」

「…………」

「その冷たい眼差まなざしやめてェ！」

「何で、エルフさんには言わないんですか！」

「エルフの柩章は見たことあるけど、葬技の紋もん章しようはなかったし」

「まあいいです。必要ならしますけど、吉よし岡おかくんはあっち向いて下さい」

「ハイハイ……」

　しばらくして、「あ」っていう声がした。

「あったの？」

「はい。どうも、それらしいのが左上に」

「《訓くん戦せん》って言いながら指でコンコンってして」

「くんせん……わっ！」

　ふり向いたら、日下部の目の前にホログラムのウインドウが出ている。

「何ですかこれ？」

　ウインドウの文字が読める距離まで近づく。

「正式名めい称しようは訓くん練れん戦せん闘とう指し南なん書しよ──だったかな？　チュートリアルみたいなもん。いまの要よう領りようで柩章を叩たたくと、自じ艦かんの操あやつり方とか出てくるから、暇ひまなとき読んで。で、日下部の葬技は──」

「《彼ひ岸がん花ばなの道みち標しるべ》ですか」

「能力は移動系けいの〝まあ使える〟級かな。条件つきで瞬しゆん間かん移動できる葬技だ」

「師し匠しよう！　エルフの葬技は!?」

「レベル上がってから出るんだよ。あとに出るほど強くなる可能性せいが高いからお得ではあるよ。僕みたいにレベル上がろうが絶対に出ないヤツもいるけどさあ……はは」

　僕は笑いながらうずくまった。生きるのが辛つらい。

「──師し匠しよう、どんまい」

「葬そう技ぎなしでのし上がった僕の苦しみが判わかるかよ」

「のし上がった？」

「師匠は名コマンダーだったらしいです」

　日下部くさかべの目が鋭くなる。

「……吉よし岡おかくん、滅めつ葬そう偏へん差さ値ちいくつですか」

　ヤバッ、怪あやしまれた……。

「一般コースだから知らない」

「この前、詳しく解説してたじゃないですか？」

　僕に向かって鼻をくんくんさせ始めた。

「クロですね」

「嗅きゆう覚かくで、噓うそが見分けられるわけないじゃん！」

「言わないならこっちで調べます」

　日下部が無む線せんで交こう信しんし始めた。って、海中要よう塞さいの中なのに、何で無線が通じるんだよ！

「いまＭＭＭの情報部ぶに調べさせましたけど、八二だそうじゃないですか！　茜あかね子こさんより高いですよね？　向こうはエリートなのに」

　あーぁ……バレちゃった。

「内ない緒しよにしてくれ。実は推すい薦せん入学の案内を断ったんだ」

「何で一般コースに入ったんです？」

「シュラフトにはイヤな思い出もあるから」

　日下部の表情から、強つよ気きが急に消える。

「もしかして、わたし傷つけちゃいました……？」

「気にしないでくれ」

　他にも理由はあるしな……。長い息をついてから、立ち上がる。

「始めよう。日下部は幻げん体たいをウィグの方に置いて。僕との通つう信しん以外、すべてのデータリンクを切る。海かい図ずにスタート地点のマーカーをつける。そこに向かって」

　日下部の幻体が消え、ウィグが動き始める。うは、ウィグ速っ！

「エルフ、こっちも移動ね」

「あ、はい」

　エルフは指し揮き所しよを出て、どこかに行ってしまった……。

　……え？　何それ？

　通信ウインドウを出して、エルフに話しかける。

「どこに行くつもりだよ？」

〔艦かん橋きように決まっていますよね〕

「なぜ艦橋に行く？」

　通つう信しん映えい像ぞうの中で、エルフはハンドルを回すようなジェスチャーをする。

〔舵かじを取りに行くに決まっているじゃないですか〕

「……戻ってこい」

〔へ？〕

「戻ってこ────オオオオォォいッ！」

　僕の剣けん幕まくに驚いて指し揮き所しよに戻ってきたエルフが、正せい座ざする。

「おまえ、幻げん体たいの手で舵かじを回してきたの？　ずっとッ？」

「はははははい」

「じゃあ、砲ほう撃げきはどうするッ？」

「えええと、砲ほう塔とうに移動して砲ほう弾だんをマトンたちとよいしょしてから、方ほう位いなんたら室に移動して望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞきながら角度を決めるヤツをくるくる回して……」

「エンジンスタートはどうするッ？」

「機き関かん部ぶに行って、スイッチを入れて、バルブのアレをくるくる回して……」

「全部ゥッ!?　全部、幻体使つかって動かしてたのッ？」

「えっと、はい……」

「──あ──────────────ほ──────ッ！」

「すっごく長いアホッ!?」

「信じられない！　その発はつ想そうでやっていて、何か疑問は湧わかなかったの？」

「…………えー、あー……めんどいなあ、とは……」

「──あ──────────────ほ──────ッ！」

「また長いアホッ!?　エルフ頑がん張ばって、巧うまくなりましたよッ!?」

「何を？」

「射しや撃げきです！」

「だからあああぁ──ッ、幻体が射撃巧くなってどうすんだよッ！　おまえはフュルギアなんだって！　そういうのはマトンにやらせるのッ！」

　日下部くさかべからの通信ウインドウが、ぴろっと出る。

〔でも、エルフさん本当に射撃上手じようずですよ。外したのを見たことないです〕

「……努力の方向を完全に間違っている」

　僕は演えん習しゆう用ようウインドウを操そう作さして、海かい域いきに空間断だん層そうとベースを自動配はい置ちする。

「よし、ベースは判わかるよね？」

　日下部が〔はい〕と言ったけど、エルフが沈ちん黙もくしている。このゴミシップめ……。

「滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんで勝利する条件は二つ。一つは相手の艦かんをすべて中ちゆう破は以上にする撃げき滅めつ勝利。もう一つがベースの制せい圧あつ勝利だ」

「師し匠しよう、制圧ってなんですか？」

　自分の顔が、ひきつったのを感じる。こらえろ。まだ怒る時間じゃない。

「自じ陣じん、敵てき陣じんにベースは三本ずつある。で、このベースの五〇メートル以内に艦を寄せると、制圧ゲージが出る。ゲージをゼロにすると制圧完かん了りよう」

「すると、何かいいことあるんです？」

　殺したくなってきた……。

「制圧すると、そのベースが自じ軍ぐんのものになり、ボーナス水すい貨かが入る。さらに制圧したベースにコンタクトして、ボットとターレットを召しよう喚かんできる。水貨を消しよう費ひしちゃうけど」

「ボットとターレットって……」

　僕の顔を見たのだろう。エルフが青ざめる。

「何でもありません。あとでぐぐります」

「ベースを合ごう計けい六本制圧する。これが制圧勝利。ホームベースの制圧は一いつ発ぱつ勝利……」

　エルフが手を上げる。

「面めん倒どうですので、そのへんは師匠にお任せします！」

　こいつ、マジで殺そうか。

「師匠、顔が怖こわいです……」

「とにかく敵を壊こわしてベースを取りまくれ」

「やっと日に本ほん語ごを話しましたね」

「さっきから日本語だッ！」

　思った以上にエルフがド素人しろうとで、キレそうだよ。財ざい団だんのテストフュルギアなら、一般人じんより詳しくてもいいはずなのに。

「遊んでおられるところを恐きよう縮しゆくですが、時間がございませんので、さっさと始めていただけますでしょうか」

　小町の声だ。肩かた越ごしにふり向く。

「いつも突とつ然ぜん現れるよね？　入り口あそこしかなくて、僕の視し界かい内ないなんだけど、どこから入ったの？」

「貴方あなたの心の隙すき間まから、そっと入り込みます」

「いいセリフだけど、完全にごまかしてるよねッ!?」

　小町が帰ってから、演えん習しゆう用ようのウインドウに手をかける。

「とりあえず、演習スタートね」

　スタートボタンを押す。制せい限げん時間のカウントが開始される。

　日下部くさかべが近くのベースに向けて動き始めたけど、エルフは止まったままだ。

「エルフ……コンソールを叩たたいて、航こう行こうウインドウを出して」

「は、はい……」

「一番簡かん単たんなのは、海かい図ず指し定ていってヤツ。海図脇わきの『航こう標ひよう』ってのを押してから目もく標ひよう位置をタッチして、コンコンってやって」

「…………えー、コンコン」

　マトンたちが急がしく動き始める。エンジンが唸うなり始める。艦かん外がいカメラの映えい像ぞうをメインスクリーンに出す。艦かん尾びの海に、白い航こう跡せきが湧わき始める。

「ほぇぇえ──ものすっごい楽に動きました！　師し匠しようは天てん才さいですッ！」

「これが普通だッつの……」

　エルフには射しや撃げきも電でん子し戦せんも雷らい撃げき戦せんも、一つ一つ教えていかないといけないのか……。

　日下部がベース制せい圧あつを開始している。

〔敵を撃うてばいいだけかと思っていましたよ〕

「日下部くさかべは、シュラフトをやったことないの？」

〔修しゆ行ぎようばっかりさせられていましたから〕

「修行……？」

〔あっ、いえ！　練習です。三味しやみ線せんの〕

　両方ド素人しろうとか。日下部は筋すじがいいから、少し教えれば伸びそうだけど、問題はエルフだなあ。理解が悪いというか、脳のうが自由すぎ。

〔制圧完かん了りようです〕

「早いな。ウィグはコルベット扱いかな」

〔どういう意味です？〕

「制圧時間は、小さい柩きゆう艦かんほど短い。つまり小型は敵てき地ちに斬きり込んで相手のベースを狙ねらうのに適している」

〔へぇ……強いですね〕

「いや、基本的にデカい柩艦ほど圧あつ倒とう的てきに強いよ。日下部は覚かく悟ごして。これからずっと苦く戦せんするから」

〔脅おどさないで下さいよ！〕

「とは言ってもやりようだよ。まずはボットを召しよう喚かんしてみて。水すい貨かは減っても大だい丈じよう夫ぶ。演えん習しゆう終了時じに回復するから」

〔はぁ……どうやって？〕

「ベースウインドウを開いて」

〔あ、この召喚ってボタンですね……どれを買えばいいんです？〕

「最初はパラメーターで見み抜ぬいて。いまの局きよく面めんだと、安くてスピードが速いのをたくさん送った方がいいかな」

〔どうしてですか？〕

「敵ベースにダメージが入ると、敵の召しよう喚かんに制せい限げんが入る。さらにダメージを与えて壊こわしてしまえば、制せい圧あつとしても扱われる」

　通信映えい像ぞうの日下部くさかべが悪い笑えみを浮かべる。

〔なるほど、デカい艦かんの殺やり方が判わかってきましたよ？　ふふ〕

「──ちょっと師し匠しよう！　どっちの味み方かたなんですか！」

「どっちもだよ。演えん習しゆうだし」

「エルフへのアドバイスがおざなりですよ」

　……って言われても改かい修しゆう中ちゆうのエルフで、どうしろと。

「ベースに着きました！　何なに買います？」

「制圧に時間かかるからまだ買えない。そして水すい貨かがない」

「負けちゃうじゃないですか！」

「おまえが巨きよ砲ほうを買いまくるからこうなったんじゃないか」

「……うッ」

「とりあえず、無む人じん機き飛ばして」

　エルフの目が、急にキラキラする。

「了りよう解かいです！」

　エルフはしゃがむと、ここにあるはずのない物を拾い上げた。

「エルフ。おまえの手にあるそれはマックスＢＯＸのコントローラのように見えるけど？」

「マイクローム社の、世界イチ優ゆう秀しゆうなアナログコントローラですよ！」

「マトンにやらせろッつったじゃん！」

「零ゼロ式しきをマトン任せなんて、心配じゃないですかあ！」

「だいたいコントローラどうやって持ち込んだんだよ!?」

「ショップに売ってますよ！」

　半はん信しん半はん疑ぎでショップに入ったら『周辺機き器き』として売っている。

「無む駄だ金がね使つかって！」

「エルフの脳のうは、生きつ粋すいのゲーム脳ですよ！　コントローラを通さなきゃ当たるモンも当たりません！」

　発進準じゆん備びまではウインドウでやる。

「零式水上観かん測そく機き、発はつ進しん！」

　そこからはコントローラで飛行だ。零式のカメラをメインスクリーンに映して、それを観みながら飛行している。やけに上手じようずだ。上空には空間断だん層そうもあるので避けながら飛ばなきゃいけないし、高度にも制限があるのに。マトンより操そう縦じゆう巧うまいとか、ホント変わったヤツだなぁ。

「師匠、ほら、ベースみっけました」

　カメラ映えい像ぞうに自じ陣じんのベースが二つ映っている。開けた場所のド真まん中なかで、ここを先に取りにいかないと後半不ふ利りになる。

　ベース制せい圧あつは……まだ半分もいってない。遅すぎる！

　日下部くさかべの買ったボットが見えてくる。この流れだと、こっちのベースを破は壊かいされまくって判はん定てい勝がちをされる。

「エルフ。操そう艦かんは僕がやるから、零ゼロ式しきであれを撃うって」

「了りよう解かいです、そういうのは得意ですよ！」

　エルフはコントローラを気き合あい入れて構えて、カメラ映像を睨にらみながら零式を接近させていく。敵ボットが零式に気づいて、対たい空くう砲ほうを向けてくる。

　砲ほう撃げきが開始されたものの、エルフは絶ぜつ妙みようなタイミングでひらりと機を降こう下かさせ、弾だん幕まくを躱かわす。

　ひらひらとボットに迫って、低空で機き銃じゆう攻こう撃げき。ボットの装そう甲こうに銃じゆう弾だんがカチンカチン撥はね返されていたけど、最後の一発がカメラを破は壊かい。

「──おおっ？」

　ボットが一体航こう行こう停止し、後ろのボットが追つい突とつして転てん覆ぷくしている。

「おーっ……マグレにしても凄すごいじゃん」

「失礼なッ！　ちゃんと狙ねらってましたから！」

　水上機は後こう続ぞくへと襲おそいかかったけど、最さい後こう尾びのボットだけ形状が違う。

「離り脱だつしろ！　罠わなだ！」

　通信ウインドウの日下部くさかべがドヤ笑えみを浮かべる。

〔ふふん。遅いですよ。偵てい察さつ機きが来ることはお見通しですから、ちゃんと対たい空くうミサイルボットを買いました〕

　最後尾のヤツがミサイルを発はつ射しやしてくる。遅かった……。

「あああ、追っかけてきます！」

「熱ねつ線せん追つい尾びシーカーだ。フレアは──二に次じ装そうの機き体たいにあるわけないか。終わったなぁ」

「させませんッ！　秘ひ技ぎ、木この葉は落とし！」

　零式のカメラ映像がめまぐるしく回転し、何が何だか判わからなくなる。敵てき影えいもないのにエルフはいきなり射しや撃げきを始める。

「ちょっと、何……、」

　言葉の途と中ちゆうで爆ばく音おんが響ひびく。零式のカメラ映像に爆ばく煙えんが一いつ瞬しゆんだけ映る。

「げッ、撃げき墜ついッ？　ミサイルをッ!?」

　 旧きゆう式しき機きを使って急きゆう降下旋せん回かいしつつの機銃攻撃で、ミサイルを撃墜だって？

「やりました！　師し匠しよう」

　次の瞬しゆん間かん。

　ドン、という音と共に零式からのカメラ映像がいきなり真まっ白しろな泡あわに包まれ、水中が見えたかと思うと、ブラックアウト──。

　墜つい落らく……した？

　エルフを見る。ほえー、と口を開けている。

「まさかと思うけど、急きゆう降こう下かして引き起こすのを忘れていたとか……？」

　エルフはビクッとふり向いてきて、可か愛わいい感じに舌したを出す。

「んー……てへぺろ？」

　首くび絞しめてやった。
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　目を開ける。

　眼がん帯たいをしている銀ぎん髪ぱつの少女が、じっと僕を見ているのに気がついた。

　眠ねむ気けでぼおっとしていて、その光こう景けいが何なのか考え込んでいたけど、徐じよ々じよに認にん識しきがハッキリしてきて……。

「わわっ！　アルマッ？」

「おはよう。といっても、まだ三時だが」

　スナイパーアルマ──。

　僕の相あい棒ぼうだ。シュラフトの個人戦せん績せきでは女じよ王おうを凌しのぎ、国内トップの戦績を残している。

　男っぽい口く調ちようだけど、アルマの声は可か愛わいい。寝ね起おきに聞くとドキドキする。

「ログアウトせずに眠っていた」

「バーチャル寝ね落おちってヤツかな……初めてだ」

　アルマが隣となりに座る。座るときに豊かな胸が少し揺れて、目を奪うばわれる。

「……そういえば、アルマは何で残っているの？」

「ファニーキャットのリニューアルが今日きよう終わる」

「ああ、あのファンシー系けいの艦かん内ないインテリアのお店ね」

「スネイク、共に出しゆつ陣じんしよう！　あと、一八秒で開店だ！　なっ？　いいだろう？」

　ピュアな笑顔全ぜん開かいで、とても断れない……。

「……うん」

　第一印いん象しようこそクールに研とぎ澄すまされている、って印象だったけど、アルマって意い外がいと変なヤツだった。ロビーで可愛い少女の幻げん体たいが通りかかると、いきなり抱き締めて頰ほおずりやキスを始めたりするんだよ。艦内もお姫ひめ様さまベッドのようなフュルギアシートとか、アンティークな家具とか、度を超えた少女趣しゆ味みで飾り立てられているし。

「──オープンした！　スネイク早く！　ロビーＣ93！」

「う、うん」

　転てん送そうコマンドを入にゆう力りよくする。一いつ瞬しゆんで目の前の景色けしきが変わる。

　何というか──うん、メルヘン。お菓か子しの家に、ピンクのお城。パステルカラーの棚たなに並べられた、膨ぼう大だいな数の可か愛わいい小こ物ものやインテリア。

　椅い子すから、コンソールから、マトンのボディに至るまでいろんなファンシーグッズがある。

「この世界は素す晴ばらしい……」

　目をキランッキランッさせ、りんごみたいに頰ほおを赤らめ、一つ一つに愛のこもったリアクションをしていくアルマを見ているうち、連れん日じつの疲れが吹き飛んでいるのに気づいて。

　思わず笑ってしまったのを、アルマに見つかった。

「ごめん。バカにしたわけじゃなくてさ」

「どういうことか言えッ！」

　問い詰められたので、思ったそのままを言ってしまった。

「可愛い可愛い言っている、おまえが一いち番ばん可愛いよ」

　アルマのリアクションが真しん空くう状態になって、僕は一いつ瞬しゆん悩んだあと我に返ったわけで。

　向こうも顔を赤くしたけど、僕も顔がカァァァアって熱くなって。

　うはァアア──恥はずかしッ！　可愛い程てい度どならまだしも、最さい上じよう級きゆうにしちゃったし！

「ななななっ!?　スネイクぅ!?」

「待って！　いまのナシ！　ぽろっと出た」

「まさか本ほん音ねとでも言うつもりか」

「…………」

「このタイミングで無む言ごんって……おまえ…………」

　赤かったアルマの顔が、さらにもっと赤くなり────、

　耳まで赤くなって──……‥

「…………バカ……」

　そう言って、うつむいている。

　しばらくしてから目を戻すと、アルマがオルゴールを手に取っているのが見えた。

　オルゴールのネジを回すと、小さな男の子と女の子の人にん形ぎようが動きだし、回りながらだんだん近づいていく。

「幼よう児じなのに社交ダンス？」

「そこが愛らしいのではないか」

　ダンスしながら近づいていき、曲の最後に動きが変わった。

「──お？」

「お辞じ儀ぎをするのだろう」

　二人でじっと見ていたら、男の子と女の子は、キスをした。

「……ッ？」

「……ッ！」

　一いつ瞬しゆんアルマと目が合って、そらす。

「幼よう児じなのにキスとか生なま意い気きだよなぁ」

　アルマは優しい顔でオルゴールを商品棚だなに戻す。

「キス、か。スネイクもいずれはするのだろうな。一年後とか、もっと先かもしれないが。相手はわたしとは限らんな……そのとき、きっとわたしは…………笑って見守って……、」

　それまで和なごやかだったアルマの目が、いきなりヤクザみたいにキツくなった。

「──ムカついてしまうかも」

「どうして僕は睨にらまれているの……？」

「知るか」

　僕を突き飛ばして、歩いて行ってしまう。

「絶対、キスを上うわ書がきしてやる」

「はいィ？」

　アルマは真まっ赤かな顔でログアウトしてしまって──……‥
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　‥……──夢か。

　自分の部屋のベッドで寝ている。空は白しらみ始めだ。

　久しぶりにアルマの夢を見たな。

　切ないほど記き憶おくが近くて、でも、この手から遠くて。

　夢に戻って行きたくて、行きたくて、涙が滲にじんで……。

　あれ──？

　キスの上書きってフレーズ、どこかで聞いたことがあるような？
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　それから休日を含めた四日間──僕たちは演えん習しゆうと改かい修しゆうをくり返した。

　最初はボットすら買えなかった二人も、まずまずの成長を見せてサマにはなってきた。

　で、昼休み──付きまとうエルフたちを撒まいたあと、僕は第二校舎裏うら手ての林に寝ね転ころがる。

　考える時間が欲しかったからだ。

　スマホに保ほ存ぞんしておいた、兵へい装そうリストを眺ながめながら思し索あんに耽ふける。

「……お昼ひる寝ねとは優ゆう雅がでございますね」

　小こ町まちの声だ。

「何か用？」

「お嬢じよう様さまが探しておられますので、居い場所を言っても宜よろしいかどうか確かく認にんに」

「逃げているのは判わかっているだろ？　ほっといてくれよ」

「畏かしこまりました」

　話が終わりかと思ったら、小こ町まちがまだ立っている。

「何？」

「お嬢様がお嫌きらいで？」

「……何だそりゃ」

「意い外がいと気にしないようで気にするのが乙おと女めでございますゆえ」

「キスの件？」

「あるいは」

「あるいは、じゃ……あるよね」

　エルフが涙ぐみながら言った言葉が、頭を過よぎる。

『茜あかね子こちゃんのキスを、上うわ書がきさせて下さい』

　あれが、本ほん音ねかも──。

　意い外がいと開けっぴろげなようで本ほん心しんは隠かくしているのかもしれない。

「だからって、どうしろっていうんだ？　エルフとキスしろ、ってか」

「あるいは」

「……あいつとは恋人同どう士しってわけじゃない。それに、出で逢あって二ヶ月だぞ？」

「もっと長ければいかがでしょうか」

「はァ？」

「大切なものは、外がい見けんや名前ではなく、中なか身みなのでございます。ご主しゆ人じん様が〝そう信じることでしか存在できないもの〟もこの世にはあるのではないでしょうか」

「……おまえさ、すっごい深いこと言っているけど、何なん才さいだよ？」

「こまちさんちゃい」

「噓うそつけッッ！」

「サバ読みまちゅた」

「読まんでいい若さだろッ!?」

　小町が急に真ま顔がおになる。

「男として、何らかの回かい答とうを示すべきかと。それが恋する女への礼れい儀ぎというものです。小町の言いたいのはそれだけです」

　ぺこりとお辞じ儀ぎして、スク水みずメイドは去っていく。

　いつもと違う着ちやく信しん音おんが鳴ったのでスマホを出す。

　妹からのメール八三通に混じって、エルフからのメールが来ている。

〔大だい事じなお話があるんですよ、師し匠しよう！　逃げないで下さい〕

　スマホをしまい、寝ね転ころんで木こ漏もれ日びを見る。

　目を閉じる。疲れもあったのだろう。そのまま寝てしまった。

　目を開ける。空が暗くなっている。スマホが鳴っている。妹からの着ちやく信しんだ。

「いけね……熟じゆく睡すいしちゃったかな」

　身を起こそうとしたら、自分の頭が妙みように柔らかいものに乗っていることに気がつき、ふっと真ま上うえを見ると、外がい灯とうで照らされた美び形けいの顔が見えて──、

「やあ」

「わッ、ミカエル!?　何で僕を膝ひざ枕まくらしてるの!?」

　慌あわてて離れる僕に、ミカエルは微ほほ笑えむ。

「もうすぐだと伝えたくて」

「何が？」

「アルケーはもっと先だと思っているけど、それでは神の怒りは収まらない」

「……アルケーって誰だれだ？」

　ミカエルは何かを指ゆび差さす。銅どう像ぞう……？　ああ、ブルクハルト理り事じ長ちようの銅像だ。

「神は天てん柩きゆうを遣つかわした。これは始まりの黙もく示し録ろく。子こ羊ひつじよ。巨きよ人じんノルニルに悪あく魔まの剣を与えよ。さもなくば東とう方ほうの大地は七しち夜やにて燃え尽きるであろう」

「…………何なに言ってんの、おまえ」

「君は死の国で見るだろう。滅めつ葬そうのエルフリーデを」

「エルフ……？　あいつが、何だ？」

「……そう、彼女を選ぶしかない。他はまだ育っていない」

「育つ？」

「滅葬はなぜ滅葬なのか、考えたことはあるかい」

「──あ。何でだろう」

　確かに、そこは首しゆ脳のう会議であっさり決まって、メディアもすんなり通しているけど、何で滅めつして葬ほうむるのか、よく判わからないな……。

「敵を滅するのかな？」

「それが第一段だん階かい」

「何の？」

　ミカエルは笑って答えない。

「で、葬る？」

「それが第二段階」

「だから、何の？」

「いいかい。神はとっくに死んでいる。なのに葬られていない。神は悪あく魔まに勝利して、すべて葬ほうむった。神を葬る者が居なくなった。だから人間が悪あく魔まを演じる。それが滅めつであり葬そうでもある。少年よ、その手に悪魔を宿せ」

「だあああ──っ、ミカエル！　おまえの話はよく判わからないんだって！」

「じきに判るよ」

　ミカエルは手を振って夜の校舎へと去っていく。寮りようとは逆ぎやく方向。何者なんだあいつは。

スマホを見る。時間は八時。ぎりぎりフェリーがある。小こ走ばしりに発はつ着ちやく場じようまで行く。笑い声が聞こえてくる。メンテナンス部のヤツらが、でっかいスパナで剣けん道どうごっこしている。

　着いたフェリーに乗り込み、船せん尾びの手すりにもたれて、夜の海を見つめながら考える。

　選せん抜ばつ戦せんで勝ち残った果てには、滅めつ葬そう作さく戦せんが待っている。

　世界を滅ぼすような敵と戦って、僕たちは無ぶ事じに済むのだろうか──……？




　　　　▽△




　僕はいま、何を見ているんだ──？

　自宅の玄げん関かんで立ち尽くしてしまった。

　僕のワイシャツを着て、ナマ太ももを出した濡ぬれ髪がみのエルフが座っているからだ。さらに三つ指までついている。

「おかえりなさいです、あ・な・た」

　まず靴くつを脱いだ。そして、エルフをげしっと蹴けり転がした。

「いやぁーんっ！　師し匠しようダーリン、例の三さん択たくがまだです！　それとも、あ・た・し？　まで言わせて下さいよぉ」

「三番目の選択は死し亡ぼうフラグじゃないか」

「酷ひどッ!?」

「おまえが、何でここにいるんだよッ？」

「家の前で待ち伏せしていたら、ママさんに『あらあら、お兄にいちゃんの彼女さん？』と言われて即そく答とうで『ハイッ！』と答えたら家に引き込まれてしまい、一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入って身体からだ洗いっこしました！　エルフのボディは安あん産ざんできるから合格だそうです！」

「……母かあさんめ。てか、さっさと隠かくせ！」

「はい……？」

　エルフは倒れて仰あお向むけになっている。ワイシャツの下には下着しかつけていない、という事実をやっと思い出したのだろう。ズバッとシャツの裾すそを下げてから急きゆう激げきに顔を赤くしていく。

「見ましたかああッ？」

「見てない！」

「噓うそですよっ！　責任取とって下さい！」

　階段を駆かけ下りる足音がした。

「ヅゥリギャアアア──ッ！　お兄にいギャ──ん！」

「待て、闇やみ子こ！　儀ぎ式しき用のウエポンはしまってから……げふっ」

　何とかナイフだけ避よけたけど、闇子が頭ず突つき状態で飛び込んできて、いでぇぇ……。

「悪あく魔ま大だい公こう爵しやくアスタロトを喚よび出して、お兄ギャんの帰ってこない世界なんて、この手で終わらせようと思いました……」

「ただでさえ滅ほろびかけているんだからやめてェ！」

「そしたら、なぜかお兄ギャんが召しよう喚かんされました……」

「ただの偶ぐう然ぜんだよ!?」

　母かあさんがエプロンで手を拭ふきながら歩いてくる。

「あらあら、お兄ちゃんようやく帰ってきたわね。エルフちゃんから聞いたわよ。今日きようは部ぶ活かつなかったんでしょう？　寄り道は、めっ、なのよ？」

「う、うん……じゃあ、もう遅いしエルフを寮りように送ってくるから」

「必要ないわよ」

「へ？」

「先せん方ぽうにはちゃんと連れん絡らくしておいたから。今日きようはエルフちゃん泊とまるわよ」

　マジかよ……。




　　　　▽△




　食事中ちゆうに話す、は普通。

　食事中にテレビを観みる、も普通。

　食事中にやれないもの、を考えたときに──、

　ゾンビゲームをプレイしながら、というのがあると思うんだ。

「……エルフちゃん、凄すごいわねえ。画が面めん全部ゾンビなのにどうやって避けるのかしら」

「むぐ……エルフには、はむぅ、敵の道が……見へまふね」

　食事中にゲームをやるな、と怒りたかったけど、あまりにも見事なんで何も言えない。

　右手で箸はしを握り、冷ひや奴やつこを崩くずさずに食べながら、左手でマックスＢＯＸのコントローラを縦たてに握り、親おや指ゆびと人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆびで操そう作さしている。アナログスティックは指のつけ根でこすり動かしている。

　片手持もちコントローラ……って。そんなのマトモにプレイできるわけないのに、エルフは難なん易い度どマッドネスというゲーム廃はい人じんしかやらない最さい強きようモードをプレイしている。

　しかも、ボス倒してクリアしやがったよ……。

「いっぱい武ぶ器き集まりました。またやって欲しいです」

「アクションゲームなら、いつでもどうぞです。闇やみちゃんにメール教えておきますね」

　やめとけ。うちの妹は……、

　妹がさっそく、指の見えない超ちよう速そく入力でメールを送る！

　エルフも、同じ入力速度で返信した！

　三秒おきくらいにメール着ちやく信しん音おんが鳴っている。さすがに一いち行ぎようメールだと思って妹の画面覗のぞいたら、すべて長文メールだ！　こいつら人じん類るいじゃない！

　ゴハンのあと、モノポリーをやって僕が圧あつ勝しようし始めたら、怒ったエルフがボードひっくり返してお開きになって、僕があくびしながら二階に上がろうとしたら、全員に摑つかんで止められたわけで──。

「こういうの久しぶりねぇ」

　居い間まに布ふ団とんを敷しいて、全員で寝ることになったという、この非常事じ態たいに僕は曝さらされている。

　女三人だよ！　母かあさんが見た目かなり若い感じだし、他は女じよ子し中学生と女子高生だし、これは落ち着いて眠れないって……。

「兄にいギャんの寝ね臭しゆうがたまらないです」

「闇子、変な新しん語ご作らないで。そして嗅かがないでッ！」

　反対側からも「すーはー」と聞こえてくる。

「男子フェロモン的な何かってあるんですね！」

「おまえまで嗅ぐなよッ！」

　寝ね静しずまるのを待って自分の部屋に戻るしかない。

　最初に闇子が寝た。次にエルフが寝ね息いきを立てて……。

　母さんも寝息を立て始めたので、僕はメガネをつけて、足あし音おとを抑えて自分の部屋に行く。

　電でん灯とうをつけないまま窓を開けて、夜の海を眺ながめる。

　ここ数日の忙いそがしすぎた日々を想おもう。出で来き事ごとを深く考える暇ひまなどなかった。海を見ながら考える。エルフのこと、茜あかね子このこと……滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんのこと。




「…………師し匠しよう……」




　エルフの足音に気づかなかった。

　ふり返る。青い月明かりが照らすエルフの姿すがたは、本当に、ファンタジィのように神しん秘ぴ的てきな美しさがあって、何秒間かんも見とれた。

　エルフのシャツの胸むな元もとが開いているので、そこを見られていると思ったのだろう。ちょっと恥はずかしそうにし始めたので、僕は視線を逸そらす。

「茜子だけどさ」

「あ、はい……」

「気にしないでいいよ。あいつは僕の教えに従っているだけだから」

「師し匠しようの？」

「過去の僕は、人生がすべて戦せん術じゆつだと考えていた。卑ひ怯きようなこともやったし、許されないことを平へい然ぜんとやった」

「師匠が？　想そう像ぞうもできませんけど」

「いまは……しないよ。反省もしている。茜あかね子こはパートナーとして、そんな僕の姿すがたを見続けていた。いまのあいつは自分の目的のためなら、恋れん愛あいすらも戦術に組み込むだろうし」

「それで、キスを……？」

　僕は頷うなずく。

「あいつにも教えなきゃダメだ。ある人が、心を大だい事じにしろと言った。僕はその言葉で気づけて、自分を変えることができた。あいつにも……」

「…………」

「……エルフ？」

　首を振って、エルフは微ほほ笑えむ。

「続けて下さい」

「茜子の方は、もうあんなことしないよう説せつ得とくするからさ。エルフもキスの上うわ書がきってのは、もう言わないで。僕が茜子に特別な感情を抱いているように見えるかもしれないけど違うから。僕にとって茜子は、シュラフトで共に戦ったパートナーで──」

「知ってますよ……」

「知っている？」

　エルフは着ているシャツを鷲わし摑づかみにして、ぎゅっ……と潰つぶす。

「どれだけ大事だったかなんて、エルフの胸にも刻まれています。シュラフトで戦った日々が、師匠を支えていることくらい……」

「まるで過去の僕を知っているみたいな言い方だけど」

　エルフはシャツを離して首を振る。

　そのとき、妙みようなことに気づいた。エルフの胸むな元もとに柩きゆう章しようが二つある。普通の柩章の左に刻まれた真まっ黒くろな柩章。暗い中でも妙にくっきりと見える。

「……エルフ、それは」

　訊きこうとする途と中ちゆうで、エルフの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　いつものエルフの瞳じゃない。不ぶ気き味みな印いん象しようがあって、寒さむ気けがして──。

　その瞳に引き込まれるような感覚を覚えて──。







　僕の視し界かいが、別の場所に移る。移動した先は……海だ。




「……え？　ここは……？」

　青い海、青い空。空間断だん層そうの島々。見回しても普通の島が見えない。かなり沖おき……おそらく洋よう上じようだ。

　演えん習しゆう空間に似ている。っていうか、演習空間そっくりだぞ。

　海なのに、人が居る。白はく衣いを着た人々が、海を歩いている。機き材ざいも海に浮いているけど、きっちりと固定されていて、波にも揺るがないし、濡ぬれない。

　病院……？　いや、研究室？

　僕の身体からだを見る……うっすらと透すけている。ホログラムみたいだ……幽ゆう霊れいなのかな？

　後ろで声がした。

「見ない方が宜よろしいかと。ウンディーネ化かが進んでいます。もはや人間では……」

　そう言ったのはカルテを持った外国人じんの少女。ブルクハルト理り事じ長ちようと話している。

　話しているのはドイツ語らしいけど、なぜか意味が判わかる。

「貴き重ちようなフュルギア素体ヴオルヴアを失うわけにいかない。ヒルフェ剤ざいを投とう与よしたまえ」

「すでに過か剰じよう投与です。懺悔ざんげ測そく定てい値ちが急きゆう速そくに上がっておりますので、無ぶ事じ固まったとしても、今度は精神崩ほう壊かいを起こして次じ元げん壊かいとなる恐れが」

「限界か……」

　少女は答えず、理事長を見つめる。

「溶かす準備をしたまえ。魂たましいを《虚きよ無むの海》へと送り、残ざん滓しはエルフリーデに混ぜる」

　エルフリーデ……？

　混ぜる……？

　何のことか訊きこうとしたけど、声が出ない。近くに行っても誰だれも僕に気づかない。

「しかし、それでは……」

「シュラフトの最さい中ちゆうだったかね？　なら、ゲーム内のメール機き能のうを使って伝えてやりたまえ。その戦いが終わったら溶かすと」

「…………」

「これは世界のためだよ、ハイディマリー」

　ハイディマリーと呼ばれた少女の肩を叩たたき、理事長は行ってしまった。

　泣き声が聞こえてきたので、ふり向く。エルフだ。医い療りよう機き器きが集中する場所にいる。

　いまより、ちょっと幼い顔……中学生くらいのエルフだろうか。

「亜あ琉るは充じゆう分ぶん苦しみました……なのに、なぜ、これ以上苦しめるのですか……？」

　苦く渋じゆうに満ちた叫びだ。呪のろうようなニュアンスすら感じられる。

　エルフらしくない、憎にく々にくしげな表情をしている──。

　エルフは、柩ひつぎのような形をした液えき槽そうの前にいる。水の中に、パイプやチューブ、拘こう束そく具ぐなどが〝人の形に〟取りつけられているけど、そこには何もない。

　何もないそこを、エルフは泣きながら撫なでている。

「亜あ琉るはなぜ戦うのですか……？　この柩ひつぎから出ることも叶かなわないのに」

　泣いている。子供みたいに、流しっぱなしの、酷ひどい泣き顔だ。

「なぜ、世界を恨うらむことなしに、使し命めいを受け入れられるのですか……？」

　エルフ……。

　どうしたんだ……？　そこに誰だれが居るんだ。亜琉ってヤツか……？

「エルフにはできませんよ。あいつが憎にくい……敵も味み方かたも憎いんです……きっと、この世界そのものが憎い……滅めつ葬そう戦せんなんか冗じよう談だんじゃありません。世界なんて滅ほろべばいいです」

　あのエルフがこんなことを言うなんて──。

　そうか、これは夢か？

　そういうことか……。

　水音がして、僕は柩に目を向ける。

　そこに、居たんだ。




〝ヒト〟──が。




　人と呼べる代しろ物ものではなかった。

　それは水だった。

　水が、人の形になって、動いている。

『ウンディーネ化かが進んでいます。もはや人間では……』

　ハイディマリーの言葉は、このことだったのだろう。

　柩にいるのは人間ではない。

　でも、人間らしい動きをしている。

　とても優しい手つきで、エルフの頭を撫なでている。

「…………亜琉……？」

　険けわしかったエルフの顔つきが穏おだやかになり、流れ続ける涙の意味が変わっていく。

　それを見ていた白はく衣いの大人おとなが、驚きよう愕がくの呟つぶやきを漏もらした。

「まだシュラフトにログインしている」

「ＡアＱクａアネット接せつ続ぞく中ちゆうに肉体が動かせるはずがない……」

「理り性せいを保ったままの、完全な次じ元げん力りよく制せい御ぎよ──戦乙女ヴアルキユーレ誕たん生じようの兆きざしか」

「これで、少なくとも一つの柩が開けられるぞ」

「我がプロジェクトは成せい果かを出した！」

　笑っていやがる。

　エルフがこれだけ哀かなしんでいるのに、白はく衣いの連れん中ちゆうは揃そろって笑っていやがる。

　笑っていないのは、ハイディマリーだけだ。

　怒りが、僕の胸を灼やいて────……‥




「明日あしたは選せん抜ばつ戦せんですし、もう寝ますね。お休みなさい。師し匠しよう」

　‥……──え？

　僕は周りを見回す。海じゃない。僕の部屋だ。目の前にエルフは居るけど、ちゃんと高校生のエルフだ。

　彼女の胸むな元もとにあった黒い柩きゆう章しようは消えている。

「どうしました？」

「え？　どうしたって……？　え？　おまえは……柩ひつぎに……」

「師匠……何かヘンですよ」

　何だろう、いまの。

　幻げん覚かく……？　白はく昼ちゆう夢む……？




　　　　▽△




　本ほん日じつ──遂ついに滅めつ葬そう選抜の一回戦が、放課後ごに開かい催さいされる。

　滅葬選抜戦の開催日びには、フュルギアとコマンダーの授業は免めん除じよされる。なので僕は軍ぐん艦かん学園裏うらの海かい浜ひん公園で過ごしている。

　江え戸ど海かいの上空には観かん戦せん用ようの飛ひ行こう船せんがたくさん浮かび、撮さつ影えい用ようの船せん舶ぱくや、カメラやマイクを搭とう載さいした球きゆう形けいの無む人じん飛行機きがたくさん飛んでいる。

　滅葬選抜戦は大だい注目されていて、向こう岸は見物客きやくで溢あふれている。

　波なみ飛沫しぶきを上げる護ご岸がんを見つめながら、僕はパックの牛乳を飲む。

　パンも買ってあるけど、喉のどを通りそうにない。胃いが痛いから。

　後ろにいるカップルが、カモメにエサをあげながら楽しそうな笑い声を上げている。

　足あし音おとがする。カモメたちが一いつ斉せいに飛び立っていく。カップルも黙だまってしまった。

　誰だれが来たかは想そう像ぞうがついてる。




「──キス戦せん術じゆつ、効いたみたいね」




　茜あかね子この声だ。

　肩かた越ごしに一ひと睨にらみしてから、飲みかけの牛乳を投げ渡す。茜子は受け取って、ためらいもせずストローに口をつける。

「イヤなヤツだ」

「貴方あなたが教えたことよ。理り路ろ整せい然ぜんの悪あく魔ま──」

「…………」

「絆きずなの大きさを示したの。自分がにわかパートナーだって思い知った彼女は、賢かしこくない方法でアプローチして自じ滅めつする。スネイクの心にはスナイパーアルマがいるから」

「いい手を考えたよなぁ」

　茜あかね子こはパックを五メートル先のゴミ箱に投げた。中にストッと収まる。

「中学生くらいに見えるね」

「年ねん齢れいはそうね。でも、あたし伝でん組ぐみだから、飛び級きゆうしたの」

「デングミ？」

「遺伝子組み換えチャイルド」

「優秀な遺い伝でん子しばっか組み合わせて人じん工こう授じゆ精せいさせるってアレか」

「この身体からだ、七億おく円かかってるのよ？」

「ふーん……」

　 ポケットのパンも投げ渡す。

「また胃いが痛いの？　開かい戦せん前まえ、いつもそれね。戦せん闘とう中ちゆうは笑い出すくせに」

「…………ほっとけよ」

　茜子がメロンパンを開けて食べ始めたので、しばらく眺ながめる。

　身体からだの線が、やたらと細い。中学生にしても童どう顔がんで、何より美び少女ではない。

　ワゴンの頃ころの〝キャラクターメイキングされた容よう姿し〟とはまったく違う。可か愛わいいけど普通の女の子だ。

「何──？」

「いや……七億かけたんなら、外がい見けんまでいじってくれてもいいと思うけどな」

　咀そ嚼しやくしていた茜子の口が止まる。ぐっと吞のみこんでから、わずかに感情的な声で答える。

「ママは美人よ……仕方ないじゃない。遺伝させないのが伝組医い療りようなんだから……」

　アンバランスに発達する知ち能のうと精神と身体。両親とは異なる血が流れ、周囲の期待は重じゆう圧あつとなって襲おそいかかる──。

　こいつも、こいつなりに重おも荷にを背負っている。突っかかるのも、相そう応おうな理由がある。しかも理由を作ったのは、主おもに僕だ。怒る資し格かくなんてありはしない。

　だけど、僕は怒らなきゃいけない……。

「おまえに教え損そこねたことがある」

「何？」

「キスは戦せん術じゆつなんかじゃない」

　メロンパンに口をつけようとした動どう作さのまま──茜子は止まる。

「…………。何なに言っているの？　勝つためには何でもしろ、って──」

「二度と謀ぼう略りやくに使うな」

　茜あかね子こは自分が欲するものは、他ひ人とから奪うばってもいいと考えている。

　昔の僕だ。シュラフトをやっていたときの僕。理り路ろ整せい然ぜんの悪あく魔ま──。

　あの頃ころの僕の考え方を受け継いで、こうなっている。

　こいつは僕に憧あこがれてしまったのだ。そして憧れを抱かれているから、こいつの間違いを正せる人間は、僕しか居ない。

　茜子をこのまま大人おとなにしたら──僕はきっと後こう悔かいする。

「あんた理路整然の悪魔でしょ？　あたしの死ですら、割り切った男じゃない」

「おまえが言うように矛む盾じゆんしている」

「矛盾どころで済む話？　あんたは仲間の柩きゆう艦かんを生いけ贄にえに使う《生いく盾たて戦せん術じゆつ》の考こう案あん者しやなのよ」

　──ゾッ、と悪お寒かんが走る。

　シュラフト時代、ランキング上位の厚い壁を崩くずすために、僕は何でもやった。その頃の一番酷ひどい戦術が、いまも非ひ道どうの戦術の一つとして攻こう略りやくサイトなどに残っている。

　柩艦を死し地ちに残し、敵を探たん知ちさせ続け、敵の標ひよう的てきにさせることで攻こう撃げき力りよくアップと時間稼かせぎを兼かねる戦術。この《生盾戦術》を使って勝利はしたけど、仲間の柩艦が四隻せきも撃げき沈ちんされた。

　理路整然の悪魔は、その頃についた通り名だ。

　あの頃、僕は本ほん物ものの悪魔だった。茜子はそういう僕を見てきている。だから言いわけなんかできない。

「言う資し格かくなんかないのは判わかっているよ！　でも、いまは僕の言う通りにして欲しい。おまえのためだ」

「あたしの……ため？」

　茜子の目が怒りに歪ゆがむ。

「あたしのため、なんてよく言えたわね。シュラフトで置いてけぼりにしたくせに」

「……それは」

「ふざけないでよッ！　あんた、どれだけあたしを傷つけたか判ってる!?　孤こ独どくだったわよ。帰ってくるって信じてた……なのに、帰ってこないし……」

　茜子が詰め寄ってくる。僕は後ずさる。

「あんたをどれだけ待ったか判ってるの!?　あんたをどれだけ探したか判ってるの!?」

「……落ち着いて、茜子」

「落ち着けるわけないでしょッ!?　あんたは逃げたのよ、あたしから！　しかも、新しいパートナーまで作って──」

「それは……」

　茜子が僕の服を摑つかむ。強く握って、叫ぶ。




「あんたは裏うら切ぎり者ものよッ！」




　…………反はん論ろんの言葉もない。

　僕が茜あかね子こにしたのは、まさに裏切りでしかない。

　茜子は震えながらうつむいている。僕の服は、摑つかんだままだ。

「エルフの件なら謝るから、どうか……」

「どうか、何ッ!?　棄き権けんしてチームメイトになれって？　冗じよう談だんじゃないわ。あんたの心に適かなったフュルギアなんて、この世に存在させない。それは、あたしじゃなきゃいけないからよ」

「は……？」

「アルマが死んだいま、あたしのみが、あんたの唯ゆい一いつの相あい棒ぼうなの！　他に、なんて認めない」

「認めないって……どうする気だよ？」

　茜子が顔を上げる。

　涙を溜ためた目が、哀かなしみだけでなく、強きよう烈れつな憎にくしみも含んでいる。

「勝って《絶対命めい令れい権けん》を使うわ！　あのエルフリーデって子に──〝自殺しろ〟って命じてやるからッ！」




　乾いた音が響ひびき渡る。




　茜子の手にあったメロンパンが、コンクリートの床に転がる。

　衝しよう動どう的てきに、だった。

　何も考えていないと言ったら噓うそになるけど、自殺しろ、という言葉を聞いた瞬しゆん間かん、心のブレーキが外れてしまった。

　トンデモないことをした、僕がそう思ったのは、すべてが終わったあとだった。




　茜子を────平ひら手て打ち──した。
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　茜子は叩たたかれた姿し勢せいのまま、ずっと止まっていた。やがて表情を取り戻して、僕を睨にらみつけてくる。

「…………最低ッ……」

　目め元もとにじわっと涙が盛り上がり、見せないように顔をそむけ、駆かけ去っていく。

「女の子、ぶつなんて……」

「何てヤツだ」

　奥のカップルが、聞こえるように非ひ難なんの言葉を交わしている。

　頭を搔かきむしる。僕は何をやっているんだよ。本当に、何やっているんだよ……このバカが。




　　　　▽△




「エルフが居ない──？」

　 僕の声に、日下部くさかべが心配そうに頷うなずく。待ち合わせ場所の屋上に行った途と端たん、コレだ。

「とにかく小こ町まちに連れん絡らくを……」

「はい。小町でございます」

　屋上にいる他の生徒が、ざわざわ騒さわぐ。そら騒ぐだろうよ。スク水みずエプロンの幼よう女じよが、高校にいるんだから。

「お嬢じよう様さまに転てん送そうを頼まれまして」

「転送？」

　小町が掌てのひらを向けてきた。

　僕の足あし下もとに、虹にじ色いろの光の球きゆう体たいが発はつ生せいし、拡ひろがって地面を水に変えていく。

「うわっ、これって……シー・クレーターのッ！」

「空間スフィアと申します」

　小町が言い終える前に、球体が強い光を放つ。

　光が晴れると、そこは別の場所。江え戸ど川がわの土ど手てだ。

　これが小こ町まちの言う転てん送そうか。いわゆるテレポーテーションってヤツ。だから小町はありえない場所に居たり、急に居なくなったりしていたのかも。

　向こう側はタワーマンションの並ぶ市いち川かわ市し。昔、お袋ふくろにあのビルに住みたいってワガママ言ったっけ。

　近くに人ひと影かげは一つだけ。土手にエルフが座っている。

　僕が歩いていく途と中ちゆうで、エルフはふり返った。

「師し匠しよう……」

「ここにいたのか」

「絶ぜつ景けい、なんですよね？　普通ですね……」

「そうかもな。思い出補ほ正せいってヤツかも」

　エルフの横に座る。しばらく無む言ごんが続く。

　川面かわもはそろそろ沈もうかと迷っている太陽の光を受け止め、キラキラ輝いている。

「お互い、全部だそうか。どうせ、そっちも秘ひ密みつがあるんだろ？」

「…………」

「僕の心に、鮮せん烈れつに刻まれている人がいてさ。シュラフトで伝でん説せつを築いたプレーヤーなんだ。憧あこがれていたよ。少しでも近づこうと、子供ながらに必ひつ死しでさ……気づくと恋していた──あいつのためなら、何もかも投げ出せるぐらいに。なのに、突とつ然ぜん去っていっちゃって。リアルで病気になったって。治なおらないって。ずっと、あいつを追いかけてたんだよ。途と中ちゆうからあいつのためのシュラフトになっていたんだ。名前はスナイパーアルマっていってさ。リアルでどんな顔だかも知らない。なのに、僕は恋した……」

　ヤバいなぁ、泣きそうだよ。カッコ悪い。

「なあ、エルフ…………僕も託たくされたんだ。後こう悔かいがあるって言いやがってさ。参まいるよな……こんな弱いヤツに託しやがって…………」

「師匠は強いんです。誰だれよりも……」

「エルフ……？」

「わたしは、二号です」

「二号……？」

「一号の名は亜あ琉るです。スナイパーアルマですよ……師匠」

　亜琉って──。

　あの白はく昼ちゆう夢むに出てきた名前だぞ？　あのときエルフは亜琉の入った柩ひつぎにすがって泣いていた。二人が知り合いだって考えれば辻つじ褄つまが合うけど。

　でも、それじゃ〝あの夢が現実〟ってことになる。

「ちゃんと説明してくれ」

「人じん体たいの半はん分ぶん以上が水分ですよね？」

「六〇％だったか」

「亜あ琉るとエルフは、水から作られました」

「…………えっ……」

「制せい御ぎよされた空間断だん層そうを生せい理り食塩水すいに定着させ、そこに細さい胞ぼうを付ふ与よさせたもの」

「…………」

「ライヒェ・ツェーレ、日に本ほん語ごで《亡なき骸がらの涙》という意味です。要するに水みず人間です。その一号が亜琉。二号がエルフです。ゲシュペンストに対する決けつ戦せん兵へい器きとして試し作さくされました」

　ゲシュペンスト──幽ゆう艦かんのことか。間かん次じ元げんに存在するという、僕らの敵。人類を滅ほろぼすもの。

　その対たい抗こう手段としての水人間？

「どういうことだ……決戦兵器ってのは」

「ゲシュペンストの制御装そう置ちであるウンディーネというもの、これが亡骸の涙と同じ構こう造ぞうなんです。たとえばいまの女の子が柩きゆう艦かんになれるのは、エルフたちから採さい取しゆした変へん異い細さい胞ぼうを、インフルエンザの予防接せつ種しゆと称しようして注ちゆう射しやして、移い植しよくしているからで……」

　あの夢の中で、理り事じ長ちようは言っていた。亜琉はヴォルヴァで──ドイツ語のその言葉には、フュルギアの素そ体たいというニュアンスも含まれていた。

　どうやらあの夢は、間違いなく現実。

　柩に入っていたあれが亜琉で──。

　亜琉が、スナイパーアルマで──。

　待てよ。あれがアルマだって？　柩の中の水と、区別すらつかなかったぞ。こんな言葉は使いたくないけど、あれは人間とは違うものだった。それどころか、地球に居るどんな生物とも違う。

　生命と呼ぶのもためらってしまうような、とてつもない何かだ。

　亡骸の涙──。

　それが、アルマだって？　僕の初はつ恋こいの相手だって？

　冗じよう談だんじゃない。真実が重すぎて押し潰つぶされそうだよ……。

『シュラフトの最さい中ちゆうだったかね？　なら、ゲーム内のメール機き能のうを使って伝えてやりたまえ。その戦いが終わったら溶かすと』

　あれは、僕らの最後の戦い。

　あの日の、アルマだ。

　泣きたい。でも、僕まで泣いたらエルフが話せなくなる。こらえろ。

「おまえらが──すべてのフュルギアの始し祖そ、ってことか」

　答えようとしたけど唇くちびるが震えて、エルフは頷うなずく。

「おまえやアルマは、人類の敵を模もして作られているんだね」

　エルフは頷うなずく。

　それから彼女は声を掠かすれさせながらも、何とか告げる。

「人間……じゃない……です……」

　声が出ない。何か言おうとしたけど、言葉もない。

　柩ひつぎの中のアルマは確かに人間ではなかった。

　でもさ──、

　兵へい器きって何だよ。人間じゃないって何だよ。こいつは女じよ子し高生だぞ。クラスにも、僕なんかよりずっと溶け込んでいるのに──。

　エルフは腕の間に顔を埋うずめて泣く。

　川面かわもの穏おだやかなせせらぎに、エルフの嗚咽おえつが吸い込まれていく。

　思い出したことがある。

　父とうさんとケンカして泣いたことがあった。お袋ふくろはこの土ど手てに連れてきてくれた。僕はエルフみたいに泣いていて、お袋は泣き止やむまで見守ってくれていて。

　あの日のお袋みたいな優しい笑顔を、僕も浮かべられるだろうか──？

　僕の顔を見たエルフが、驚いたように目を瞠みはって、嗚咽を少しずつ収めて、やがてまた話す。

「アルマは死んで〝向こう〟に送られました。でも、記き憶おくのコピーがエルフの中に移い植しよくされています」

　理り事じ長ちようが言っていた。

『溶かす準備をしたまえ。魂たましいを《虚きよ無むの海》へと送り、残ざん滓しはエルフリーデに混ぜる』

　混ぜる、なんて簡単に言いやがって──。

「でも、混ぜられた記憶がエルフのモノなのか、アルマのモノなのか区別つかなくて……」

　嗚咽がエルフの声を浸しん食しよくし始める。

「キスの上うわ書がきって……あれは……」

「アルマの記憶かもしれません。エルフの感情かもしれません」

　何てこった……。

　エルフの言葉が、アルマのそれとシンクロすることがあった。

　あれは、本ほん物もののアルマかもしれないのか……？

「判わからないんですよ、師し匠しよう。いまものを考えている、この意い識しきがエルフなのか、アルマなのかも判りません。ぐっちゃぐちゃで、表現できなくて。アルマが培つちかった知ち識しきがあるはずなのに、上う手まく呼び出せなくて、自分が前に得た知識すら、空からっぽになっていたり……」

　そうか、エルフが滅めつ葬そう戦せんのことを何も知らないのは、記憶障しよう害がい──？

「ごめんなさい、師匠。だから答えられないんです。師匠を好きなのがアルマなのか、エルフなのかさえ判りません」

「………………」

　壮そう絶ぜつすぎるだろ。別べつ人じんの記き憶おくを移い植しよくだ？　ありえない。精神崩ほう壊かい起こしても不ふ思し議ぎじゃない。

　小こ町まちの言葉を思い出した。

『わたくしもお嬢じよう様さまも、ブルクハルト閣かつ下かの所しよ有ゆう物ぶつにすぎませんので』

　女じよ子し高生に凄すさまじい重おも荷にを背負わせて……挙あげ句くに、所有物だ？　ブルクハルト理り事じ長ちようをぶん殴なぐってやりたい。

「そう言えば、おまえ校こう内ない放送で呼び出されていたな。あのとき調ちよう整せい時間って……」

「水になっていないかどうかチェックして〝形を直す〟薬品の投とう薬やく量りようを調整する、っていう意味です」

　ヒルフェ剤ざいのことか。投薬しすぎると危ないって言っていたな。

「アルマは誕生の瞬しゆん間かんから、死が見えてました。細さい胞ぼうが拒きよ否ひ反応を起こして、水になり始めて……亜あ琉るが始めたのは、オンラインゲームだったんです。運動すると死し期きを早めてしまうから、肉体を動かすことも叶かなわなかった亜琉が、シュラフトの中では普通でいられたんですよ」

　僕の知らない、アルマの戦い。あいつは、シュラフトの外でも《死》と戦い続けていたのか。

「亜琉が心から笑ったのは、師し匠しようと一いっ緒しよにいたときだけです。亜琉を笑わせることができる天てん才さいは、この世に一人だけ──だから、師匠って呼びます。この先も、ずっと、永えい遠えんに……吉よし岡おか峰ほう介すけはエルフの師匠なんですよ」

　何てこった…………。

　僕はあの運うん命めいを嘆なげき、アルマを責めて──、

　でも、本当に哀かなしかったのはアルマで──、

　水に変わっていく自分と向き合わなきゃいけない、アルマの方で──、

　僕は何て、ちっぽけな男だったんだろう。

「なあ、エルフ………………アルマの後こう悔かいって……何だろう？　あいつは勝利を逃のがして僕を助けた。目的は、女じよ王おうを倒して優勝することじゃなかった……」

「アルマは、あの瞬間、小声で呟つぶやきました。『犠ぎ牲せいで成り立つ勝利なんて、要いらない』って」

　自じ己こ犠牲。

　聞こえはいい。あのとき僕は、そうすべきだと思ってたし、アルマも理解してくれるはずだと信じて疑わなかった。だけど、アルマには許せなかったのかもしれない。

　命を失うという事実を、甘く考える僕を──。

　生まれたときから、喉のど元もとに死を突きつけられてきた少女の前で、僕は『死んでも、たかがゲーム』と軽んじた。

　生まれてすぐ水になり始めた少女だ。この世界を憎にくんで当然だった少女だ。

　なのに、僕の前であんなに……あんなにたくさん、笑って──……、

　あんなに綺き麗れいに笑うなんて反はん則そくだよ。

　残された僕が、切なくて、胸が千ち切ぎれそうになるじゃないか……。

　目を閉じて、アルマの言葉を思い出す。

『この素す晴ばらしい世界が終わろうとしている』

『どうかその手で救ってくれ。コールド・スネイク──貴き様さまに託たくす』

　僕は託されたんだ。

　憎にくんで、見み棄すてても当然だった世界を、アルマは救おうとしていた。

　世界を救うなんてガラじゃないけど、やらなきゃ。あいつのために──。

「…………はは……あはは」

「師し匠しよう？」

「やることが途と方ほうもなくて、どこから手をつけたらいいのか判わからないよ……」

　僕は腰を上げる。

「戦うことから始めよう。それがきっと……アルマへの弔とむらいになるから」

　エルフに手を差し伸べる。

「ついて来てくれないか？」

　エルフは晴れ晴れとした泣き笑いをしながら手を取り、「はい！」と答える。

　……ったく。その笑顔、素す敵てきすぎるぞ。
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〔本日は全日に本ほん滅めつ葬そう選せん抜ばつ公式戦せんをお送りしています！　本ほん年ねん度どは大型新しん人じんの加か入にゆうが相あい次つぎ、大荒れの模も様ようです。早くもレベル１の小学生たちが、レベルが二ふた桁けた級きゆうのベテラン艦かん隊たいに制せい圧あつ勝利を見せるなど、番ばん狂くるわせが続いております。第一回戦、五試合目めは──注目株かぶの新人、野の尻じり艦かん隊たいと、吉よし岡おか艦隊の一戦です！〕

　ホログラムのウインドウには、テレビ中ちゆう継けいが映っている。見けん物ぶつ客きやくが岸を埋め尽くし、声せい援えんを送っている。ヘリの空くう撮さつが、僕の自じ宅たくも映した。『お兄にいギャん頑がん張ばって！』と血ち文字で書かれた横おう断だん幕まくに、早くも心が折れそうだよ。

　アナウンサーは聞いたことがある声。シュラフトで動どう画が中継していたあの人だね。

〔解説の生なま田た部べさん。野尻艦隊の編へん成せいは、ガヴロン級コルベットの三さん姉し妹まいに、ＤＤＨ護ご衛えい空くう母ぼ。そして電でん子し艦である野尻茜あかね子この五隻せき編成ですね？〕

〔注目すべきは、野尻のずば抜けたジャミングとステルス能力です〕

　茜子の映えい像ぞうが流される。シュラフトのときと同じ形けい状じようだ。改かい修しゆうの必要もない、ってわけか。

〔対する吉岡艦隊ですが、まずはリーゼ級巡じゆん洋よう戦せん艦かんエルフリーデの紹しよう介かいから……〕

　エルフの映像がテレビに映る。

「師し匠しよう、エルフ映ってますよ！　ねえっ！」

「喜ぶのは早い。黙だまって、覚かく悟ごしておきなよ」

　…………しん、と会場ごと静まり返る。

〔………………戦艦……？〕

　逡しゆん巡じゆんのような時間が流れたのち、爆ばく発はつするようにギャラリーが沸わく。

　ＷＡＡＡじゃない。ＷＡＨＡＨＡ、だ。

〔まんま戦艦です！　あの戦艦大和やまとの砲ほう台だいをのっけちゃいました！　超ちよう弩ど級きゆうの未み来らい艦かんが台なし──ぎゃはは、すいませんっ！　はは、笑いが止まんなくて……ミサイル全ぜん盛せいの時代に、大たい艦かん巨きよ砲ほうってッ！　間違いなく選抜戦最さい大だいのネタ艦です！　一勝できるか楽しみです〕

　中継席せきが映る。解説の人が顔をしかめている。

〔救きゆう済さい宣せん言げんのときに見た世界一いち有名な柩きゆう艦かんですね。二に次じ装そうするなんて勿もつ体たいない。誰だれか止める人は居なかったのでしょうか〕

　エルフは中継映像を指ゆび差さして、口をあわあわさせてる。

「ななななななあァァ──っ!?」

「いや、あっちの反応が正しいって……」

〔生田部さん。一方、所しよ属ぞく艦の日下部くさかべですが、こちらはレアですね？〕

〔地面効こう果かという方法で揚よう力りよくを得て低てい空くう飛行するウィグという乗り物です〕

〔飛ひ行こう機きなんですか？〕

〔船せん舶ぱくや艦かん艇ていとしても扱われます。言わばハイブリッドですかね〕

〔以上二隻せき編へん成せいです。最後になりますが、エルフリーデのコマンダー、吉よし岡おか峰ほう介すけは葬そう技ぎを使えない体たい質しつですね？〕

〔一般的に葬そう欠けつと呼ばれるタイプのコマンダーです。戦せん術じゆつによっぽどのアドバンテージがないと、このタイプは生き残れません〕

　──やっぱ言われたか。

　下にＳＮＳのコメントが流れている。〔葬欠乗のせる意味あるの？〕とか〔戦せん艦かん＋葬欠ｗｗ〕とか散さん々ざんに書かれている。

「このアナウンサー、ムカつきます」

　エルフがふくれっ面つらをしながら、テレビのウインドウを消す。

　水すい貨かを確かく認にんする。テレビ中ちゆう継けいが入れば、柩きゆう艦かんは観客の目に留まる。観客はその艦かん隊たいを気に入ったら水貨を投とう資しできるシステムだ。なのに、いまので入ってきた水貨は一〇〇〇〇ちょい。全部、日下部くさかべ宛あてだった。エルフは大たい艦かん巨きよ砲ほうだし、僕は葬欠。こんな艦隊に投資するなんて相当な物もの好ずきぐらいか。

　バトルフィールドの空を断つように、巨きよ大だいな赤い幕まくが下りる。この遮しや断だん幕によって、相手に知られず初しよ期き位置を配はい置ちできる。日下部は、できる限り前方。エルフは後方、ホームベース手前だ。

　フィールドは空間断だん層そうだらけ、ノルウェーの峡きよう湾わん地ち形けいのような曲がりくねった海の道だ。ミサイルを飛ばして一気にカタをつける。なんて芸げい当とうは無む理りだろう。

　空に表ひよう示じされていたカウントダウン・ホログラムが残り少ない。そろそろ始まるな。

　カウント・ゼロ──開かい戦せんだ！

「日下部突とつ撃げき！　とにかく進めッ」

〔了りよう解かいです！〕

「エルフ、まずは零ゼロ式しきを飛ばす」

「待ってました！」

　エルフがコントローラを手に取ったので、横からぶんどった。

「自動プログラムを組んである。一いつ切さい手出しするな」

「ええぇぇ──ッ？」

　エルフはふくれっ面をしながら、水上観かん測そく機きを飛ばす。僕はその間に安いボットを買う。

「おりょ？　師し匠しよう……ボットの頭にある、あのクルクルは……？」

　エルフが気づいたのは、風ふう車しやのついたニワトリの形をした金きん属ぞく板ばん。

「風かざ見み鶏どりだよ。風の方ほう位いと風ふう速そくがデータリンクを通して集まってくる」

　航こう路ろを定めて、自じ陣じん三番ベースに向かう。

　ウインドウに目を通す。日下部くさかべとボットのレーダーによって海かい図ずが作られつつある。守りを固めるべきは、敵てき陣じん一番ベースの立つ海かい域いき。大きいカーブの裏が広い海域になっていて回かい避ひしやすく、危なくなっても離り脱だつしやすい。日下部が活かつ躍やくできそうだ。

〔電でん波ぱ探たん知ちに反応！〕

　日下部の緊きん迫ぱくした声が通つう信しんウインドウから響ひびく。

　海図にデータが送られてくる。タッチするとレポートが出る。

「敵の通信電波かなぁ。データリンクかも……」

〔接近してきてます。本ほん体たいがないのに〕

「本体が……ない？」

　胸むな騒さわぎがする。僕の思し考こうは、不ふ吉きつな方向へと漂ただよい始め、やがて最さい悪あくな結けつ論ろんを導き出した。

「ステルスミサイルだ！」

〔えっ、何です？？？　あ、ミサイル通つう過か！〕

「狙ねらいはこっちかよッ！　やられた──、」

〔一発だけ機き銃じゆう掃そう射しやで墜おとしました〕

「よくやった！　日下部、敵てつ機きがそっちにいるはずだ！」

〔見えませんよッ？〕

「電波探知を最さい大だい出力にして探して！」

〔──いましたッ！〕

「死ぬ気で撃うち落として！　そいつがリモートコントロールを中ちゆう継けいしている！　エルフ、主しゆ砲ほう発はつ射しや準備！」

　メイン・スクリーンに艦かん橋きようカメラの映えい像ぞうを大おお写うつしにする。

　エルフがウインドウを操そう作さして、主砲に上を向かせる。見た目は戦せん艦かん大和やまとの四六センチ三連れん装そう砲ほう塔とうだけど、中なか身みは電でん磁じ砲ほうに改かい造ぞうした。動きも機き敏びんになり、発射速そく度ども上がった。これでギリ使えるレベル。最初から電磁砲を買っていれば、半はん額がく以下で済む。ホッント無む駄だ遣づかい。

　艦橋カメラを操作し、空を探る。いた！　小さい影が八つ──ミサイルだ。

〔敵てつ機き撃げき墜つい！〕

「ナイス！」

　これで、ミサイルの誘ゆう導どうはミサイル自身のＡＩに委ゆだねられた。砲の動きを見て躱かわすなんてことはできない。

　空間断だん層そうによる地形は、予測がつかない。だからよほど開けた地形でない限り、いきなりはミサイルを飛ばさない。空間断層に当たって終わるだけだし。艦かん艇ていから手しゆ動どう誘ゆう導どうすればどうにかなるけど、それだと電波が途と中ちゆうで届かなくなる。

　そこで茜あかね子こが取った作戦は──、

「電でん子し戦せん機きのリレー中継で電波を繫つないで、ミサイル手動誘導とは考えたね……こっちにとって最さい悪あくの先せん制せい攻こう撃げきだ」

　画が像ぞう解かい析せきでロックオンして、主しゆ砲ほうを自動追つい尾びモードにする。

「──間に合えッ！」

　ミサイルが迫る中、主砲発はつ射しやボタンを叩たたき押し──、

　カメラ映えい像ぞうが閃せん光こうと煙で埋まる。衝しよう撃げきで艦かんが揺さぶられ、床が跳ね上がる。

「きゃあああっ！」

　エルフの衣い装しようが閃せん光こうを放つ。光った箇か所しよに六ろつ角かくモザイクが発はつ生せいし、そのモザイクが消しよう滅めつしていく。これはセルブレイク。艦の装そう甲こうにダメージが入った証しよう拠こだ。
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　僕はシートから落ちて転がり、同じように倒れたエルフともみくちゃになって──……‥

　振しん動どうが収まる。終わったかな。手をついて身を起こそうとしたら、むにゅっとした！

　僕の手が、エルフの乳ちちをキャッチしている。しかも、摑つかんだ部分だけ破れている。

「ししししししょ！」

「不ふ可か抗こう力りよくだだだ！」

「でででですよね！」

　同時に起き上がって、シートに戻る。エルフの顔が真まっ赤か。僕もめっちゃ顔が熱い。ああもう、戦せん闘とう中ちゆうなのにやりにくい！

　ダメージは右みぎ舷げんやや前方軽けい微び。エルフの乳付ふ近きんが破れているのはそのせいか。だけど、破れ具ぐ合あいはあまりに小さい。

「近すぎる距離で撃うったからダメージ覚かく悟ごだったのに……凄すごい装そう甲こうだね」

　対たい処しよには成功した。だけど、正直キモが冷えたよ。茜あかね子こがやった芸げい当とうは、僕がシュラフトをやっていた頃ころには平へい然ぜんとやっていた。長いブランクがあることを、痛つう烈れつに感じる。

　久しく忘れていた感覚が、ムラムラと込み上がる。

　…………楽しいなあ……。

〔無ぶ事じですか!?〕

「心配ないよ、日下部くさかべ。とにかく進しん軍ぐんして」

　笑い声を思わず漏もらしてしまった。

〔吉よし岡おかくんッッ!?〕

「──いや、ごめん。ピンチになると楽しくてさ」

〔ハァ……？　ピンチが楽しい？〕

「日下部どうしましょうっ？　師し匠しようがおかしくなりました！」

「僕はこういう性格だから、おまえらが慣れてよ」

〔慣れろ、って……〕

　エルフが自じ陣じん三番ベースに着いた。制せい圧あつを開始するけど、ゲージ進行はやっぱり遅い。その間に日下部が自陣二番ベースに近づく。

〔さあ二番ベースにコンタクトしましたよ。どうやって守ります？〕

「通りすぎて」

〔なっ!?　制圧もナシでッ？？？〕

　 僕は海かい図ずにマーカーを置く。

「ここに向かって」

〔──って、敵てき陣じんじゃないですか！〕

「盲もう点てんがそこにある」

　反はん論ろんしかけた日下部が、ぐっと言葉を吞のむ。

〔相手は、わたしの制圧時間を計算して動いている──？〕

「当たり。で、いま飛び込めば……？」

　日下部が笑えみを浮かべ、操そう作さ系けいのウインドウに手を伸ばす。

〔防ぼう御ぎよがガラ空あき、ですね！〕

　海かい図ず上じようの日下部を示すマーカーが、ぐんぐん加か速そく。自陣一番ベースを通つう過かして、センターラインを突とつ破ぱ。敵陣に侵しん入にゆうして、地ち形けいは大きなカーヴに差しかかる。

「レーダー最大照しよう射しや」

　表ひよう示じ盤ばんに三つの敵てき艦かんマーカーが映る。先制探たん知ちだ。驚いたろう？

「日下部、ミサイル──フルファイア！」

〔えっ、フル？〕

「撃うち尽くしてすぐ反はん転てんして。魚ぎよ雷らい発はつ射しや用ようのマクロを送ったから、離り脱だつしながら実行」

　僕の言葉に従い、日下部くさかべがミサイル一二発同どう時じ発射した。

　敵は大おお慌あわてで迎げい撃げき準備しているだろうね。けど旧きゆう式しきの格かく安やすミサイルだし、ぶっちゃけ命めい中ちゆうの可能性は低い。意い図とするのは撃げき沈ちんじゃない。敵は防ぼう空くうに気を取られ、日下部が離脱する際に発射した魚雷など気づくこともない──。

　そっちが、本ほん命めいなんだけどね。

　笑い声を漏もらしちゃった。

「師し匠しようそれやめて下さい。怖こわいです……」

　日下部が離脱すると、レーダー探たん知ちが消え、敵てき艦かんの状況が見えなくなる。

〔吉よし岡おかくん、この魚雷全ぜん然ぜん当たりませんよ？〕

「当たらなくていいよ」

〔はいィ？〕

　レーダー表ひよう示じウインドウから警けい告こく音が発される。日下部の後方に、艦かん載さい機きが居るらしい。

〔マズいです……吉岡くん、敵てつ機きが来ました！〕

「後こう退たいして自じ陣じん一番のベースに戻って」

〔追い討うちされますよ！　対たい空くう装そう備びなんかつけてないですし、きゃああ──ッ〕

　敵機から対たい艦かんミサイルが放たれる。

　──ミサイルが猛もうスピードで迫り、当たる！

　と、思った次の瞬しゆん間かんに、ミサイルが『撃げき墜つい』マークに変わる。通信ウインドウには泣きそうな顔した日下部が映っている。怖こわ々ごわと周囲を見回す。

〔……あ…………あれ？　ミサイル消えましたよ……？〕

　無ぶ事じ、成功か。実験の機き会かいがなかったから怖かったけど。

　アクティブ防ぼう護ごシステム──イージス防空システムに似ているけど、ミサイルじゃなく弾たまを発射して敵ミサイルにぶつける。安上がりで射しや程ていの短いイージスってところかな。

　日下部は自陣一番ベース制せい圧あつを成功。対たい空くうターレットを購こう入にゆうして、敵機も追い返す。

　何とか危き機きを脱したか──。

　戦せん況きようをざっと確かく認にんする。こちらは三番ベース制圧中ちゆう、日下部が一番ベース制圧に成功した。相手は日下部に制圧を邪じや魔まされたので、しばらく制圧ができないペナルティが入って、制圧ベースはなし。スコアで表すと一対たいゼロ。こっちがリードしている。

「よし、エルフ。今度はおまえに動いて貰もらうぞ」

　艦エルフの位置を微び調ちよう整せい。三番ベースの制圧を失わない範はん囲いで動く。いい位置で止めて、海かい図ずを立りつ体たい表示に切り替えて《空の道》を確かく認にんする。大だい丈じよう夫ぶだ。この位置からなら弾だん道どうを確かく保ほできる。

「何です？　大量の数字送おくってきて……」

「プルートーからの計けい算さん結果。弾だん道どう計算、風力補ほ正せい、コリオリの力。ジャイロデータ、砲ほう弾だんの空力、波の予よ測そく、反動の計算」

「師し匠しよう、日に本ほん語ごでおけ」

「日本語だよッ！　このデータを射しや撃げき管かん制せいのステータスに導入してさあ……」

　エルフは引きつった半はん笑わらいをしている。

「……解わかってないでしょ？」

「わっ、解りますよっ？　何を失しつ礼れいな！」

〔ボットが大量に来ました！〕

　日下部くさかべの切せつ羽ぱ詰まった声。

　戦せん況きようを確かく認にんする。おっと、敵てき陣じん一番ベースを取られたか。さすが超ちよう小型の艦かん艇てい、コルベットだけあって、ペナルティ解かい除じよされれば制せい圧あつはほんの一いつ瞬しゆん。これでスコアは同点──いや、敵陣二番ベースを制圧された。スコア一対二──向こうのリード。

　僕は探たん知ち系けいの新しいウインドウを開く。敵てき艦かんが全部で三つ。ボットの影も多数ある。

　いまから日下部にターレットを買わせても、浮ふ上じようしてスタンバイする間に先制攻こう撃げきくらって壊こわされてしまう。いったん退ひくか。

「さらに退たい却きよ。自じ陣じん二番ベースね。で、ＭＫ45軽けい量りよう砲ほうターレットと、ファランクス・ターレットってのを召しよう喚かんして」

　日下部が移動を開始。圧あつ倒とう的てきな速さで自陣二番ベースに到とう着ちやくする。ウィグ、マジ凄すごいな。移動スピードだけなら、全ぜん艦かん艇てい中ちゆうトップかもしれない。さすがレアシップ。

〔でも、いいんですか？　撤てつ退たいしたから敵艦のレーダー探たん知ちが消えましたよ？〕

「日下部が撃うったのは魚ぎよ雷らいじゃないよ。無む人じん潜せん水すい艇ていだ。こいつに積まれた磁じ気きセンサーで、相手に気け取どられる心配なく敵の動きを摑つかめるし、データの中ちゆう継けいもやってくれる」

　ピロ、と音がして、エルフのやっていた自陣三番ベースの制圧がようやく終わった。

　向こうも敵陣一番べースを制圧してきた。

　スコア二対たい三、向こうがリードし続けている。

　コルベットは確かに弱い。けど、こうやって多数のベースを制圧されると、召喚できるボットの数が増える。一方、僕らは召喚できるターレットの数に制せい限げんを受ける。だんだん不利になっていくというわけだ。どうにかしないと……。

　ウインドウに指を伸ばした途と端たん、通信に断だん線せんの表ひよう示じが出る。

「マズったかも……」

「何です？」

「日下部とのデータリンクが切れちゃって、射撃管制が更こう新しんされないから撃てない」

「エルフに撃たせてください」

「へ──？」

「アルマだって、データなしでも当ててました。エルフにもできるはずです」

　どうする……？　こいつの脳のうには、アルマが住んでいる。だけど、それが完かん璧ぺきな継けい承しようである保ほ証しようはない。順じゆん当とうにやるなら、日下部くさかべとのリンク回復を待つしかない。しかし時間を消しよう費ひする。

　磁じ気きセンサーに反応。敵てき陣じん一番ベース付近に敵てき艦かんが増えて四隻せきになった。集しゆう結けつした戦せん力りよくと大量のボットで前ぜん線せんを押し上げてくる流れだ。

　スコアが動く。二対四。自じ陣じん一番ベース制せい圧あつされちゃったな。

　向こうはボットをガンガン召しよう喚かんできるけど、こっちは制せい限げん入った。かなり不利な戦せん況きようだ……。

　 …………ここは攻めるか。

「エルフに任せる」

「了りよう解かいしましたです！」

　ふん、と鼻はな息いき荒く、エルフはマックスＢＯＸのコントローラを構える。艦かん橋きようカメラの映えい像ぞうを出す。映像には弾だん道どうを示すマーカーが表ひよう示じされている。エルフはマーカーを切った。映像の解かい像ぞう度どだけを最高値ちに上げている。

「……えっ？？？」

「チートは要いりません！　裸ら眼がんでおけです！」

「って、待て！　あんなに厚い空間断だん層そうを視し認にんできるわけが……」

「見えます。師し匠しよう──いっきますよォォオオオオ！」

「えっ、えっ、エルフ、おま！」

　Ｒ２ボタントリガー・リリース──。ドン、と床が震え、主しゆ砲ほうが火を噴ふく。

　映像を確かく認にんする。弾だん道どうがズレている。やっぱこいつに任せるんじゃなかった。

　砲ほう弾だんは空中の空間断層にぶち当たって跳ちよう弾だんし──空中トンネルに入っていき──、

　奇き跡せきが起こった……、




　表示盤ばんに、二つも『撃げき沈ちん』マークが出た！




「ワンショット・ツーキル！　ひゃほーい♪」

　飛び上がって狂きよう喜きするエルフ。

　ありえない……跳弾て。意い図と的てきに起こすものじゃないだろう……？

「師匠、褒ほめて！　エルフ凄すごいですよね!?」

「喜ぶのはあとだ。空くう母ぼをやれ」

　エルフはコントローラを拳けん銃じゆうのようにくるくる回し、構える。

「遠えん慮りよなくぶっ放しますよ！」

　艦かん外がいカメラに映る電でん磁じ砲ほうが、砲ほう煙えんを発する。集中して弾たまの行方ゆくえを見守る。

　命めい中ちゆうだ！

　空くう母ぼにも撃げき沈ちんマークが出る。だけど……、




　ピ──ッ。




　警けい報ほう音おんが耳に入る。僕は、その音の意味を知っている。なのに脳のうが受け入れようとしない。

「そんな……バカな……」

「師し匠しよう？」

　エルフも気づく。レーダー表ひよう示じ盤ばんに映る輝点グリツド。

　解かい析せき結果が表ひよう示じされる。未み来らい型がた攻こう撃げき機きＡＳ─９《ダイブイーグル》────九機編へん隊たい。

　空母は倒したはず。

「空母からの制せい御ぎよもなしに、艦かん載さい機きを飛ばせるはずが……」

「師匠、どうしましょう……師匠!?」

　攻こう撃げきの第一波ぱが到とう達たつし、衝しよう撃げきで床が震える。慌あわただしく警報が鳴る。

「痛ッ──、」

　エルフの顔が歪ゆがむ。僕はシートを立ち、崩くずれそうなエルフを支える。

　幻げん体たいの衣い装しようが閃せん光こうを発してセルブレイクする。特にスカートと太ももが露ろ出しゆつしている。後部甲かん板ぱんに直ちよく撃げき弾だんをくらっている。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかッ!?」

「大丈夫です、指し揮きを……」

　自分のシートに戻った途と端たんに、絶望的なものを目にした。

　それは艦かん外がいカメラの映えい像ぞうだ。ダイブイーグルが巨きよ大だいな爆ばく弾だんを落としている。

「ＭＯＰ……」

　大型マツシブ・貫通オードネンス・爆弾ペネトレーター──頭かしら文も字じをとってＭＯＰ。エルフの装そう甲こうにさえ、致ち命めい的てきなダメージを与える超ちよう大型爆ばく弾だ。

　僕はどこかで安心していた。大たい艦かん。固い守り。用意した切きり札ふだ──。




　だけど、現実はこれだ。




　ワゴンは、僕の手を読んでいた。読みきって、逆ぎやく転てんの秘ひ策さくを用意していたんだろう。

　対たい空くう散さん弾だんでも小さい傷しか付かなかった強固な装甲なのに、一発くらうごとにエルフの幻体は大きくセルブレイクしている。このままじゃ沈む。

　我に返って動こうとした瞬しゆん間かんだった。

　轟ごう音おんが耳をつんざく。戦せん闘とう指揮所しよが閃せん光こうに包まれる。

「……ッうわあああ！」

　爆ばく煙えんと、落ちてくる大きな瓦が礫れきが見えて──……、

　意い識しきを保っていられたのは、そこまでだった。




　　　　▽〔過去　海境元年〈13才〉一〇月二一日〕△




　僕は丘に寝ね転ころんでいる。丘のある草原と、湖みずうみ。Ｚ74ロビー──いつもの場所だ。

　湖には電でん子し指し揮き艦かんビートルワゴンと、狙そ撃げき駆く逐ちく艦かんアルマが並んで浮かんでいる。

　オートマトンたちが修しゆう理りを行っている。

　時間が余っているので、僕はウインドウを操そう作さしてゲーム内メールの確かく認にんをしている。

　読み終わってから溜ため息いきをつく。

「……どうしたのだ？」

　樹じゆ木もくの枝に、座る人ひと影かげがある。

　アルマの幻げん体たいだ。迷めい彩さいチャイナドレスを着ている。胸がはち切れそうで目の毒どくだ。

「色々訊きいてくるヤツがいてさ」

「誰だれだ？」

「会ったことないヤツだけど、チャット経けい由ゆでフレンドカード貰もらった」

　アルマはポニーテールをふわりと舞わせ、樹きから地面へと飛び下りる。

「女の子か？」

「えっ!?」

　アルマは歩きながら笑う。笑っては、いるんだけど……。

「冗じよう談だんだ。それほど焦あせることあるまい」

「目が笑っていないよ」

　僕の側そばまできて、屈かがんでメールを覗のぞき込む。

「艦かん載さい機きに自動プログラムをかまして完全自じ立りつ飛ひ行こうをさせたい、と言っているのだな。戦せん闘とう言げん語ごにチャレンジするとは、なかなかの根こん性じようではないか。どんな艦かんだ？」

「自分は空くう母ぼだ、って言っているけど、質問の内容からそれも怪あやしいかなあ。コマンダーかもしれない」

「女の子か」

　ビクッ──と、アルマをみる。笑っている。笑っては、いるんだけど……。

「冗談だ」

「だから、目が笑っていないって」

「他にも訊いているのか？」

「ダメ出ししまくっていたら、最近やっとマトモなこと言うようになってきて……」

「弟で子しか」

「え？　まさか」

「おまえが、指し導どうしたのだから弟子だ。かつてわたしが、おまえにしたように」

「……弟子」

　僕は送られてきた戦せん闘とう言げん語ごのエラー箇か所しよを直し、『四五点。もっとがんばりましょう』と書いて返信しておく。

　アルマは横に座って、摘つまんだ花の匂においを嗅かいでいる。

　微ほほ笑えんで────花を、風に預ける。

　花が舞いながら大空に消えていく。

「なあ、スネイク」

「ん？」

「おまえは、何のために勝利したいのだ？」

「理由が……必要なのかな」

「わたしは思うのだ…………勝ち残る人間は、魂たましいに底をもつ人間であるとな」

「底？」

「人は負けそうになると、どんどん落ちていく。ほとんどの者は、落ち続けて去る。でも勝つ者は、底を見出みいだす。それ以上は落ちない場所だ。だから這はい上がれる」

「……どうすれば見つかるんだ？」

「人によって違うし、見つけようとして見つかるものでもない」

「酷ひどい話だね……」

「スネイク。わたしは思うのだ。全力を出したら、悔くいはないとか──すっぱり諦あきらめられるとか。そんなのは綺き麗れい事ごとだと」

「アルマ……？」

「悔いは残る。何度でも這いあがって、いつかはと──思い続ける。それが人間だ。でも、神は這い上がれるかどうかさえ、ダイスの目によって決めようとする」

「何の話だ……？」

　アルマは微笑む。いつもと違ったところはないし、上う手まくは言えないけど──凄すごく無む理りをしているように思える。

「おまえには、まだチャンスがある──という話だ。では、また。おやすみ」

　アルマは光の粒りゆう子しを散らして消え、ログアウトする。




　　　　▽△




　────おまえは、何のために勝利したいのだ？




　脳のう裏りで響ひびく、アルマの言葉。

　景色けしきが暗い。

　雷らい鳴めいのような音。閃せん光こうと、火ひ花ばな。身体からだを走る痛み。

　悲ひ鳴めいが聞こえる。

　力が入らない。

　意い識しきが闇やみに堕おちていく。

　このまますべてを手放せ、と悪あく魔まが囁ささやく。




　────おまえは、何のために勝利したいのだ？




　アルマの声が聞こえる。何のために、なんて考えたことはない。

　楽しいから始めた。やっていく間に意味は見つけたけど。ゲームなんてそんなものだ。

　でも──アルマにとっては違った。

　あいつにとってシュラフトは、人生そのものだった。

　現実の亜あ琉ると呼ばれる肉体は、水を張った柩ひつぎの中にあった。水と区別がつかないのに、それは肉体だった。

　柩で過ごし、柩で死ぬ。

　草の匂におい、水みず辺べを渡る風、可か愛わいいもの探し──そういうありきたりなものですら、現げん実じつ世界では手に入らなかった。柩を出ることもできない身で、周りには実験の道具として扱われて。

　世界のためとか、使し命めいとか、正当化かする言葉はたくさんある。でも、連れん中ちゆうのしたことはアルマの人生を弄もてあそんだだけだ。

　納なつ得とくなんかできるはずない。はずないのに、あいつは──した。

『……わたしは、戦いたいんだよ、少年』

　あいつはそれでも、戦う道を選んだ。

　残された時間を、果てるまで戦い、道を示した。誰だれにでもできることじゃない。

　シュラフトで評ひよう価かされ、賞しよう賛さんされるべきプレーヤーは僕らでもクローディアでもない。

　スナイパーアルマなんだ。




　なのに──、




　あいつは、奪うばわれた。

　神が気き紛まぐれに振るダイスによって。

　肉体が水になっていくなんて冗じよう談だんに、付き合わされた。

　未来なんて余るほどあったはずなのに。何もかも奪うばわれて。




　────おまえは、何のために勝利したいのだ？




　音声コマンドを入力したけど反応がない。マトンが近くにいないのか、爆ばく音おんにかき消されているのか。タッチ入力しないとダメだ。

「……僕は、納なつ得とくしてないぞ……」

　指に、力を込める。

「こんな不ふ条じよう理り、認めてたまるかよッ……あいつは、愛してたんだ。シュラフトってゲームを、誰だれよりも……」

　痙けい攣れんする指に、力を込め続ける。

「世界はフェアで、理り路ろ整せい然ぜんとしてなきゃ……いけないんだよ」

　指を、曲げる。震えながら少しずつ曲がっていく。

「神が不条理を強いるなら、僕は悪あく魔まになって神を殺してやるッ……」

　ぎこちなく指が動き始める。

　目の前にぼおっと見える、立体映像ホログラムのウインドウに手を伸ばし──……、




「────そいつが僕の、魂たましいの底だッ!!」

『防ぼう空くう一いつ斉せい射しや撃げき』と書かれた、自動プログラムの実行ボタンに触れる。

　自動プログラムがスタートし、轟ごう音おんが何度も鳴る。艦かんが揺れまくる。鳴り響ひびいている警けい報ほう音おんのうち、敵のロックオンを示す音が消える。敵てつ機きを倒したのだ。

　僕は瓦が礫れきの下した敷じきになっている。横に転がして出口を作ってから這はい出る。身体からだ中じゆうが痛い。煙が充じゆう満まんして、ウインドウもよく見えない。

「排はい気き実行、緊きん急きゆう修しゆう復ふく開始──」

　マトンに近づいて音声コマンドを実行すると、ようやく視し界かいが戻り始めた。

　エルフの戦せん闘とう指し揮き所しよの天てん井じようは崩くずれ、床は瓦礫で埋まっている。

　やけに痛むと思ったら、額ひたいから出しゆつ血けつしている。

　エルフを見る。衣い装しようは削けずれすぎて、肌はだと半々ぐらいだ。僕の顔をみて、力なく呟つぶやく。

「師し匠しよう…………」

　しゃがんで、エルフを助け起こす。

「おまえは、二番弟で子しだ」

「……ハイ？」

「いま戦ってるヤツが、一番弟子だったんだよ」

「茜あかね子こさん……ですか？」




「僕から、こっそりレクチャーを受けていた。僕の隣となりでシュラフトをプレイし続けて、その合あい間まにわざわざ他た人にんを装よそおってメールしてさ。僕の隣にいるんだから口で訊きけばいいだけなのに、あいつも何なに考えてたんだか。でも、そのせいでピンとくるまでに時間がかかった。茜子の採っている戦せん術じゆつは、メールで〝弟で子し〟として修しゆ行ぎようした成果だ」

「どうりで強いはずですよ……」

「教え方がいいからな」

　弱々しく笑うエルフの前まえ髪がみをくしゃくしゃ、ってやって──、

　近くのウインドウをジェスチャーで寄せて、指し揮きに必要な全ウインドウを集めて、僕の周囲に配はい置ちする。

「戦う魂たましいは残っているか」

「タフなだけが取り柄えの、超ちよう弩ど級きゆう巡じゆん洋よう戦せん艦かんですから」

　素す早ばやく情報に目を走らせる。

　中ちゆう破はクラスのダメージ。だけど、エルフが装そう甲こう内ないに収しゆう納のうしてくれたみたいで、兵へい装そうはどうにか無ぶ事じ。いけそうだ。

「敵は艦かん載さい機きも爆ばく弾だんも使い果たした──ってことは、どういうこと？」

「今度は、こっちの番ってことですよ！」

「正解！」

　リペア・ターレットを購こう入にゆう。

　補ほ修しゆうが始まる。データリンクが回かい復ふく。

「日下部くさかべ！　生きているか!?」

〔もうボロボロですよ！　装そう甲こうの厚いボット作られて、守りを固めまくったコルベットが攻めてきました！〕

「魚ぎよ雷らいを一発だけ発はつ射しやしてくれ」

　データリンクから送られてきた磁じ気きセンサーの探たん知ち情報を、判わかりやすく視し覚かく化かして、ウインドウごとエルフに投げてよこす。

「目もく標ひようは高こう速そくで移動してる。一二秒で探知から抜ける。予よ測そく射しや撃げきを……」

　エルフは、マックスボックスのコントローラを抜き、くるくる回して構える。

「理り屈くつはいいです、師し匠しよう。こんなモンね……」

　コントローラを拳けん銃じゆうのように突き出す。

「エルフにとっちゃ、ハエ以下ですよ」

　龍りゆうが吠ほえるような砲ほう撃げき音おん。艦かん外がいカメラの映えい像ぞうを見る。砲ほう弾だんは空へと吸い込まれていき──、

「日下部、波がくるから。高度上あげといて」

〔はい？？？〕

「エルフが敵を一いつ掃そうする。壊こわれたターレット召しよう喚かんし直してホームベース目め指ざして斬きり込んで」

〔敵てき陣じんって──わきゃあああああっ、ホントにきたああ！　波でつんのめるぅうう！〕

「そんな可か愛わいい悲鳴上げても、萌もえてやらないぞ」

　磁じ気きセンサーの探たん知ち目もく標ひよう、すべて消しよう滅めつ。

〔ホームベースに行って、何するんです？　わたし弾たま切ぎれですよ……〕

「茜あかね子この勝利の方ほう程てい式しきは、美しすぎる。可能性を超えた動きをされるだけで、あいつは焦あせる」

〔そんな……曖あい昧まいな〕

「判わからないだろうね。電でん子し艦かんであるということは、それだけで恐きよう怖ふなんだ」

　ワゴンに乗って戦っている最さい中ちゆうに、たびたび不安を感じた。

　防ぼう御ぎよ力りよくは弱く、自らは決して目立てず、敵が目の前を通りすぎても何もできない。

　戦いから除じよ外がいされ、なのに主しゆ導どう権けん争いを強きよう要ようされる。それが電子指し揮き艦かんの運うん命めいだ。

『敵てき陣じん二番のベース通つう過かし……ザザザ……ザザザザザ』

　ノイズ……？　妙みようだな。通信ウインドウを見る。

　通信がＬＯＳＴになっている！

「来やがったッ！」

　僕はデータリンクの出力を最大まで上げて、通信を回かい復ふくさせる。

「日下部くさかべ、レーダー引っ込めて！　センサーも、リンクも断って！　いいねッ？」

〔は──？〕

「いいから、ブチ切って！　おまえ狙ねらいだから」

　言葉を言い終えるや否いなや、レーダーから警けい報ほうが発せられる。

　分ぶん析せきを待つまでもない。僕が散さん々ざん狩かりに使った手だ。

「対レーダー・ミサイルだよ！　さっさと消さないと命めい中ちゆう率りつが上がる！」

　敵レーダーを逆に利用して誘ゆう導どうに使うミサイルだ。レーダー全ぜん盛せいのこの時代を逆さか手てに取った兵へい器きとも言える。

「エルフ、レーダー最さい大だい出力」

「ハイ！」

「良い返事だね！　おまえは素す晴ばらしい艦だなあ」

「えへへ」

　照れて赤くなってやがる。うん、アホ最高。

〔……いいんですか。エルフさん〕

「何がです、日下部？」

〔だっていま、最さい大だい出力にしたら……〕

　通つう信しんを切せつ断だんした。日下部の声が途と切ぎれる。

「師し匠しよう、ミサイルが全部こっちに来ますよ？　どうしてでしょう……あれええぇ──？」

「エルフ……戦いというものは犠ぎ牲せいが付きものなんだ」

　そっとウインドウに手を伸ばそうとするエルフを、羽は交がい締じめにする。

「ああああぁぁ──っ、エルフ痛いのイヤですよ！」

「できる限り迎げい撃げきはするからさ」

　カメラ映えい像ぞうに、ミサイル群が映り始める。

　目め眩くらましが空を遮さえぎり、主しゆ砲ほうが咆ほう哮こうを上げ、対たい空くう機き銃じゆうが猛もう然ぜんと唸うなり始める。いきなり初しよ弾だんから甲かん板ぱんに被ひ弾だんして、大だい爆ばく発はつ。

　艦かん橋きようにも一発きて、カメラが死ぬ。

　エルフがセルブレイクして、お腹なかのところの衣い装しようが削けずれる。

「あだだだだ──だああああァァ──っ!!　死ぬ、死にます！　師し匠しよう！」

「大だい丈じよう夫ぶ。エルフならノーダメージ」

「ダメージいってるでっしょおお！」

「日下部くさかべがくらったら死ぬし」

「エルフと日下部の、どっちが大だい事じなんですかッ!?」

「この状況だと日くさ……」

「やっぱり言っちゃダメぇ！」

　ミサイル攻こう撃げきが止やんだ。エルフは身体からだをピクピクさせながら、コンソールにへたりこんでいる。衣装が削れきっているので、上着をかけてやった。

「……師匠……酷ひどいです…………」

　損そん害がい報告ウインドウを確かく認にんする。

「ほら見ろ、中ちゆう破はのままじゃないか。おまえは頑がん丈じようだけが取り柄えだよ」

「呪のろわれてしまえばいいです」

　リペア・ターレットを買い直そうとしたけど、水すい貨かが尽きている……？

「ヘンだな。水貨がもうちょっとあったのに……」

　エルフの笑いが引きつっている。

「…………」

「おい、エルフ……？」

「なななッ、何も知りません！」

　こいつ、またやりやがったのか……ッ!?

　問い詰めようとしたときだ。ビポ、とあまり鳴らない電でん子し音おんが鳴る。

　メインスクリーンに〔強きよう制せい通信〕の文字が入り、僕の目の前に茜あかね子この幻げん体たいを模もした全身ホログラムが現れる。

　シュラフトのときと同じ戦せん闘とう服ふくを着ている。懐なつかしくて、一いつ瞬しゆんこいつが敵だと忘れた。

〔終わりよ、スネイク〕

「もうスネイクなんて呼ぶな。僕の名は吉よし岡おか峰ほう介すけだ」

〔リアルのあんたは大したことない。あたしの尊そん敬けいした理り路ろ整せい然ぜんの悪あく魔まじゃないわ。戻ってもらうわ、あの頃ころに……〕

「戻ることなんかできない。これが、僕だ。大したことなくても、みっともなくても、僕だ」

　茜あかね子この口くち元もとが憎ぞう悪おに歪ゆがむ。

〔なら、滅めつするのみよ。地じ獄ごくに叩たたき堕おとして、絶対命めい令れい権けんで縛しばってあげる〕

　ホログラムが消える。強きよう制せい通信終しゆう了りようだ。

　終了を合あい図ずに、敵の攻こう勢せいが始まった。バチバチ、とホログラムが火ひ花ばな混じりにチラつき、ウインドウのいくつかが砂すな嵐あらしに変わっていく。

「──トドメ刺さしに来たね」

「師し匠しよう、ウインドウが壊こわれてます！」

「《静かなる海》──茜子の葬そう技ぎだよ。電でん子し機き器きに処しよ理りできないほどのデータ負ふ荷かをかけてきている。絶対やってくると思ってバイパスを用意したけど、いずれ潰つぶされる」

「どうするんですかっ？　負けちゃいますよ？」

「待つしかない」

「何をです？」

「奇き跡せきの材料を」

　警けい報ほうが鳴る。画が像ぞう解かい析せき探たん知ちに反応だ。

　大量のボットが海を渡ってくる。やっぱそう来たか。獲かく得とくベース優ゆう勢せいに物を言わせての、ボット飽ほう和わ攻こう撃げき。しかもレーダーなどの電子装そう備びが効かない。見事にハメられた……けど。

　残念だったね。こっちにはアナログしか能がない《戦いの女め神がみ》がついている。

「エルフ、砲ほう撃げき開始！」

「一体も逃がしませんッ」

　モーターボート型のスピードの速いボットだ。なのにエルフは主しゆ砲ほうでまとめて吹き飛ばす。

　と、ここで警報──、

　ミサイルだ！　レーダーが効かないので、映えい像ぞう解析しか情報がない。これじゃ、まるで第二次世界大たい戦せんだ。

「エルフ、機き銃じゆうで守れ！」

　エルフの幻げん体たいは物もの凄すごく集中した目をしている。いきなり、コントローラで抜き撃うちした。ふざけた仕し草ぐさなのに、ミサイル迎げい撃げきに成功。

　エルフはコントローラを十じゆう何なん個こも出して空中にホールド。

　──って、コントローラをこんなに買いやがって！　だから水すい貨かなかったのかよッ!?

　怒ど鳴なろうとしたけど、言葉を失った。

　エルフは近いコントローラから順に握り、迎撃して──次のを摑つかんで連続ショット。

　大量の機き銃じゆうを一人で操そう作さして当てまくっている。一発だって外さない。ボットが壊こわれ、ミサイルが墜おちる。

　カメラの死し角かくを通るミサイルさえも精せい確かくに撃うち抜いている。暇ひまができればコントローラを指でくるくる回す。

　こいつプロゲーマーにも程ほどがあるぞ。

　あいつも、こんな常じよう軌きを逸いつしたショットをキメるヤツだった。

「…………本当に……アルマなんだ……」

　遠い記き憶おくが、胸を満たす。

　あいつの残した言葉が、鮮せん烈れつに蘇よみがえる。




『コールド・スネイク──貴き様さまの、その手に託たくす』




　僕はアルマに託されたんだ。

　エルフリーデという《希望》を──。

「よし。ラストショットだ。射しや撃げき方向のカメラが死んでいるから艦かん橋きように行って」

「判わかりまし……、」

　エルフが言葉を切ったのは、僕が肩に手を置いたからだ。

「師し匠しよう……？」

「決めてこいッ！」

「ハイ！」

　エルフは、通路に駆かけ出ていく。残り時間が一分二〇秒──タイトすぎる。

　音おん響きようセンサーが警けい報ほう音おんを鳴らす。

「……来た！」

　艦かん尾びの艦かん外がいカメラをメインスクリーンに投とう影えいする。向きを操作すると、見えた。

　零ゼロ式しき水上観かん測そく機き──。こいつが、奇き跡せきの材料だ。

　着ちやつ艦かんさせてから、零式が撮さつ影えいした空くう撮さつ映えい像ぞうをプルートーに解かい析せきさせる。

　こいつはフィールドを端はしから端まで飛ひ行こうして戻って来ている。

　なぜ、そんなことが可能かって？　完全オフラインだったからだよ。茜あかね子こは電でん波ぱ探たん知ちを使ってこちらの位置を調べている。これは敵の出す電波そのものを探知するセンサー。零式の電波がオフラインだったので気づかれなかった。もちろんプロペラの音が出ていれば、ソナーで音おん響きよう探知されてしまう。しかし零式にはある隠かくし球だまが搭とう載さいされている。




　────軽航空機エアロスタツト化か────。




　二に次じ装そうである零ゼロ式しき水上観かん測そく機きの外がい見けんそのままだけど、改かい造ぞうして中なか身みは別べつ物ものだ。内部にヘリウムガスが詰まっている。

　次じ世せ代だいの硬式飛行船エアロスクラフト──推すい進しん力りよくをあまり必要としない機き体たいなので力の大きいエンジンを外し、プロペラの回転数すうも落として、音をほとんど出さずに飛行できる。

　ただしスピードが全然出でないので、こんな時間ギリギリになっちゃったけど、茜あかね子この意い表ひようを突くにはこれしか方法がなかったんだ。

　映えい像ぞうの解かい析せきが終わった。該がい当とう映像には海が映っている。プルートーはその海の一点に浮かぶ、蜃しん気き楼ろうのような〝揺らめき〟にマーカーを乗せている。

　ワゴンの居い場所。

　茜子は自分の隠いん蔽ぺいが破られることはない、と過か信しんしてるだろう。そこを突く。

　エルフに座ざ標ひようデータを送信。

「あいつは、ここにいる。撃うてるよな──？」

　艦かん橋きようの内部カメラでエルフを見る。

〔もちろんですよ……師し匠しよう〕

　残り四五秒を切る──。

　余よ裕ゆうだ。

「………………勝てる……」

　ピ────ッ。




　警けい報ほう音おんが鳴る。

　レーダーが復ふつ活かつしている。《静かなる海》のプレッシャーが消しよう滅めつした？　なぜだ？

　表ひよう示じ盤ばんを見回す。探たん知ち情報を見た途と端たん、鼓こ動どうが爆ばく発はつする。

「……何だって!?」

〔師匠──？〕

　僕は貴き重ちような二秒間を、呆ぼう然ぜんとしてムダにしてしまった。

　レーダー表示盤に映ったのは、茜子自じ身しんから、日下部くさかべを狙ねらって発はつ射しやされたミサイル──。

　明かに愚ぐ策さくだ。日下部がホームベースに行ったとしても、おそらくターレットに邪じや魔まされて制せい圧あつできない確かく率りつが高い。しかも茜子自じ身しんからミサイルを放ったから位置バレしている。

　切きり札ふだなんか要いらなかった。探知情報を元に主しゆ砲ほうを発はつ射しやするだけで茜子を沈められる。

　くだらない！　バカか、あいつは！　日下部突とつ撃げきなんていう、苦し紛まぎれのフェイントに過か剰じよう反応するなんて！　これまで完かん璧ぺきだった立ち回りが台なしじゃないかッ！

　強きよう制せい通信のボタンを叩たたき押す。

　茜子の幻げん体たいを模もしたホログラムが現れる。

　僕に、怯おびえている。その表情は、あまりにも剝むき出しだ。

「なぜ、こんなに捨て身な戦せん術じゆつを採った!?　自分の居い場所を曝さらしてまで、破は壊かいすべき目もく標ひようじゃないだろう！」

〔スネイク……だって、あたしどうしても勝ちたい……勝って、あんたを取り戻すためなら、自分が沈んででも……〕

「支し離り滅めつ裂れつじゃないか！　おまえは、何も判わかっていない！　犠ぎ牲せいを強いる戦いは──……」

　そこまで言いかけて、止まる。




　 ……──いや。違う。




　判ってないのは僕自じ身しん。

　僕はランキング上位の猛も者さを駆く逐ちくするために《生いく盾たて戦せん術じゆつ》なんてものを考こう案あんして、仲間も犠牲にしてきた。いまの茜子は──あのときの僕だ。女じよ王おうに勝つために、ワゴンをも犠牲にしようとした僕自身……。

　強制通信を終了する。

『スネイク。心を……大だい事じにしてくれ。死を選ぶな。きっと後こう悔かいする』

　アルマの、あの言葉で僕は変われた。

　戦いは勝しよう敗はいじゃない。心のために戦うべきだと思えるようになった。茜子にも、それを伝えなきゃ。

　気を静めて、自分がどうするべきかを考える。

　日下部くさかべの笑顔が脳のう裏りを過よぎる。いつも怒っているような顔しているあいつも、笑うと凄すごく可か愛わいらしい。大切な人を失うと思うだけで、こんなに胸が痛くなる。

　もちろん、滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんでは撃げき沈ちんされたところでフュルギアが死ぬことはない。

　でも……アルマ……こんな気持ちだったのか？　逆の立場になって初めて判ったよ。

　心を大事にしてくれ、って言ったよな。おまえの言う通りだ。

　茜子に伝えるべきことが判った──。

〔師し匠しよう？〕

「…………エルフ……ターゲット変へん更こう」

　僕が送信したデータに一いつ瞬しゆんだけ、戸と惑まどう。

　やがて────笑顔になる。

〔…………バカな師匠ですね〕

　エルフは──嬉うれしそうに目を閉じて、拳けん銃じゆうのようにコントローラを構え、トリガーを絞しぼる。

　砲ほう声せい一いつ閃せん。放たれた砲ほう煙えんが、割れている窓から雪崩なだれのように艦かん橋きように入り込んで……。

　やがてそれも、風で流れていく。エルフの髪かみが揺れている。

　清すが々すがしい笑顔で、呟つぶやく。

〔でも、気持ちのいい……バカですね…………〕

　砲ほう弾だんは、青空に吸い込まれるように飛んでいって──……‥

　日下部くさかべに襲おそいかかろうとしていたミサイルを────破は壊かいした。




　タイムアップ──。




『……何と、仲間の窮きゆう地ちを救って勝負を逃のがしました！　実に惜おしいですッ……シュラフトでの伝でん説せつの一戦、女じよ王おう対スネイク戦を思わせる名めい勝負でした！』

　艦かん内ないに立つ野の尻じり茜あかね子この映えい像ぞうが映し出される。

　その表情は厳きびしい。

　自らの勝利に微ほほ笑えむことすら忘れ、じっと何かを見つめている。

『選抜戦優勝候こう補ほと目される天てん才さい電でん子し指し揮き艦かん、野尻茜子にチェックメイトをかけるまで追い詰めました！　あと一発の砲ほう弾だんで、ゲームは覆くつがえっていたでしょう』

　実じつ況きようアナは少し言葉を切る。そのあと万ばん感かんの思いを込め、強く声を発する。

『────吉よし岡おか艦かん隊たい、敗はい退たいですッ！』




　こうして僕たちの滅めつ葬そう選せん抜ばつ戦せんは──一回戦敗退、という惨さん憺たんたる結果で終わった。
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　　　　▽△




　朝だ。窓を開けると、潮しおの香りと──漁ぎよ船せんのエンジン音が飛び込んでくる。

　いまさらながら言っておくけど、ここ江え戸ど川がわ区くだぜ？

　絡みついている妹をどかして、朝の支し度たくをして、朝ご飯はんをしっかり食べてから玄げん関かんに向かうと、闇やみ子こが追い抜いていったよ。

「日につ直ちよくなので、先にいってきます」

「いってらっしゃい」

　母かあさんがスリッパを鳴らしながら玄関まで駆かけてくる。

「闇子ちゃん、ゆうべ作った謎なぞのクスリ忘れてるわよ！」

「母さん、学校に魔ま術じゆつグッズもっていかせるのやめて」

「いいのです。その惚ほれ薬ぐすりは、お兄にいギャん用なので……」

「ごめん、やっぱり持っていかせようッ!?」

　溜ため息いき混まじりに靴くつを履はき、玄関ドアを開けると、いつもの鬱うつ陶とうしい顔が見えた。

　閉じる。

「師し匠しよう！　なぜクローズしますかっ！」

「だって……」

　開けて出ると、日下部くさかべが門のところで足あし踏ぶみしている。

「もう……コントやってないで早く行きましょうよ。いつもそれで遅ち刻こくしそうになるじゃないですか」
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「だいたい、エルフは魚ぎよ雷らいで向こう岸に向かえばいいじゃないか。こっち来んな」

　エルフが腕に引っついてくる。

「師し匠しようと暮らしたいだなんて──言ってないんだからねっ」

「ハア？」

「どうです！　ツンデレですよ！　脳のう汁じるでますか？」

　僕は靴くつを脱いだ。「？」って顔するエルフに、微ほほ笑えむ。

　微笑みながら、蹴けった。蹴りまくった。

「あんあんっ、師匠さすがに朝から……そんな！」

　イイ顔になって嬉うれしがってるので、やめてやった。

　あの戦いから三週間……。

　茜あかね子こに負けちゃった僕らの生活は元の通り。エルフを自殺させる、なんて言われたから警けい戒かいしていたんだけど、絶対命めい令れい権けんを使われることもないまま放ほう置ちされた。敗はい者しやのルールで野の尻じり艦かん隊たいの所しよ属ぞくとして組み入れられたけど、スタメンからは外されている。

　僕たちは、もう選せん抜ばつ戦せんとは無む縁えんだ。演えん習しゆうしたり改かい修しゆうしたりという日々はない。テレビで選抜戦の行方ゆくえを見守ることくらい。

　茜子はやっぱり強い。空くう母ぼとコルベットだけでガンガン勝ち上がっている。

　僕は門へと歩いていき、空を見上げる。

　青い。

　雲一つない。

　今日きようも暑くなりそうだ……。

「夏休みは目もく前ぜんですね！　今年は遊びまくりですよ！」

「大量の宿題も目前だね」

「何で意い地じ悪わる言うんですか！」

「事実だろが」

「事実ですよ」

「うわーっ、なんでエルフ完全アウェーで戦ってんですか！　日下部はこっち陣じん営えいでしょ!?」

「一いつ緒しよにしないで下さいよ」

「酷ひどいですよ、こんなに愛してるのに！　日下部ェェエエ！」

「熱い熱い！　抱きつかないで下さい！　胸も揉もまないで下さい！」

「モテモテだね、日下部」

「半はん笑わらいして助けないのは、校こう則そく違い反はんですよッ！」

　笑い声を弾はじけさせながら、フェリー発はつ着ちやく場じように向かう。




　その笑いが────急に止まって。




　エルフたちの視線を辿たどると、原因が見つかった。

　一〇メートル先くらいだろうか。

　茜あかね子こが立っている。僕を真まっ直すぐ見つめている。僕と目が合うと、髪かみ留どめから延びるアンテナから電でん光こうが散る。

　吹き抜けてく潮しお風かぜが、サラサラの赤あか毛げを揺らして──、

　唇くちびるを何か言いたげに開きかけたけど──また閉じて。

「このキス泥どろ棒ぼうッ……」

　踏み出しかけたエルフを、日下部が猫ねこ摑づかみして引きずっていく。

「あああん、日下部なにしてますか!?　あいつ敵ですよ！」

　エルフたちが見えなくなってから、僕は茜子に歩み寄る。

「よっ。勝っているか？」

「──テレビで観みているでしょう。自じ宅たくで。居い間まで」

「カメラ、クラッキングするのやめろ……」

　桟さん橋ばしの係けい船せん柱ばしらに座って、海を眺ながめながら話す。

　エルフたちの乗ったフェリーが軍ぐん艦かん学園に向かっていく。

「シュラフトの頃ころは、おまえと戦うなんて考えてもみなかったけど、強い艦かんだったってはっきり判わかったよ。二位までいけたのはおまえのお陰だ」

「あれで燃え尽きちゃったの？　ホント……リアルのあんたは大したことないわね」

「はは……そっか」

「笑うとこじゃないわよ」

「いや。その性格、いいと思うよ？」

「いい？」

「シュラフトのときのおまえより、本ほん音ねが判って親しみやすいっていうか」

「性格悪わるいって思ってるくせに」

「僕のが悪いだろ」

　茜子は何か言おうとして──溜ため息に変わる。

「そうね」

「バーカ。お世せ辞じで否定しとけよ」

　座ると、目の高さがちょうどよくなる。

　じっと見つめたら、僕の視線に気づいて──慌あわてて顔をそむける。

「なに疲れた顔してやがんだよ……？」

「疲れるわよ……」

　おっと。いいパス来たな。アグレッシブに攻めとくか。

「独ひとりで何でもできるじゃないか」

「…………できないわよ」

　声のトーンが沈み込む。意い地じの張りすぎの症しよう状じようだね。

「あんたと戦ってからよ。あんたが、おかしくしたのよ……あんなことするから……心がざわついて……」

「で、何？　謝ればいいの？」

　海に、突き飛ばされた。

「おまっ！　何ッ」

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしたけど、必ひつ死しに泳ぐ。服が水を吸ってどんどん泳ぎにくくなっていくし、危ないかなと思ってきたけど──何とか水面まで上がれた……。

　桟さん橋ばしのポールに摑つかまって、息を整える。

「ああもう！　制せい服ふくずぶ濡ぬれじゃねーか！　クソ、またスマホ死んだッ！」

「うるさいわよ！」

　見下ろしてくる茜あかね子この目に、涙の粒つぶが盛り上がる。

「あんたが、叩たたいたりするから、こんなになっちゃったんじゃない！　誰だれにも叩かれたことないのに、みんな優しくして、持ち上げてくれて、尊そん敬けいしてくれて、誰も怒ったりなんかしないのに！　どんないじわるしたって、許してくれるのに。敬うやまってくれるのに……」

　ぽろ、と涙が────海に落ちる。

「あんただけよ。本ほん気きで怒るなんて、あんただけ。信じられない」

「敬ってなんかいないよ。おっかながっているだけだよ。自分より遙かに有ゆう能のうな人間だって判わかっているから、関わらないようにしてるだけじゃないか」

「ちがッ……」

「血にふり回されるなよ、茜子」

「──ッ！」

「伝でん組ぐみなんて気にすんな。おまえは、おまえだ。生きたいように生きろ。他た人にんの期待なんか気にすんな。金がかかっている？　勝かつ手てにかけたんだろバカ──って言ってやれ。自分がしたいことを、成し遂とげる──そう言ってやれよ」

「…………なッ、そんなの……できるわけ……」

「アルマはやった。勝負は勝敗じゃない、心だ──って最後に示したじゃないか……あの気け高だかい一いち撃げきは、おまえの心にだって響ひびいたろう……？」

　茜あかね子こは、出そうとしていた言葉のすべてを吞のみ込んで、それを涙に代えた。

「間違っていい。どんどん間違おうよ。バカ言って、バカやっていこうよ。エルフを見ろよ。あれだけバカやっても人生楽たのしそうだろ？」

「何よその言いぐさ……ずっと相あい棒ぼうだって言ったのに……」

「あのときの気持ちは噓うそじゃない。ワゴンは僕のフュルギアで、唯ゆい一いつの相棒だった。噓うそになるはずがない……なあ、思い出してくれよ。僕たち、どれだけ戦った？」

「………………」

「来る日も来る日も、ひたすら戦いに明け暮れて。酷ひどい戦いも、素す晴ばらしい戦いもあったじゃないか……全部、歴史だよ」

「どうして……時は戻らないの…………？」




　答えに……、

　詰まっちまったよ。




　海風が──茜子の髪かみを揺らす。

「アルマが言ったんだ……心を大だい事じに、って」

「心……」




「思い出は心の中にある。しまっておけばいい。なくさなきゃいいんだ。思い出が綺き麗れいすぎるなら、いまがそうなるように努力していけばいい」

「アルマは、もういないのに……？」




　ズキッ──と。




　胸が、痛んだ。

　やっぱ痛いよな。

　きっと、いつまでも痛い。いつまでも……。

　でも、笑った。茜子のために。

「生きることをやめない。自分自じ身しんの歩みを止めたりしない。それがあいつにできる、唯ゆい一いつの手た向むけだ」

「スネイク…………」

　顔をあげた茜子の顔から、ぽろぽろと。

　たくさんの涙が──、

　流れて、落ちて。子供みたいに顔をクシャクシャにして。

　なあ、アルマ。

　それでいいだろ？　精せい一いつ杯ぱい考えた──僕の、答えだ。

　微ほほ笑えんでくれるよな──？




「さあ、学校行いこうか……」

　海から上がろうとした、そのときだ。

　かなり遠くにある電柱の上に、誰だれか立っている。

　ミカエルだ。どこか哀かなしげにフッと微笑み、背中に白い翼つばさを広げて──。

「……ミカエル…………？」

「ハァ？　ミカエルって誰だれ？」

「あいつだよ」

　指ゆび差さした方向を見た茜あかね子こが眉まゆをひそめる。

「どこに居るの？」

　答えようとした途と端たん──大量の羽は根ねを散らして、ミカエルの姿すがたが消える。

　次の瞬しゆん間かん。僕は、とてつもないものを目にした。







　空が────丸く、歪ゆがんだ。







　言葉足らずだけど、その表現が一番相応ふさわしい。空が、青さや白い雲をそのままに球きゆう面めん体たいと化したんだ。

　茜子が不安そうな声を発する。

「何……あれ……？」

　球面の空の中心が、光を発した。土ど星せいのリングに似た、輪のような光。波のように一いつ瞬しゆんで拡ひろがっていって──……‥

　デジャヴ。

「シー・クレーター事件のとき見た光だッ！　艦装クライドして逃げろォッ!!」

「──なッ!?」

　球面体が虹にじ色いろの光を纏まとって膨ぼう張ちようを開始する。

　茜子が水面に立つ。

「早く逃げろ！」

「逃げるのも、戦うのも、あんたと一いつ緒しよよ」

　茜子は僕の手を摑つかむと、自分の胸むな元もとに寄せる。

「チームメイト内はコマンダー交代が可能だから」

　僕の手の甲こうにある柩きゆう章しようの写しが、茜あかね子この形に書き換わる──。

　沈んでいた僕の身体からだが、見えない力で海かい面めんまで浮ふ上じようする。

　茜子が艦装クライドしようと身み構がまえたときだ。

　球きゆう面めんの膨ぼう張ちようが止まった。

「助かったの？」

「……いや、妙みようだ」

　波が大きくなっている。出で所どころは軍ぐん艦かん学園だ。海面を泡あわ立だたせながら浮上して、下部にある潜水要塞オケアノスを曝さらけ出そうとしている。

「スネイク、あれは何なの？」

「学園の下には要よう塞さいがあるんだ」

　校舎の壁がスライドして開き、中から砲ほう塔とうが出てきて、球面に砲ほう撃げきを開始する。主しゆ砲ほう、副ふく砲ほう、高こう角かく砲ほう、機き銃じゆう──すべて古いフォルムの砲ばかり。

　軍艦学園が、本ほん物ものの軍艦になった──。

　わざわざ第二次世界大たい戦せんの砲をつけるのも判わからないけど、一番判らないのは……、

「対たい応おうが早すぎる。財ざい団だんはこれが起こることを予よ期きしていたのかな？」

「あるいは」

　そう言ったのは、小こ町まちだ。近くの護ご岸がんに立っている。

「小町！　あの球きゆう体たいは何だッ!?」

　スク水みずエプロンの幼よう女じよは微ほほ笑えむ。

「人類に課かせられた使し命めいでございます。どうぞ、わたくしを壊こわさないよう、お願いします」

「壊す？」

　小町が、閃せん光こうを放って消える。

　次の瞬しゆん間かん、リングのような光を放って、巨きよ大だいな白い柩ひつぎが空に出しゆつ現げん。飛ひ行こうしながら虹にじ色いろの球面体と対たい峙じする。

「あれは……小町なのか？」

　緊きん急きゆう警けい報ほうのサイレンが鳴り、防ぼう災さいスピーカーや校こう内ない放送が一いつ斉せいに響ひびく。

〔世界救きゆう済さい委員会よりお知らせです。次じ元げん壊かいが発はつ生せいしました。滅めつ葬そう選せん抜ぱつ戦せんの参加者の皆さんは、艦装して手て順じゆん通りに敵ホームベースを攻こう略りやくして下さい。その他の生徒、教きよう職しよく員いんは直ちに避ひ難なんを開始して下さい〕

「手順通りに攻略……？」

　放送が終わったあと、虹色の球面がひび割れて砕くだけ、中から何かが出現する。

　人じん面めんが無む数すうについた黒い柱はしらだ。長さは三〇メートルくらい。ゆっくり動いて海面に刺ささるように半分だけ沈む。全部で三本。黒い巨きよ大だい柩もあり、柱は直線上じように配はい置ちされていく。

　軍ぐん艦かん学園の浮ふ上じようも進み、海かい面めんを割ってオケアノス底てい部ぶの柱はしらが浮ふ上じようする。

　天てん使しの浮き彫ぼりのある、三本の白い柱だ。柱はオケアノスから分ぶん離りして飛行し、黒い柱の反対側に配はい置ちされる。

「あの柱はベースかも」

「ベース？」

　茜あかね子こが驚きに目を見開く。

「じゃあ、あの柩ひつぎがホームベース……」

「おそらく黒は敵てき陣じん、白は自じ陣じんを示している」

「これって……」

「選せん抜ばつ戦せん、そのものだね」

「なら、この戦いは滅めつ葬そう作さく戦せんの本ほん番ばんってこと……？」

「おそらく」

　先せん陣じんを切った三年生の艦かん隊たいが、黒い柩に砲ほう撃げきを開始したんだけど、その砲撃が届かない。見えない障しよう壁へきに阻はばまれている。

　黒い柩が、赤い閃せん光こうを放った。レーザー兵へい器きのように見えたけど、魔ま術じゆつ模も様ようのような筋すじになっている。それに触れた三年生の柩きゆう艦かんが一いつ瞬しゆん輪わ切ぎりになって────次の瞬しゆん間かん、大だい爆ばく発はつする。

　茜子の瞳ひとみが恐きよう怖ふに染そまる。

「撃げき沈ちん……」

　選抜戦のように、爆発の前に白く光って、非ひ物質化かして守られる緊きん急きゆう保ほ護ごシステムが作さ動どうしていない。柩きゆう艦かんの破は片へんが散らばって沈ちん没ぼつしている。死んだ。




　軍艦学園の生徒が────死んだ。




　茜子が首を振る。

「こんなの、ありえない……本当に死ぬなんて……」

　レーザーは薙なぐように動き、そのままこっちに向かってきて──……、

「マズいぞ、逃げ──」




「艦装クライドッ！」




　茜子が僕の手を握って、そう叫ぶ。彼女の制せい服ふくが破れるように消しよう滅めつして裸はだかになった次の瞬間、閃光が目を灼やく。

　視し界かいが戻ったとき、僕は見み慣なれた景色けしきの中にいた。

　レイアウトもそのまま。ビートルワゴンの戦せん闘とう指し揮き所しよだ。シュラフトに戻ってきたかのような錯さつ覚かくを一いつ瞬しゆん覚え──。

「──対たい衝しよう撃げき用意！」

　茜あかね子こに叫ばれて、我に返る。近くのコンソールを摑つかんだ途と端たん、轟ごう音おんと共に床が跳ね上がる。僕は転てん倒とうして、ナナメになった床を転がり、その途と中ちゆうで何とか固定椅い子すのパイプを摑む。

「きゃああああ──っ」

　茜子の衣い装しようがセルブレイクする。左胸むねから肩かた口ぐちにかけて。艦かん前方左ひだり舷げん、中ちゆう破はだ。

「こらえろ茜子！　もうくらえないッ──ステルスモードだ！」

「判わかってるわ」

　茜子は歯を食いしばって痛みに耐え、揺れる艦かん内ないでウインドウを操そう作さする。

　僕はよろけながらも起き上がり、コマンダーシートに戻る。海かい図ずを開いて、一番近ちかいベースへの移動を指し示じしておく。

　不ふ意いに、気づいたんだ。

　海図には、陸の地図も表ひよう示じされている。

　その地ち形けいに、赤いマーカーが乗っている。おそらくはさっきのレーザー攻こう撃げきの通り道。

　見み覚おぼえのある地形だ…………、

「……スネイク？」

「…………はは……冗じよう談だんだろ……？　冗談って言ってくれよ……」

　真まっ赤かになっている、そこに──……、




　…………────僕の家が、ある。




　立っていられなくなって、ずるずると倒れ、床で呆ぼう然ぜんとする。

　闇やみ子こは……登とう校こうした。

　母かあさんは……確実に、家にいるよな？

　いるのか。じゃあ、母さんは……、

「何だよ、これ……僕の家が、攻こう撃げきされるなんて……これじゃ本当に戦せん争そうじゃないか……」

「スネイク……」

　母さんが居るから、家では安心できた。憎にくまれ口を叩たたいたけど、母さんなら許してくれるから。

「──あぁぁあああッッッ!!」

　自分の顔を搔むきむしる。

「ああああああああああああああああああ、そんな、……」

「目を覚ましなさいッ！」




　……──────殴なぐられた。




　殴った姿し勢せいのまま、茜あかね子こが泣きそうな目で立っている。

「…………茜子？」

「あんた、男の子でしょう？　パニックになってどうするの。泣いてどうするの。戦わなくてどうするのよ！」

　僕を殴ったその手は、震えている。




　頭が冷えた──。




　頰ほおを両手でパンと叩たたいて、歯を食いしばって、起き上がる。

「茜子……おまえはもうくらえない。後方支し援えんに回るよ」

「判わかったわ」

「見事にお返しされたね……」

「当たり前じゃない。女の子殴ったんだから、それぐらい覚かく悟ごしておくものよ」

　流れそうになった涙を手の甲こうで拭ぬぐう。

　そうだ。僕は戦える。コマンダーだ。

『この素す晴ばらしい世界が終わろうとしている』

『どうかその手で救ってくれ。コールド・スネイク──貴き様さまに託たくす』

　アルマから託された使し命めいが、いま目の前にある。泣いている暇ひまなんかない。世界を救え。

　ウインドウを素早く操そう作さして電でん子し戦せんの準備をする。艦かん隊たいウインドウを開いたとき、それに気づいた。艦隊名めいが『吉よし岡おか艦隊』になっている。命令権けん限げんも、茜子より上だ。

「茜子……おまえ……」

「あたしはもう迷わない。自分がしたいことを成し遂とげるわ。あんたのお陰よ……スネイク。いいえ……理り路ろ整せい然ぜんの悪あく魔ま──吉岡峰ほう介すけ」

　何だよ、茜子のヤツ。ワゴン時代に見せたこともないような、優しい笑顔を浮かべやがって。

　そんなんされたら、大だい事じに思っちまうじゃないか。

「あんたに絶対命めい令れい権けんを行こう使しするわ」

　いきなりだったから、思わず茜子を見返したよ。

　茜子は一いつ瞬しゆんだけ、続きを口にするのをためらう。

　でも、言ったんだ。晴れ晴れとした顔で……。




「とびっきりの奇き跡せきを────起こしてみせて」




「おまえ……」

　僕の周りにおいてある、ホログラムのウインドウが一いつ斉せいに『絶対命めい令れい権けん／実行』と表ひよう示じして、一秒くらいですべて『完かん了りよう』の文字に切り替わる。そして元のウインドウに戻る。

「いまのは……？」

　茜あかね子こが、鋭い声で音声コマンドを告げる。

「コマンダー転てん送そう、僚りよう艦かん、エルフリーデ・ヴェンデルガルト・藤ふじ原わら──」

　視し界かいが光に包まれた。光が晴れると、そこは別の景色けしきに変わっている。

　エルフの戦せん闘とう指し揮き所しよだ。

「師し匠しようッ！　無ぶ事じだったですか……！」

　目を輝かせて、エルフが駆かけ寄ってくる。抱き留めたその身体からだは微かすかに震えている。

「心配しました……」

「エルフ。泣いている暇ひまはない。一人でも多くの命を救うぞ」

「──はいっ！」

　エルフの柩きゆう章しように手を当て、手の甲こうに転てん写しやし直す。エルフはフュルギアシートに戻る。僕もコマンダーシートに着く。

　通信が入る。日下部くさかべだ。

〔吉よし岡おかくん！　レーザーが行った方向って……〕

「いまはよせ。戦うぞ」

〔………………吉岡くん……〕

　艦かん外がいカメラの映えい像ぞうを出して、戦せん場じようを確かく認にんする。空間断だん層そうに遮さえぎられて、見えるのは自じ陣じん三番ベースまで。その付ふ近きんでも戦せん闘とうがあり、巡じゆん洋よう艦かんの子がミサイルをくらって爆ばく発はつしている。

　敵が見えた。飛んでいるミサイルは甲こう殻かく類るいを模もしたような不ぶ気き味みなフォルムだし、ミサイルを射うった戦せん闘とう機きも、触しよく手しゆを持つエイのような生なま々なましい形だ。

「師匠……あれは」

　ブルクハルト理り事じ長ちようの演えん説ぜつを思い出す。

『これは我々の研究によって観かん測そくされた敵の姿すがたです。財ざい団だん内ないではゲシュペンストと仮か称しようしていました。日本語ごで言うと幽ゆう霊れいでしょうか。その姿から幽ゆう艦かんと言いなぞらえた方が良いかもしれませんね』

「あれが幽艦か。明らかにバケモノだけど、こっちと同じルールで戦っているらしいな」

　日下部と茜子が合流、日下部は最さい前ぜん線せんに向かう。ルートには他にもアーレイ・バーグ級イージス駆く逐ちく艦かんの三年生がいて、二番ベースを制せい圧あつしながら対たい艦かんミサイルを発はつ射しやしている。奥に敵てき艦かんがいるけど、茜子が支し援えんに入って《静かなる海》で釘くぎづけにしている。

　茜子から通信が入る。

〔峰ほう介すけ！　ホームに補ほ給きゆう艦かんいるわよ。ドック入りして〕

「助かる。ありがとう」

　ホームにいる補ほ給きゆう艦かんの娘こにエルフをドッキングさせる。ドッキングすると、戦せん闘とう中ちゆうは出ないドックウインドウが出るので補給やショップでの購こう入にゆうが可能になる。

　購入リストを出したとき、水すい貨かが『∞』になっているのに気づいた。どういうことだ？　水貨に関係なく買えるってことか。

　改かい修しゆうは時間がかかりすぎるけど、特とく殊しゆ砲ほう弾だんや艦かん載さい機きなら──……、

　──ッ、艦載機！

　艦載機リストの最後の方にある、機き体たいを見る。

　あった。ぞわ、と総そう毛け立だつほどの金額だ。でも、いまなら買える。こいつは確実にエルフ向きだ。

「なあ、エルフ。この前、艦載機落おとしたよな……？」

「あれは油ゆ断だんしたんですよお！　信じて下さいってば！」

「信じる。しかも、マトンじゃなくておまえが飛ばしていい」

「……え。師し匠しよう、どうしたんですか？　そんな優しい師匠、何か怖こわいです」

「………………」

「無む言ごんやめて下さい！」

「滅めつ葬そう零ゼロ式しき──水上機の中では最強の機体だ。攻こう撃げき力りよくの面だけで言えば、これ一機で敵てき艦かん隊たいを殲せん滅めつする能力すら秘めている。絶対に使いこなせよ……そして墜おとすなよ」

　警けい報ほうが鳴る。さっきのイージス駆く逐ちく艦かんが小しよう破はしている。先せん陣じんを切っていた七つの艦隊も損そん害がいをくらいまくって次々に撤てつ退たいしている。

「師匠、もしかして負けてます……？」

「間に合わなくなる！　出せ」

　エルフは発はつ進しんボタンを押す。滅葬零式に搭とう載さいされたカメラ映えい像ぞうを見る。カタパルトから飛び立ち、空に舞い上がる。

　通信が入る。日下部くさかべだ。

〔吉よし岡おかくん、一番ベースから来る敵が大たい軍ぐんすぎて！〕

　茜あかね子こからも通信が入る。

〔電でん子し戦せん機きに妨ぼう害がいされて、ジャミングできないわ〕

〔敵のでっかい艦がミサイルいっぱい射うってきて──きゃあッ！〕

　日下部の服の左胸むねが破れる。

「おい、日下部!?」

〔平へい気きです、小破ですから〕

　ピーッと音がして、イージス艦にも中ちゆう破はマーカーが乗る。

　敵にバケモノがいる。

　レーダーに巨きよ大だいな影が映っている。味み方かた艦かんの艦かん外がいカメラの映えい像ぞうを貰もらって観みる。要よう塞さいじみた巨きよ艦かんから発されるのは、嵐あらしのようなミサイル攻こう撃げき。幽ゆう艦かんの姿すがただけど、キーロフ級ミサイル巡じゆん洋よう戦せん艦かんにフォルムが似ている。

　キーロフ級はバカでかい艦を表す《弩ど級きゆう艦かん》という言葉のルーツである、ドレッドノートよりも巨大な原げん子し力りよく巡洋戦艦として知られている。並の攻撃では撃げき沈ちんできない。それこそ未み来らい型がた攻撃機きである滅めつ葬そう零ゼロ式しきや、大たい艦かん巨きよ砲ほうでもぶつけない限りは──。

「……勝ち目があるのは僕らだけだ！　正面から受けて立つッ！」

「はいです！」

　逃げてきた味み方かたが、日下部くさかべたちの守るエリアをどんどん通りすぎていく。

「日下部、イージス艦の三年生を連れて、防ぼう空くうしながら三番ベースまで後こう退たいしてッ」

〔二番ベース獲とられたら、あと三番だけですよ!?　守りきれますか？〕

　レーダーを見る。敵てき優ゆう勢せいだからボットを大量投とう入にゆうされて、圧あつ倒とう的戦せん力りよく差さになってしまっている。シュラフトでもよく言われていたことだけど、スコア一対たい五からの逆ぎやく転てんは難しい。現に二対四のいまでも、戦せん闘とう海かい域いきが敵のボットで埋まっている。

「厳きびしいよ。でもムリはしないでくれ。茜あかね子こだけステルスして残って、探たん知ちを維い持じ」

　通信映像の茜子の幻げん体たいが青ざめる。

〔それって……《生いく盾たて戦せん術じゆつ》……〕

　返す言葉もない。

　まさに、あの非ひ道どうの戦術だ。

「師し匠しよう、何か空気ヘンですよ……？　エルフよく判わかりませんけど、独ひとりだけ残るって、危ないんじゃ？」

「…………」

「師匠？」

「盾にはしない。おまえを守りきる。僕らが、おまえの盾だ」

　茜子が……ふっと微ほほ笑えむ。

〔いいわよ。あんたを信じる〕

　通信が断たれた。

「エルフ──茜子を絶対に守るぞ」

「お任せあれですよ。師匠！」

　ヒンッ、と虹にじ色いろの光を纏まとって零式が超ちよう音速飛ひ行こうする。エルフは正解を判っているかのように、空の空間断だん層そうの隙すき間まを進んでいく。

　僕はウインドウを操そう作さして主しゆ砲ほうを出す。目もく標ひようは目の前に立ちはだかる、空間断層の壁だ。

「ファイア！」

　ボタンを叩たたき押す。メインスクリーンに出している艦かん橋きようカメラの映像を睨にらむ。主しゆ砲ほうから撃うち出された弾たまは、空間断だん層そうの手て前まえで巨きよ大だいな〝炎ほのおの壁〟を築く。

　空間断層が一いつ気きに崩くずれる。

　通信映えい像ぞうの日下部くさかべが目を瞠みはる。

〔──なッ、あんな大きい空間断層が一いち撃げきッ!?〕

「サーモバリック弾だん頭とうだ。行けッ、エルフ！」

　空を覆おおうような爆ばく煙えんに突とつ入にゆうする。この壁さえ崩せば近ちか道みち。向こうはもう、自じ陣じん一番ベースのある海かい域いきだ。

「茜あかね子こ、電でん子し戦せん機きにレーダー最大照しよう射しや！」

　煙の中、零ゼロ式しきにロックオン情報が出る。エルフはすかさず対たい空くうミサイルを放ち、電子戦機を撃げき墜ついする。

　だけどキーロフ級巡じゆん洋よう幽ゆう艦かんが、茜子の放ったレーダーを辿たどって八発の対レーダーミサイルを発はつ射しや。茜子は咄とつ嗟さにレーダーを引っこめるけど、ミサイルはそのまま茜子に降ってくる。

「エルフ、迎げい撃げきしろ！」

　滅めつ葬そう零式から八発ミサイルが発射され、対レーダーミサイルを追う。だけど、そのエルフの放ったミサイルが次々に爆ばく発はつしていく。

「──へあッ？」

「砲ほう撃げきだ！　ボットの中に対たい空くう電でん磁じ砲ほう使つかいの幽艦が紛まぎれ込んでいる。離り脱だつしろ！」

　零式に砲撃がきたけど、エルフは木この葉は落としで切り抜け、海かい面めんぎりぎりで引き起こす。

「師し匠しよう、茜子ちゃんが──」

　対レーダーミサイルが茜子に迫っている。茜子自じ身しんの対空ミサイルで二発墜おちたけど、他がすり抜けてくる。

〔峰ほう介すけ……〕

　通信が回復する。茜子の恐れに満ちた瞳ひとみ。何か言おうとして、唇くちびるが震えて。

「させるかですよッ！」

　零式がミサイルを追う。機き銃じゆう攻こう撃げきして二発墜とした。

「対空砲ほうで狙ねらわれるぞッ、エルフ」

「絶対に守ると言ったじゃないですか！」

　──言ったけど、でも。

　対空砲を躱かわしながら追いかけて、さらに三発墜とす。残り一発が茜子に迫る。

　茜子は目め眩くらましで妨ぼう害がいしたけど、そのミサイルは釣つられない。茜子に向かって降こう下かしていく。万ばん策さく尽つきた。守りきれなかった。これじゃ《生いく盾たて戦せん術じゆつ》そのものだ。僕はあのときと同じ悪あく魔まのままだ。何も変われなかった──……。

「──茜子ォオ────ッ！」

　ミサイルが、茜子の船せん体たいに襲おそいかかって──……、

　当たる寸すん前ぜんに、奇き跡せきが起こった。




　茜あかね子ことミサイルの間に機き体たいが飛び込んできて、その瞬しゆん間かん、ミサイルが爆ばく発はつする。飛び込んできた機体に当たったかと思ったけど、違う。ミサイルは空くう中ちゆう爆発したのだ。

　機体はウィグ──日下部くさかべか!?




〔女の子にミサイルは、校こう則そく違い反はんですよッ！〕




　茜子を守ったあと、日下部はスピードダウンして高度を下げる。

　助かった。でも、なぜ日下部があそこに？　撤てつ退たいを命じたフィールドからは離れている。いかにウィグの速度でも、駆かけつけられるタイミングじゃない……。

「……そうか、あの葬そう技ぎかッ！」

　日下部の葬技──《彼ひ岸がん花ばなの道みち標しるべ》──ベース制せい圧あつ距きよ離り内ないからなら、他の自じ陣じんベースに瞬間移動できる、っていう能力だ。あの技なら、仲間の危き機きにも急行できる。

「ナイス命令無む視しだ、日下部！」

〔勝しよう機きの匂においがしましたからね！〕




「嗅きゆう覚かく以外で判はん断だんしろよ……ッてか、第二波は来るから離り脱だつして！　日下部は茜子の援えん護ご」

　追い討うちで飛んできたミサイルを機き銃じゆうで撃うち落としながら、日下部が茜子の周りをぐるぐる。ペアで息の合った連れん携けいをしながら防ぼう空くうしている。大だい丈じよう夫ぶそうだな。

　茜子が鋭く叫ぶ。

〔海かい域いきの全ぜん艦かん艇てい、ロックオン！　その水上機きにデータリンクするわ〕

「エルフ、反はん撃げきだ！　殲せん滅めつしろッ！」

「了りよう解かいです！」

　僕は日下部艦の艦かん首しゆカメラ映えい像ぞうを貰もらって、滅めつ葬そう零ゼロ式しきを見る。

　零式は旋せん回かいしながら高度を落とす。滅葬零式が変へん型けいする。厳げん密みつには変型ではないかもしれない。機き体たい装そう甲こうの兵へい装そうハッチが開いただけだ。けど、ハッチの数が多すぎる。その姿すがたはまるでハリネズミのようで、これから始まる死し刑けい執しつ行こうを不ぶ気き味みに予よ告こくする。

　フルアタック・モード──。

　ステルスという強みを放ほう棄きする代わりに、一〇〇基きものミサイルを同時発はつ射しやできる、棄すて身の必ひつ殺さつ技わざだ。

　エルフが叫ぶ。

「────ファイアッ！」

　爆ばく炎えんと爆ばく煙えんと爆ばく音おんのオーケストラが始まる。全ぜん方ほう位いに一いつ斉せいに放たれるミサイルが華はなのような軌き跡せきを描いたかと思うと、縦じゆう横おう無む尽じんに入り乱れて敵へと襲おそいかかる。

　エルフは壊こわしていく。すべての幽ゆう艦かんを、ボットを、敵が発はつ射しやするすべてのミサイルを。

　敵は一方的にぶち壊されていく。誘ゆう導どうを妨ぼう害がいされてもエルフは慌あわてず、マックスＢＯＸのコントローラを何個も出して、空中にホールド。

　コントローラを片かた手て持もちに切り替える。右手と、左手。それぞれ別のコントローラで、零ゼロ式しきとミサイルを同時に操あやつる。ミサイルを操りながら、戦せん闘とう機きとドッグファイトして機き銃じゆうで撃うち落とし、対たい空くう電でん磁じ砲ほうの砲ほう撃げきを木この葉は落としで躱かわし、幽艦に次々とミサイルをぶち当てる。

　上じよう昇しようしてキーロフ級巡じゆん洋よう幽艦にもミサイル攻こう撃げきしたけど、大量のミサイルを発射されて対空弾だん幕まくを作られ、迎げい撃げきされてしまった。さすがにムリかも。

「こっちでいけよ」

　僕はコントローラを一つ出し、主しゆ砲ほうと連れん動どうさせてエルフに投げ渡した。

　エルフはメインスクリーンの映えい像ぞうを見ながら、受け取ったコントローラを構えてトリガーを絞しぼる。主砲が火を噴ふく。空間断だん層そうを貫かん通つうした電磁砲ほう弾だんが、そのままキーロフ級巡洋幽艦にも直ちよく撃げき。艦は真まっ二ぷたつに折れて撃げき沈ちんする。

　キーロフ級が最後の幽艦だったようだ。

　空間断だん層そうが消えていく。敵てき陣じんのホームベース、つまり巨きよ大だい柩ひつぎだけが残っている。

　一いつ緒しよに攻こう略りやくしていた味み方かた艦もいない。戦せん域いきに居るのは、エルフと、日下部くさかべと、茜あかね子こだけだ。

「師し匠しよう、何ですか、これ……？」

　オケアノスの演えん習しゆう空間に似ている、と一いつ瞬しゆん思ったよ。

　ああいう閉へい鎖さ空間を作る技術が存在するなら、こういう状況も作り出せる。でも、それを説明している時間はない。

「判わからないけどイヤな予よ感かんがする。日下部、茜子、できるだけ退さがれ」

　エルフを柩の前に移動させる。

　柩の上に人ひと影かげがある。ズームして確かく認にんする。

　ミカエルだ。

　その背には白い翼つばさがある。

「…………まさか、おまえ……」

《やっとここまで来たね。やはり君だった。君で嬉うれしいよ》

　ミカエルの声が、脳のう裏りに直接鳴なり響ひびいてくる。

「師匠……どうしたんです？　そこに何があるんです？　何か聞こえるんですか？」

　エルフには、ミカエルが見えていない？　あの声も聞こえないのか？

　ミカエルが両手を天にかざす。その姿すがたが無む数すうの羽は根ねになって、散って、消える。

　歌声が聞こえてくる。何の言葉か判らないけど、おそらく聖せい歌かだ。




《選び抜かれた悪あく魔まよ。第一の天てん使し〈堕おちたる者アルマロス〉に挑いどむことを許す》




「悪魔……？　僕たちが？」

　不ぶ気き味みな轟とどろきと共に、巨きよ大だい柩ひつぎが開く。

　柩の中に入っていたそれが、姿すがたを現す。

　翼つばさを広げたその姿は、おそらく天てん使しなのだろう。だけど、そんな風ふうには見えない。

　ミイラのように全身包ほう帯たいで覆おおわれた、全長三〇メートルほどの巨きよ人じん。包帯から刺とげが飛び出ている。刺……じゃない？　よく見ると砲ほう身しんだ。肉体の一部が砲ほう塔とうになっている。煙えん突とつ、レーダーや艦かん橋きようなどもある。半はん人じん半はん艦かんの天使。しかも艦の部分はフォルムから察するに第二次世界大たい戦せん期きの兵へい器きだ。目め玉だまは片方だけあり、血のような赤あか色いろに輝いている。

　恐ろしい容よう貌ぼうだけど、問題はそこじゃない。あの巨人の目の色は、僕の家を地図から消した、あの光線と同じ色だ。

「…………師し匠しよう、あれ……」

「あのレーザーを使われたら、全員終おわる！　零ゼロ式しきのコントロールをマトンに任せて主しゆ砲ほうを撃うちまくれッ！」

「はい！」

　僕はエルフを前ぜん進しんさせる。

〔何やっているのよ！　あんなバケモノに近づくなんて。アルマが言ったでしょう！　心を大だい事じにしてって！　自己犠ぎ牲せいなんてやめなさいよ！〕

　おまえの言う通りだよ、茜あかね子こ。

　だけど、あの敵に対たい抗こうできる戦せん力りよくは、エルフのみ。他のヤツらは狙ねらわれた途と端たんに死ぬ。

　誰だれかが道を作らなければならない。だから、僕とエルフが道になる。

「悪いね、エルフ。慰なぐさめにならないかもしれないけど、沈むときは僕も一いつ緒しよだ」

「エルフは幸せですよ……師匠」

　茜子たちとの通信がノイズになって途と切ぎれる。響ひびいてくる歌声にノイズが連れん動どうしている。おそらくジャミング攻こう撃げきだ。

　零ゼロ式しきが停止し、海に不ふ時じ着ちやくする。エルフの電でん子し機き器きも死に始める。ホログラムのウインドウが一枚ずつ砂すな嵐あらしに変わっていく。

　こんな状態が続いたら艦かんは停止するだろう。短たん期き決けつ戦せんしかない。

　敵の砲ほう撃げきがくる。エルフも撃ち返す。周囲の海が水みず柱ばしらだらけになる。天使への命めい中ちゆう弾だんが一発、二発──天使の身体からだが崩くずれる。だけど、まだ動く。

　エルフにも当たる。

「あぐッ」

　エルフの幻げん体たいの右肩かたが、大きくセルブレイクする。

「怯ひるまないで撃うち返すんだ！」

　一番、二番砲ほう塔とうが停まる。改かい造ぞうされていない三番砲塔だけがまだ動く。

　皮ひ肉にくだよ。あれほどバカにしていた大たい艦かん巨きよ砲ほうだけど、この戦いでは一番頼たよれる。二に次じ装そうはこのための装そう備びだったのかもしれない。

　三番砲塔で撃ち返し、三発同時命めい中ちゆう──天てん使しがぐらつく。でも、何とか踏み留とどまる。こっちに向かって迫ってくる。

　目め玉だまの赤さが増していく。

「……クソッ、光線が来る！」

　目め眩くらましを撒まいて狙ねらいをそらそうとしたけどムダだった。光線はエルフの艦かん首しゆに直ちよく撃げき。

「きゃああぁア────ッッ！」

　悲ひ鳴めいと共に、生ぬるい液体が僕の頰ほおに当たる。

　血……？　じゃない……これは、水……？

　うずくまるエルフの幻げん体たいの衣い装しようが、水となって流れ落ちている。髪かみの先も虹にじ色いろの光を纏まといながら溶け始めている。

『エルフと亜あ琉るは、水から作られました』

　思い出して戦せん慄りつを覚えた。これはウンディーネ化だ。これ以上攻こう撃げきをくらったら、エルフが水に戻ってしまうかもしれない。

「…………やめろッ……」

　天使が接近しながら撃ってくる。容よう赦しやない直ちよく撃げき弾だんが、艦の装そう甲こうを抉えぐっていく。エルフの幻体が閃せん光こうを放ってセルブレイクしていく──……、

　このままじゃ、エルフが死ぬ。

「やめろォ……ッ！　もうおまえの勝ちでいい！　だから──、」

　顔の右側を押さえながら、エルフが立ち上がる。震えながら、砕くだけそうになる脚あしを何とか動かし、立とうとする。

「…………師し匠しよう……は…………エルフが……守り…………、」

　そこまでだった。轟ごう音おんと共に、エルフの衣装がすべてセルブレイクして、倒れる。

　コンソールが濡ぬれている。天てん井じようから水みず漏もれのような水すい滴てきが落ちてくる。

　幻体のエルフの髪かみが色を失っていく。

　エルフが、水となって溶けようとしているのか……？




「────やめろ、やめてくれ……エルフは僕にとって、最後の救いなんだ」




　こんな不ふ条じよう理り、認めてたまるか──。

　アルマに続いて、エルフまで溶けるなんて。

　この世に神がいるなら、そんな不ふ条じよう理りを許すはずがない。

「世界はフェアで、理り路ろ整せい然ぜんとしてなきゃ……いけないんだよ」

　この不条理な世界を、ぶち壊こわしてやる──。

　この痛みに満ちた世界を、ぶち壊してやる──。

「何が天てん使しだ！　聖せいなる者が不条理を強いるなら、僕が悪あく魔まになって殺してやるッッッ!!」

　手の甲こうにある、柩きゆう章しようが閃せん光こうを放った、次の瞬しゆん間かん──……‥

　僕の着ている制せい服ふくが光の塵ちりとなって消えたかと思うと、すぐに再さい構こう成せいされる。

　軍ぐん服ぷくのような衣い装しようだ。シュラフト内で僕が着ていた戦せん闘とう服ふくに似ている？

「コールド・スネイク」

　かけられた声に、聞き覚えがある。

　でも、もう聞けないはずの声だ。

　聞こえちゃいけないはずの声だ。

　顔を上げる。

　目の前に、一人の少女が立っている。

　そんなバカな……彼女は…………。

　少女が口を開く。




「──貴き様さまの〈魂成りし剣ガイステイゲス・シユヴエルツ〉────確かに預かった」




　居るはずのない少女が立っている。

　死んだはずなのに。失ったはずなのに。だけど、確かに────、

「アルマ？」

　銀ぎんの髪かみ、右目めの眼がん帯たい──。

　そこに居るのは、確かにアルマだ。

　彼女はふっと笑って、言葉を続ける。

「滅めつ葬そうを完かん遂すいする」

　信じられないことが起こった。




　天てん井じようが割れた──。




　ここは柩きゆう艦かんの戦せん闘とう指し揮き所しよだ。艦の深しん部ぶに位置しているはずなのに、その天井が割れて、大空が見えて──……。

　目の前にそびえ立つ巨きよ大だいな天てん使しが、赤い目を、驚きに剝むいて。

　真ま後うしろで軋きしむ音がする。

　轟とどろきのような大だい音量で軋きしんでいる。

　ふり向くと、そこに《柩ひつぎ》がある。

　エルフ艦かん内ないの柩区く画かくだ。リベット留めされた、くすんだ灰はい色いろの鋼はがね。第二次世界大たい戦せん期きの鋼こう板はんで作られた柩だ。蓋ふたがあり、巨きよ大だいなネジによって固定されている。そのネジが回っている。あの軋む音は、ネジの回る音だ。

　天てん使しアルマロスが怯おびえて、震えて。その目に、赤い光が宿る。

　レーザーが来るッ！

　咄とつ嗟さに顔を腕でかばって、目を閉じる。轟ごう音おんが耳をつんざき、爆ばく風ふうによろけて……、

「………………あれ？　生きている？」




　目を開けて、見たその光こう景けいに────凍りつく。




　何者かが、立っている。

　甲かつ冑ちゆうを着た、巨きよ人じん──。

　全長三〇メートルを超える巨人だ。

　生物じゃない。むしろ幽ゆう艦かんなどに近い不ぶ気き味みな魔ま物ものだ。黒くて多くの刺とげを持っている。いや、刺じゃない。砲ほう身しんだ。煙えん突とつや艦かん橋きようもある。天使と同じように、この巨人も半はん人じん半はん艦かんなんだ。

　巨人は盾たてを構えている。盾……というか、柩の蓋だろう。自分の背よりも大きいそれを、軽々と持ち上げている。

　こいつが、柩区画に入っていたのか──？

　こんなバケモノが、柩きゆう艦かんの中に眠っていたのか──？

　どういうことだ──？

　何が起こっているんだ──？

　轟音が鳴る。

　また天使がレーザーを撃うってきた。でも、巨人は柩の蓋で弾はじいている。やがて照しよう射しやが終わると、蓋を海に投げ棄すてた。

　巨人の手に、二〇メートル近い長さの剣が生じる。

　天使が怯えながら後ずさる。

　黒い巨人は甲こう殻かくの口を歪ゆがませ、残ざん酷こくな笑えみを宿す。

　味み方かただろう。でも、こいつは葬ほうむることを悦よろこぶ、邪じや悪あくな存在だ。災わざわいをもたらすと、一ひと目めで判わかる。足が竦すくむ。

「怯えるな……」

　すっと、僕の手に、何かが重なる。

　真ま横よこに、アルマが来ている。重なったその手に体温を感じない。それどころか、触れる感覚すらない。

「受け入れて、心が一つにならねば、剣を振れない。どうか信じて欲しい。わたしは共にある──これからも、ずっとな……」

　アルマは僕の腕を撫なでる。

　僕の腕に、柩きゆう章しようを長くしたような、光の紋もん章しようが宿る。

「スネイク、剣を振れッ！」

　猛たけ々だけしい叫びに反応して、手を動かし──、

　次の瞬しゆん間かん、巨きよ人じんが僕と同じ動きをして──、

　その腕が握っている巨きよ剣けんが──、













　天てん使しの首を────刎はねた。










　聖せい歌かの歌声が止やむ。

　天使が崩くずれ、水となって、滝たきとなって、海に流れ落ちていく。

　閉へい鎖さ空間が晴れていく。

　軍ぐん艦かん学園と、江え戸ど川がわ区くの岸が見える。見えなくなった大おお勢ぜいの柩きゆう艦かんたちも見える。

　僕はフルオープンになった戦せん闘とう指し揮き所しよに立ち、その光こう景けいを呆ぼう然ぜんと眺ながめている。

「──ッ、エルフは!?」

　大だい丈じよう夫ぶだ……。エルフの幻げん体たいの液えき化かが止まって、髪かみの色を取り戻している。

　黒い巨人が剣を胸に抱いて柩ひつぎに横たわる。独ひとりでに浮いて戻ってきた蓋ふたで柩が閉じられ、ネジが回って────柩が閉まる。

　少し離れた場所にアルマが立っている。指ゆび差さしている。

「……アルマ？」

　その姿すがたが白い光の粒つぶになって消える。

　示された方向を見ると、そこに見知らぬ女の子が倒れている。

　銀ぎん色いろの髪かみに、眼がん帯たい。顔立ちが、あいつに似ている。でも、アルマにしては幼すぎる。幼よう稚ち園えん児じぐらいだろうか。

「──師し匠しよう！」

　エルフが目を覚ましたようだ。駆かけ寄ってきて、抱きついてくる。

　僕の指ゆび差さした方向に視線を辿たどり…………青ざめる。

「…………亜あ琉る……」

「だよな……？」

　顔を見合わせる。

　ヘリの音がする。何なん機きものヘリからワイヤー降こう下かしてくる。黒いボディーアーマーを着た特とく殊しゆ部ぶ隊たいの隊たい員いんだ。駆かけ寄って僕らに銃じゆう口こうを向けてくる。

「なッ──」

「手を頭の後ろで組んで跪ひざまずけ！」

「僕らは軍ぐん艦かん学園の生徒だよ」

「黙だまれ。指し示じ通りにしないと撃うつ」

　僕はエルフを庇かばうようにしながら、じわじわと後こう退たいする。

「説明しろ！　僕らは世界を救ったんじゃないのか？」

「救った。感謝もしている……だが、滅めつ葬そうを達したことで貴き様さまら自身が脅きよう威いとなった」

「脅威──？」

「いまの貴様らは、日に本ほんを滅ほろぼしかねない。投とう降こうしろ」

「滅ぼすって……急に言われても信じられないね。それに、おまえらが誰だれだかも判わからないのに従えって……」

「我らは世界救きゆう済さい委員会、執行強襲隊《ドゥンケル》」

「拘こう束そくに来たのは、誰だれの命令？」

「ブルクハルト閣かつ下かだ」

　理り事じ長ちようか。なら、おそらく命までは取らないだろう。

　何か理由がありそうだし、いまは従おう……そう思っていたときだ。舌した足たらずな叫び声が響ひびいたのは。




「……──スネイクたんをいじめるなッ！」




　その声と共に────隊員が、全員、空に舞い上がった。

「うわァ！」

「な、なんだ!?」

　隊員たちは見えない力で吹き飛ばされて、海に落ちていく。

　僕の腕に引っついていたエルフが、ホッと一ひと息いき。

「はぁー……助かりました」

「妹たんよ、貴き様さまも邪じや魔まだ！」

「え……きゃあ！」

　エルフが叫び声を上げたかと思うと、宙に浮かんで──。

「師し匠しようぉぉおおおおお──っ！」

　僕に手を伸ばした姿し勢せいのまま、凄すさまじい勢いで飛んでいって、海に落ちる。

「スネイクたんにキスしていいのは、妹たんでもワゴンたんでもなく、唯ゆい一いつ、わたしのみ！」

　あのアルマそっくりの、子供が歩み寄ってくる。眼がん帯たいが外れて、その右目めが見えている。

　光る紋もん章しようが刻まれた、赤い瞳ひとみだ。

「……おまえは…………？」

「忘れたか、スネイクたん！　わたしだ。スナイパー・アルマだ！」

　生はえ変わりで前まえ歯ばが欠けている自じ称しようアルマはそう言って……、

「さっそくだが、上うわ書がきするぞ！」

「へッ？　……待て！　アルマが生きているわけない！　おまえは何者ッ、」

　答こたえる代わりに差し出されたのは──……、




　唇くちびる。




　瞬まばたき一つしたその間。それだけの短い時間で、小さなアルマは見えない力で僕を這はいつくばらせて引き寄せ、唇を…………重ねたのだ。

　我に返って引き離す。

「…………おまっ、…………なんてことを……ッ！」

「権けん利りならある。逆に言えば、わたししか許されない。他の連れん中ちゆうとは、絆きずなの密みつ度どが違うのだ」

　鳥とり肌はだが湧わく。

　おいおい、やめてくれよ……。どこかで聞いたことあるセリフだぞ……？

　僕がかつて恋した相あい棒ぼうは、悪あく魔まじみた冷れい笑しようを浮かべる。







「スネイクたんを地じ獄ごくに叩たたき堕おとして────魂たましいごといただく」







　海かい境きよう四年、七月一四日──。

　天てん使しの死んだ日に、僕は一人の少女と出で逢あった。

　このときは、まだ知らなかったんだ。

　彼女が世界を滅ほろぼす《元げん凶きよう》であるという、あまりに残ざん酷こくな真実を……。







　　あとがき




　打ちあわせって、意い外がいにハードなんです。

　ボクシングで言えば、試合の最さい中ちゆうにテレビカメラ止めて、グローブ脱いでガチの殴なぐりあいをするようなイメージです。

　相手を気き遣づかう言葉？　はいはい、最初はありますけど、打たれ慣れてきたのを見み計はからって、強きよう烈れつな言葉が飛び出します。

「主人公こうの気持ちに共きよう感かんできないんですよねえ」

「ホンット、申もうし訳わけないんですが（ここまで笑顔[image: やじるし]ここから真ま顔がお）ボツ」

　ギブ、って言っても許されない厳きびしい世界です。そんな打ちあわせで、ある日──平ひら井いさんが、かつてないぐらい怖こわい顔をしました。

平井「もっと重要なところが次にあるんですよ」

茜あか屋ねや「ハ、ハァ……」

平井「ここホントに重要で、今回最も重要と言ってもいいくらいの箇か所しよなんです。わたしと茜屋さんの主張のぶつかりあいかもしれないですけど」

茜屋「ハイ、ハイ（こりゃあ何かすげぇミスしたぞ……）」

平井「ここに『スクミズ』って書いてありますけど、スク水の水は、漢字じゃないスか？」




茜屋「はあ……？」

平井「ナニィィィ！って思って。気になって、出てくるたびに『水』！『水』！って一個一個書き直しているんですよ。水じゃなかったら、わたし泣いちゃうんですけど？」

　終しゆう始し、憤ふん怒ぬしてました。彼はスク水に人生を捧ささげた鬼おになのです……。




　※以い降こうすぺしゃるさんくす。山やま口ぐち久く美み子こさん『この作品を世に出したい』と言っていただいて励はげみになりました。Ark-Performance（弐に号ごう）先生、内うち田だ弘ひろ樹き先生、アドバイスいただいてありがとうございます。弘ひろ前さき龍りゆう先生、逢おう巳み花か堂どう先生、久く楽らく美み月づき先生、広ひろ岡おか威吹いぶき先生、わいのじ先生、雪ゆき川がわ轍わだち先生、受賞＆デビューおめでとうございます。九重ここのえ一いち木き先生、青あお木き潤じゆん太た朗ろう先生、美み月つきりん先生にもツイッターでお付きあいいただいています。素す敵てきなイラストを描いていただいたmamuru先生にも感謝！

　最後に一ひと言こと──、

　そこにおっぱいがあるから、セルブレイクするんだッ！





二〇一三年　一〇月二八日　茜屋まつり
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茜あかね屋やまつり

高校のとき、どうしても取りたかった『後ろ角っこ窓際席』をくじで引いた。先生に指されることなく、夏の透けブラを楽しみ、飽きたら景色を眺めた。

人生の絶頂期。だけど成績は急下降した。

それでいいじゃないか。
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mamuru

実は私はおっぱいが大好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は書き下ろしです。
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